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岡
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文
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田
貴
子
村
井
俊
司
解題
一
、
書
誌
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
、
付
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
『
源
氏
物
語
秘
訣
(
１)』
各
一
冊
の
中
の
岡
本
主
水
筆
｢
少
女｣
｢
玉
鬘｣
、
昌
俔
筆
｢
初
音｣
、
八
幡
田
中
殿
筆
｢
胡
蝶｣
で
あ
る
。
｢
少
女｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
部
に
水
面
に
浮
か
ぶ
三
羽
の
水
鳥
と
水
紋
を
描
き
、
そ
の
下
部
に
水
際
の
岩
と
そ
こ
に
生
え
る
草
を
配
し
た
下
絵
に
｢
を
と
め｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
五
十
九
丁
、
墨
付
五
十
八
丁
、
遊
紙
前
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
二
〜
二
十
九
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
玉
鬘｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
上
部
か
ら
下
部
に
ま
で
五
つ
波
状
の
文
様
を
描
い
た
下
絵
に
、｢
玉
か
つ
ら｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
四
十
八
丁
、
墨
付
四
十
七
丁
、
遊
紙
前
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
三
〜
二
十
四
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
初
音｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
上
部
に
銀
で
渡
り
鳥
の
二
つ
の
群
れ
を
配
し
、
下
部
に
は
金
の
二
つ
の
稲
群
と
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
草
を
朱
で
描
い
た
下
絵
に
、｢
は
つ
ね｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
二
十
丁
、
墨
付
十
七
丁
、
遊
紙
前
一
丁
、
後
二
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
2
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
四
〜
二
十
三
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
が
、
後
ろ
の
遊
紙
の
一
枚
目
に
小
字
で
｢
公
條
公
法
名
仍
覚｣
と
い
う
、
本
書
が
三
条
西
家
の
本
と
の
関
係
が
窺
え
る
記
載
が
あ
る
。
｢
胡
蝶｣
は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
金
で
雲
、
銀
で
川
面
、
朱
で
草
を
配
し
た
川
の
景
の
下
絵
に
、｢
こ
て
ふ｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
二
十
九
丁
、
墨
付
二
十
八
丁
、
遊
紙
前
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
三
丁
表
裏
の
み
一
首
を
二
行
に
書
き
、
そ
れ
以
外
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
四
〜
二
十
六
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
昌
琢
筆
｢
桐
壺
(
２)｣
、
玄
陳
筆
｢
帚
木
(
３)｣
｢
関
屋
(
４)｣
、
玄
的
筆
｢
空
蝉
(
５)｣
、
岡
本
主
水
筆
｢
夕
顔
(
６)｣
｢
若
紫
(
７)｣
｢
賢
木
(
８)｣
｢
明
石
(
９)｣
｢
澪
標
(
)｣
｢
蓬
生
(
)｣
｢
薄
雲
(
)｣
｢
橋
姫
(
)｣
｢
手
習
(
)｣
、
石
井
了
倶
筆
｢
末
摘
花
(
)｣
、
西
山
宗
因
筆
｢
紅
葉
賀
(
)｣
｢
宿
木
(
)｣
、
左
馬
助
筆
｢
花
宴
(
	)｣
、
東
寺
観
智
院
筆
｢
葵
(

)｣
、
北
左
平
次
行
生
筆
｢
花
散
里
(
)｣
、
大
鳥
居
信
岩
筆
｢
須
磨
(
)｣
、
宗
琢
筆
｢
絵
合
(
)｣
、
玄
仍
息
女
筆
｢
松
風
(
)｣
、
伴
与
九
郎
紀
金
筆
｢
朝
顔
(
)｣
は
既
に
解
題
を
付
し
翻
刻
し
た
。
3
二
、
書
写
者
の
昌
俔
と
八
幡
田
中
殿
｢
初
音｣
を
書
写
し
た
昌
俔
に
つ
い
て
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
(
)』
巻
第
千
二
百
九
に
よ
る
次
の
系
図
か
ら
、
父
は
昌
叱
(
仍
景)
で
、
兄
に
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
巻
頭
｢
桐
壺｣
を
担
当
し
た
昌
琢
(
景
敏)
が
お
り
、
そ
の
兄
の
次
男
昌
通
(
景
則
、
後
に
は
祖
白
と
称
す
る)
を
養
子
と
し
て
い
る
と
わ
か
る
。
没
年
は
、
三
回
忌
、
十
七
回
忌
の
追
善
百
韻
が
行
な
わ
れ
た
年
月
日
か
ら
明
確
と
な
る
。
承
応
二
年
七
月
十
八
日
昌
俔
法
橋
三
回
忌
追
善
百
韻
発
句
し
の
ぶ
世
に
見
も
し
見
と
や
萩
の
庭
昌
程
十
二
・
昌
胤
九
・
玄
俊
十
・
玄
心
九
・
昌
陸
七
・
了
純
八
・
了
心
九
・
宗
俚
九
・
昌
親
三
・
一
仲
七
・
昌
村
七
・
程
白
九
・
執
筆
一
(
句
上
に
｢
昌
村｣
を
｢
昌
林｣
。｢
執
筆｣
を
｢
元
覚｣
と
記
す
。)
4
仍
景(
昌
叱)
景
敏
(
昌
琢)
景
次
(
昌
俔)
連
歌
師
た
り
。
女
子
女
子
景
益
(
昌
程)
景
則
(
昌
通)
叔
父
景
次
が
養
子
と
な
る
。
寛
文
七
年
法
橋
昌
俔
十
七
回
忌
百
韻
発
句
と
ふ
や
我
お
も
ひ
の
花
の
草
の
原
昌
隠
百
(
点
、
昌
程)
こ
の
二
つ
の
回
忌
の
記
載
か
ら
、
昌
俔
が
没
し
た
の
は
、
慶
安
四
年
(
一
六
五
一)
七
月
十
八
日
で
、
享
年
、
六
十
四
歳
で
あ
り
、
天
正
十
六
年
(
)
(
一
五
八
八)
か
ら
、
こ
の
慶
安
四
年
(
一
六
五
一)
七
月
十
八
日
迄
が
そ
の
生
涯
と
な
る
。
そ
れ
を
里
村
家
の
人
々
の
動
向
等
も
加
え
年
表
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
年
号
歳
記
事
天
正
二
年
(
一
五
七
四)
兄
、
昌
琢
出
生
。
十
六
年
(
一
五
八
八)
１
出
生
。
十
九
年
(
一
五
九
一)
４
甥
、
玄
陳
出
生
。
文
禄
二
年
(
一
五
九
三)
６
甥
、
玄
的
出
生
。
慶
長
四
年
(
一
五
九
九)
12
小
珍
(
丸)
と
し
て
出
座
。
七
年
(
一
六
〇
二)
15
祖
父
、
紹
巴
没
。
八
年
(
一
六
〇
三)
16
父
、
昌
叱
没
。
景
次
と
し
て
出
座
。
十
五
年
(
一
六
一
〇)
23
昌
俔
と
し
て
出
座
。
十
七
年
(
一
六
一
二)
25
甥
、
昌
程
出
生
。
元
和
元
年
(
一
六
一
五)
28
甥
で
養
子
と
な
る
昌
通
(
祖
白)
出
生
。
5
寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六)
49
兄
、
昌
琢
六
十
三
歳
で
没
。
慶
安
四
年
(
一
六
五
一)
64
七
月
十
八
日
没
。
承
応
二
年
(
一
六
五
三)
七
月
十
八
日
、
三
回
忌
追
善
百
韻
連
歌
。
寛
文
七
年
(
一
六
六
七)
十
七
回
忌
追
善
百
韻
連
歌
。
こ
の
昌
俔
の
生
涯
で
注
目
し
た
い
の
は
、
十
五
歳
で
祖
父
、
紹
巴
が
亡
く
な
り
、
翌
年
、
十
六
歳
の
時
に
父
、
昌
叱
が
没
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
父
、
祖
父
に
代
わ
り
昌
俔
の
後
見
を
し
た
の
が
、
十
三
歳
年
長
の
兄
、
昌
琢
だ
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
家
庭
環
境
に
よ
る
昌
琢
の
存
在
の
大
き
さ
を
、
ま
ず
留
意
し
て
お
き
た
い
。
次
に
、
こ
の
書
写
が
行
な
わ
れ
た
、
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
の
間
の
昌
俔
が
連
衆
と
な
っ
て
い
る
連
歌
会
を
取
り
上
げ
、
連
歌
師
と
し
て
の
足
跡
を
見
て
お
き
た
い
。『
連
歌
総
目
録
(
)』
か
ら
、
昌
俔
の
名
前
が
見
ら
れ
る
連
歌
会
を
抽
出
し
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
と
、
題
簽
を
書
い
た
八
条
宮
智
仁
親
王
の
出
座
状
況
も
加
え
た
の
が
、
以
下
の
表
で
あ
る
。
6
年
月
日
昌
俔
八
条
昌
琢
玄
陳
玄
的
了
倶
行
生
宗
順
伊
益
能
円
宗
因
玄
仲
能
通
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
○
○
八
月
二
十
八
日
○
○
○
○
○
○
十
月
十
八
日
○
○
○
○
○
十
二
月
十
八
日
○
○
○
○
○
二
年
(
一
六
二
五)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
三
日
○
○
○
○
○
○
7四
月
○
○
○
○
○
○
○
五
月
晦
日
○
○
○
○
○
八
月
十
四
日
○
○
○
○
八
月
十
五
日
○
○
○
○
十
月
二
十
二
日
○
○
○
○
○
○
○
三
年
(
一
六
二
六)
一
月
○
○
○
○
○
○
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
○
二
月
二
十
六
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
十
日
○
○
○
○
○
○
四
月
十
二
日
○
○
○
○
○
○
七
月
十
日
○
○
○
九
月
八
日
○
○
○
○
○
○
九
月
十
六
日
○
○
○
○
○
九
月
晦
日
○
○
○
○
○
○
十
月
五
日
○
○
○
○
○
十
月
七
日
○
○
○
○
○
十
月
九
日
○
○
○
○
○
四
年
(
一
六
二
七)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
○
○
○
○
○
三
月
十
八
日
○
○
○
○
○
○
○
三
月
十
八
日
○
○
○
○
○
四
月
五
日
○
○
○
○
四
月
七
日
○
○
○
○
8七
月
二
十
四
日
○
○
○
○
○
○
七
月
二
十
四
日
○
○
○
○
○
九
月
六
日
○
○
○
○
○
○
五
年
(
一
六
二
八)
五
月
二
十
日
○
○
○
○
六
月
二
十
一
日
○
○
○
七
月
二
十
三
日
○
○
○
○
○
七
月
二
十
七
日
○
○
○
○
七
月
二
十
九
日
○
○
○
○
八
月
十
日
○
○
○
○
○
○
九
月
○
○
○
十
月
二
十
八
日
○
○
○
○
○
十
一
月
六
日
○
○
○
六
年
(
一
六
二
九)
一
月
三
日
○
○
四
月
一
日
○
○
八
月
十
二
日
○
○
九
月
十
一
日
○
○
○
九
月
十
五
日
○
○
○
○
九
月
十
八
日
○
○
○
○
九
月
十
八
日
○
○
○
○
十
月
九
日
○
○
○
○
十
月
晦
日
○
○
○
○
十
一
月
二
十
二
日
○
○
○
○
54
11
50
47
38
11
11
22
5
1
13
4
1
こ
の
表
か
ら
、
昌
俔
は
、
実
兄
の
昌
琢
、
甥
の
玄
陳
と
の
一
座
が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
わ
か
る
。
そ
の
昌
琢
は
、
宮
脇
真
彦
氏
が
(
)
、
紹
巴
の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
玄
仍
が
慶
長
一
二
年
(
一
六
〇
七)
、
三
七
歳
で
早
世
し
た
た
め
、
そ
の
後
三
〇
年
余
連
歌
界
第
一
人
者
の
地
位
を
保
っ
た
。
と
い
う
よ
う
に
、
玄
仍
が
没
し
た
慶
長
十
二
年
(
一
六
〇
七)
に
は
、
南
北
里
村
家
を
通
し
て
の
年
長
者
が
昌
琢
で
、
こ
の
表
の
寛
永
の
頃
は
、
正
し
く
｢
連
歌
界
第
一
人
者｣
、
大
宗
匠
と
い
う
位
置
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
引
用
に
あ
る
｢
三
七
歳
で
早
世
し
た
玄
仍｣
の
嫡
男
が
玄
陳
で
、
里
村
南
家
の
当
主
で
あ
る
。
こ
の
昌
琢
、
玄
陳
と
の
一
座
が
多
い
と
い
う
の
は
、
昌
俔
が
里
村
一
族
の
家
業
で
あ
る
連
歌
を
担
う
主
要
な
一
員
と
し
て
の
姿
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
表
に
あ
る
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
か
ら
寛
永
六
年
(
一
六
二
九)
の
昌
俔
、
昌
琢
、
玄
陳
の
年
齢
を
掲
げ
れ
ば
、
昌
俔
が
三
十
七
歳
か
ら
四
十
二
歳
、
昌
琢
が
五
十
一
歳
か
ら
五
十
六
歳
、
玄
陳
が
三
十
四
歳
か
ら
三
十
九
歳
で
あ
り
、
昌
俔
は
兄
で
あ
る
昌
琢
よ
り
も
甥
の
玄
陳
に
年
齢
が
近
く
、
こ
の
年
齢
差
か
ら
、
や
は
り
昌
俔
と
玄
陳
が
昌
琢
に
随
従
し
て
連
歌
会
に
参
加
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
そ
の
連
歌
会
を
通
し
て
昌
琢
は
、
幅
広
い
人
脈
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
奥
田
勲
氏
(
)
は
、
当
時
の
貴
顕
僧
俗
の
お
よ
そ
文
事
を
好
む
人
々
す
べ
て
と
交
わ
っ
た
と
い
い
、
先
の
宮
脇
氏
(
)
は
、
交
友
も
、
紹
巴
・
昌
叱
の
地
盤
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
寛
永
期
の
智
仁
親
王
の
連
歌
会
へ
の
出
座
を
は
じ
め
、
公
家
・
大
名
・
寺
社
関
係
者
・
上
層
町
人
ら
と
広
く
交
渉
し
、
寛
永
文
化
の
一
翼
を
担
っ
た
。
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
昌
琢
の
人
脈
は
、
昌
琢
と
共
に
連
歌
会
に
参
加
し
た
昌
俔
に
も
多
く
の
文
化
人
と
の
交
流
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
9
そ
の
繋
が
り
の
一
つ
と
し
て
、
昌
琢
同
様
、
寛
永
文
化
の
担
い
手
で
『
醒
睡
笑』
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
安
楽
庵
策
伝
と
の
交
流
が
挙
げ
ら
れ
る
。
策
伝
に
『
策
伝
和
尚
送
答
控
(
)』
と
い
う
自
筆
の
書
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
昌
俔
法
橋
あ
か
ぬ
ま
の
程
そ
し
ら
る
ゝ
青
葉
に
て
見
し
を
紅
葉
の
色
に
出
つ伝
ゝ
返
し
青
か
り
し
お
り
た
に
あ
る
を
つ
て
に
み
る
木
陰
ゆ
か
し
き
庭
の
紅昌
俔葉
々
と
い
う
歌
の
贈
答
が
見
ら
れ
る
。
昌
俔
の
歌
に
は
、｢
庭
の
紅
葉｣
と
あ
り
庭
木
を
見
て
の
詠
歌
で
あ
る
。
庭
木
に
関
す
る
歌
と
し
て
は
、
先
に
掲
げ
た
｢
三
回
忌
追
善
百
韻｣
の
発
句
で
も
｢
し
の
ぶ
世
に
見
も
し
見
と
や
萩
の
庭｣
と
あ
り
、｢
萩
の
庭｣
が
歌
材
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、｢
十
七
回
忌
追
善
百
韻｣
の
発
句
で
は
｢
と
ふ
や
我
お
も
ひ
の
花
の
草
の
原｣
と
い
う
植
物
に
関
す
る
景
が
詠
ま
れ
て
い
た
。｢
草
の
原｣
と
い
う
語
句
に
は
、
藤
原
俊
成
の
有
名
な
｢
源
氏
読
ま
ぬ
歌
よ
み
は｣
と
い
う
｢
花
宴｣
の
巻
に
関
連
し
た
『
六
百
番
歌
合』
の
判
詞
の
内
容
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
追
善
百
韻
の
発
句
で
花
や
木
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
花
や
木
の
生
え
て
い
る
場
所
が
、
昌
俔
を
偲
ぶ
風
景
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
昌
俔
が
花
や
木
草
に
愛
着
を
持
つ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
昌
俔
の
自
邸
の
庭
の
椿
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
策
伝
が
著
わ
し
た
『
百
椿
集
(
)』
と
い
う
園
芸
書
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
十
六
、
侃
ガ
母
此
一
樹
ハ
、
新
在
家
ニ
テ
連
歌
師
昌
俔
ノ
坪
ノ
内
ニ
ア
リ
ツ
ル
ヲ
、
深
ク
望
ヲ
カ
ケ
、

ヒ
畢
ン
ヌ
。
赤
キ
色
ノ
小
椿
ナ
リ
。
花
ノ
開
ク
ヲ
見
レ
バ
、
更
ニ
蘂
ナ
シ
。
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
寛
永
期
に
は
椿
愛
好
が
盛
ん
に
な
り
、
策
伝
も
そ
の
愛
好
家
と
し
て
、
百
種
類
の
椿
を
収
集
し
た
。
そ
の
一
10
本
が
｢
侃
ガ
母｣
と
い
う
名
称
の
赤
椿
で
昌
俔
邸
に
あ
り
、
そ
れ
を
懇
望
し
手
に
入
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
引
用
に
続
く
部
分
で
省
略
し
た
が
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
｢
侃
ガ
母｣
の
名
前
の
由
来
を
含
め
、
当
該
部
分
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
森
末
義
彰
氏
(
)
の
、
こ
の
頃
御
所
の
近
く
に
新
在
家
と
い
わ
れ
る
町
が
で
き
、
連
歌
師
や
そ
の
ほ
か
の
芸
能
人
な
ど
が
住
ん
で
い
た
が
、
百
椿
集
に
は
、
そ
こ
に
昌
俔
と
い
う
連
歌
師
が
居
り
、
そ
の
庭
に
あ
っ
た
し
べ
の
な
い
赤
色
の
小
椿
が
珍
ら
し
が
ら
れ
、
侃
の
母
が
自
分
の
髪
を
切
っ
て
酒
の
肴
に
し
た
と
い
う
中
国
の
故
事
に
な
ら
っ
て
、
そ
れ
に
｢
侃
ガ
母｣
と
い
う
名
を
付
け
た
と
あ
る
。
と
い
う
説
明
が
わ
か
り
や
す
い
。
そ
し
て
、
こ
の
中
に
あ
る
｢
新
在
家｣
は
、
鈴
木
棠
三
氏
が
(
)
新
座
池
と
も
書
く
。
烏
丸
通
と
東
洞
院
と
の
間
、
出
水
と
長
者
町
と
の
間
の
地
を
い
う
。
宗
祇
が
住
ん
で
以
来
連
歌
師
の
住
居
が
多
か
っ
た
。
と
記
す
よ
う
に
、
現
在
の
京
都
市
上
京
区
の
地
名
で
あ
り
、
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
昌
俔
の
居
所
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
昌
俔
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
｢
初
音｣
を
書
写
し
た
頃
の
昌
俔
に
つ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、
連
歌
の
家
で
あ
る
里
村
一
族
と
し
て
多
く
の
連
歌
会
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
そ
の
昌
俔
出
座
の
連
歌
会
の
殆
ど
が
昌
琢
と
同
座
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
昌
俔
の
連
歌
活
動
に
は
、
常
に
兄
、
昌
琢
の
存
在
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
家
族
関
係
と
し
て
も
昌
琢
が
後
見
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
昌
俔
の
全
て
に
お
い
て
兄
、
昌
琢
の
後
援
と
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
｢
初
音｣
の
書
写
も
、
当
然
、
昌
琢
の
采
配
に
よ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
昌
俔
の
書
写
し
た
｢
初
音｣
に
続
く
｢
胡
蝶｣
の
巻
の
書
写
者
は
、｢
八
幡
田
中
殿｣
と
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録
(
)』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
｢
八
幡｣
と
は
、
石
清
水
八
幡
宮
で
、｢
田
中
殿｣
は
、
そ
の
別
当
家
の
一
つ
で
あ
る
田
中
家
の
敬
清
で
あ
る
。
『
石
清
水
八
幡
宮
史
(
)』
首
巻
｢
石
清
水
八
幡
宮
編
年
史｣
で
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
が
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
寛
永
四
11
年(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
を
含
め
た
時
期
の
｢
田
中
家｣
に
関
す
る
記
事
を
抜
き
出
せ
ば
、
元
和
七
年
(
一
六
二
一)
五
月
廿
四
日
田
中
敬
清
ヲ
法
眼
ニ
叙
ス
寛
永
二
年
(
一
六
二
五)
十
二
月
十
八
日
田
中
敬
清
ヲ
権
別
当
ニ
補
ス
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
正
月
十
一
日
田
中
敬
清
ヲ
権
少
僧
都
ニ
任
ズ
寛
永
九
年
(
一
六
三
二)
二
月
三
日
田
中
敬
清
ヲ
法
印
ニ
叙
ス
七
月
十
四
日
幕
府
田
中
敬
清
ニ
本
社
造
替
ノ
命
ヲ
発
ス
八
月
十
二
日
田
中
敬
清
ヲ
検
校
ニ
補
ス
十
月
十
六
日
伝
奏
広
橋
兼
賢
立
柱
上
棟
日
時
ヲ
田
中
敬
清
ニ
報
ズ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
書
写
が
お
こ
な
わ
れ
た
頃
の
当
主
は
｢
敬
清｣
で
あ
る
と
わ
か
る
。
更
に
、
敬
清
以
外
に
｢
田
中
殿｣
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
い
な
い
か
家
系
を
確
認
す
る
と
、
父
、
秀
清
は
敬
清
が
十
九
歳
の
元
和
五
年
(
一
六
一
九)
に
は
、
既
に
没
し
て
お
り
、
敬
清
の
跡
継
ぎ
で
あ
る
養
子
の
召
清
は
幼
少
で
、
実
子
、
要
清
は
ま
だ
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
か
ら
も
｢
八
幡
田
中
殿｣
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
敬
清
し
か
い
な
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
｢
胡
蝶｣
の
書
写
年
代
を
、
敬
清
の
年
齢
に
あ
て
は
め
る
と
、
二
十
七
歳
か
ら
二
十
九
歳
と
な
る
。
敬
清
の
出
自
に
つ
い
て
は
、『
石
清
水
八
幡
宮
史
(
)』
首
巻
｢
祠
官
系
図｣
に
、
異
本
、
童
名
清
松
丸
、
母
上
池
法
印
女
秀
清
次
男
、
師
主
青
蓮
院
尊
純
、
慶
長
廿
年
七
月
八
日
、
出
家
、
十
五
歳
、
同
日
、
任
大
法
師
、
元
和
七
年
五
月
廿
四
日
、
叙
12
法
眼
、
寛
永
三
年
十
二
月
十
八
日
、
任
権
別
当
、
同
四
年
正
月
十
一
日
、
任
権
少
僧
都
、
同
九
年
二
月
三
日
、
叙
法
印
、
卅
二
、
同
年
八
月
十
二
日
、
補
検
校
社
務
、
同
十
年
十
二
月
廿
八
日
、
被
勅
許
香
染
並
裘
袋
、
同
十
三
年
二
月
五
日
(
十
、
三
、
廿
五
イ)
、
転
任
権
大
僧
都
、
同
十
七
年
八
月
十
二
(
二
イ)
日
、
入
滅
、
四
十
歳
、
社
務
九
年
。
と
あ
る
。
上
掲
の
｢
石
清
水
八
幡
宮
編
年
史｣
と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
が
、
父
は
秀
清
、
母
は
上
池
法
印
女
で
、
寛
永
十
七
年
(
一
六
四
〇)
八
月
十
二
(
二
イ)
日
に
、
四
十
歳
で
没
し
て
お
り
、
慶
長
六
年
(
一
六
〇
一)
か
ら
寛
永
十
七
年
(
一
六
四
〇)
ま
で
が
生
涯
で
あ
る
と
わ
か
る
。
『
連
歌
総
目
録』
に
よ
る
と
、
敬
清
が
連
衆
と
な
っ
て
い
る
連
歌
会
は
な
く
、
連
歌
を
通
し
て
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
を
担
っ
て
い
る
昌
琢
を
始
め
と
す
る
里
村
一
族
や
、
他
の
書
写
者
と
の
繋
が
り
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
文
芸
に
関
す
る
活
動
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
敬
清
の
書
写
へ
の
参
画
は
、｢
八
幡
田
中
殿｣
と
｢
殿｣
を
つ
け
敬
称
で
記
さ
れ
て
い
る
点
を
含
め
て
、
石
清
水
八
幡
宮
と
い
う
朝
廷
、
幕
府
か
ら
尊
崇
さ
れ
る
社
の
別
当
家
が
書
写
者
に
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
権
威
付
け
の
た
め
と
い
う
、
比
重
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
三
、
本
文
の
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
等
こ
こ
で
は
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
に
着
目
し
て
、
今
回
翻
刻
し
た
｢
少
女｣
｢
玉
鬘｣
｢
初
音｣
｢
胡
蝶｣
の
四
巻
に
お
け
る
そ
の
数
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
、
以
前
調
査
し
た
｢
桐
壺｣
か
ら
｢
朝
顔｣
に
｢
宿
木｣
｢
橋
姫｣
｢
手
習｣
を
加
え
た
表
も
掲
げ
た
。
13
14
巻
少
女
玉
鬘
初
音
胡
蝶
書
写
者
岡
本
主
水
岡
本
主
水
昌
俔
八
幡
田
中
ミ
セ
ケ
チ
134
93
７
53
補
入
35
26
10
17
傍
書
５
13
６
９
合
点
13
８
14
４
朱
点
60
55
30
27
総
計
247
195
67
110
巻
桐
壺
帚
木
空
蝉
夕
顔
若
紫
末
摘
花
紅
葉
賀
花
宴
葵
書
写
者
昌
琢
玄
陳
玄
的
岡
本
主
水
岡
本
主
水
了
倶
宗
因
左
馬
助
観
智
院
ミ
セ
ケ
チ
２
０
０
76
70
２
48
７
４
補
入
７
０
１
48
49
０
29
３
４
傍
書
０
２
０
２
10
１
４
１
８
合
点
１
０
０
14
14
０
７
10
３
朱
点
47
０
０
113
150
０
28
２
０
総
計
57
２
１
253
293
３
116
23
19
巻
賢
木
花
散
里
須
磨
明
石
澪
標
蓬
生
関
屋
絵
合
松
風
書
写
者
岡
本
主
水
行
生
信
岩
岡
本
主
水
岡
本
主
水
岡
本
主
水
玄
陳
宗
琢
玄
仍
息
女
ミ
セ
ケ
チ
94
２
34
79
55
71
４
51
４
補
入
55
２
33
40
17
28
５
26
０
傍
書
６
１
11
９
６
５
２
２
４
合
点
21
１
55
25
５
６
２
０
０
朱
点
59
４
84
99
64
14
６
30
０
総
計
235
10
217
252
147
124
17
109
８
今
回
翻
刻
し
た
四
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、｢
初
音｣
は
最
終
丁
に
｢
一
校
了
・
兼
校
了｣
と
書
か
れ
、
ま
た
｢
胡
蝶｣
は
最
終
丁
に
｢
一
校
了｣
と
書
か
れ
て
お
り
、
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
が
多
く
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
本
主
水
の
｢
少
女｣
｢
玉
鬘｣
に
は
、
校
合
を
し
た
と
の
記
載
が
な
い
が
、
前
掲
の
表
に
あ
る
主
水
担
当
の
｢
夕
顔｣
｢
若
紫｣
等
の
巻
に
は
｢
一
校
了｣
と
い
う
記
載
も
あ
り
、
今
回
翻
刻
し
た
二
巻
も
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
の
多
さ
を
見
れ
ば
、
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
に
つ
い
て
の
見
解
や
結
論
は
、
や
は
り
、
す
べ
て
の
巻
の
調
査
の
後
、
ま
た
は
、
更
に
多
く
の
巻
の
傾
向
を
把
握
し
た
後
に
す
る
と
し
て
、
校
合
を
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
昌
俔
の
｢
初
音｣
と
八
幡
田
中
殿
の
｢
胡
蝶｣
と
、
こ
こ
で
も
岡
本
主
水
の
担
当
し
た
｢
少
女｣
｢
玉
鬘｣
に
は
、
ミ
セ
ケ
チ
等
が
多
い
と
い
う
事
実
を
確
認
し
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。
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巻
薄
雲
朝
顔
橋
姫
宿
木
手
習
書
写
者
岡
本
主
水
紀
金
岡
本
主
水
宗
因
岡
本
主
水
ミ
セ
ケ
チ
90
57
101
22
120
補
入
34
６
25
19
64
傍
書
２
４
17
12
11
合
点
15
11
10
０
18
朱
点
55
18
49
０
143
総
計
196
96
202
53
356
四
、
結
語
三
条
西
実
隆
の
『
実
隆
公
記
(
)』
文
明
十
三
年
(
一
四
八
一)
正
月
二
日
の
条
に
は
、
昼
間
覧
初
音
巻
、
佳
例
也
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
で
｢
佳
例｣
と
書
く
よ
う
に
、
同
記
の
正
月
二
日
の
記
事
に
、｢
覧
初
音｣
と
い
う
記
述
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
｢
初
音｣
の
巻
は
、
周
知
の
よ
う
に
光
源
氏
三
十
六
歳
の
正
月
、
六
条
院
の
女
君
達
の
許
を
年
賀
に
訪
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
巻
名
と
な
る
、
明
石
の
君
が
娘
の
明
石
の
姫
君
に
贈
っ
た
、
年
月
を
ま
つ
に
引
か
れ
て
ふ
る
人
に
今
日
鴬
の
初
音
聞
か
せ
よ
と
い
う
歌
は
、｢
初
音｣
に
｢
最
初
の
子
日｣
も
掛
か
り
吉
祥
の
意
味
合
い
が
濃
く
、
美
術
工
芸
品
等
の
意
匠
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。徳
川
家
光
の
長
女
千
代
姫
が
尾
張
徳
川
家
に
婚
嫁
し
た
際
に
持
参
し
た
｢
初
音
の
調
度
(
)｣
四
十
七
点
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
千
代
姫
が
尾
張
家
二
代
徳
川
光
友
の
も
と
に
嫁
し
た
の
は
、
寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九)
で
あ
り
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
さ
れ
た
年
代
よ
り
少
し
下
る
が
、
同
じ
寛
永
期
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
寛
永
期
に
も
｢
初
音｣
の
巻
が
、
慶
賀
な
巻
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
多
く
の
人
々
が
持
つ
て
お
り
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
で
、｢
初
音｣
と
い
う
目
出
度
い
｢
晴｣
の
巻
を
担
当
す
る
昌
俔
は
、
書
写
者
の
中
で
看
過
で
き
な
い
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
昌
俔
は
、
前
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
の
中
心
人
物
で
あ
る
昌
琢
の
唯
一
人
の
弟
で
あ
り
、
里
村
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一
族
で
は
、
南
家
の
昌
琢
、
北
家
の
玄
仲
に
継
ぐ
年
長
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
連
歌
会
に
出
座
し
、
連
歌
師
と
し
て
知
ら
れ
る
存
在
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
昌
俔
の
位
置
が
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
で
は
、
複
数
の
巻
を
担
当
す
る
書
写
者
が
少
な
い
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
｢
初
音｣
と
｢
御
法｣
の
二
巻
を
受
け
持
ち
、｢
初
音｣
と
い
う
吉
祥
の
意
味
合
い
が
濃
い
巻
の
書
写
者
に
抜
擢
さ
れ
た
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
｢
初
音
の
調
度｣
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
千
代
姫
の
婚
礼
調
度
と
し
て
、｢
胡
蝶
の
調
度
(
)｣
十
点
も
あ
る
。
竹
内
順
一
氏
(
)
に
よ
る
と
、
現
存
の
美
術
工
芸
品
の
意
匠
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
巻
と
し
て
は
、｢
夕
顔｣
｢
初
音｣
｢
胡
蝶｣
の
順
だ
と
い
う
。
｢
竜
頭
鷁
首｣
唐
風
の
船
を
浮
か
べ
た
満
開
の
桜
の
下
で
の
華
や
か
な
春
を
描
く
｢
胡
蝶｣
の
巻
も
、｢
初
音｣
同
様
｢
晴｣
の
巻
で
あ
り
、
こ
の
巻
の
書
写
者
は
、
多
く
の
崇
拝
を
集
め
る
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
家
の
田
中
敬
清
で
あ
っ
た
。｢
八
幡
田
中
殿｣
と
敬
称
が
付
い
て
い
る
人
物
で
、
特
に
書
写
を
依
頼
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
｢
胡
蝶｣
と
い
う
慶
賀
な
巻
を
割
り
振
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
玉
鬘
十
帖
は
、
短
い
巻
も
多
く
こ
の
石
清
水
八
幡
宮
の
田
中
敬
清
の
よ
う
に
、
価
値
を
高
め
る
た
め
に
書
写
者
と
し
て
名
前
を
連
ね
て
欲
し
い
人
物
も
見
ら
れ
る
。
冒
頭
の
巻
｢
桐
壺｣
の
書
写
者
で
あ
る
昌
琢
を
始
め
と
し
て
幾
人
か
の
書
写
者
を
見
て
き
た
が
今
回
、
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
家
が
加
わ
り
、
書
写
者
の
幅
が
よ
り
広
が
っ
た
と
い
え
る
。
今
後
、
玉
鬘
十
帖
の
書
写
者
を
考
察
す
る
と
、
寛
永
の
早
い
頃
に
、
京
都
を
中
心
に
活
躍
し
た
文
人
を
更
に
多
く
網
羅
で
き
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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翻
刻
凡
例
一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
仮
名
遣
は
原
本
通
り
と
し
た
が
、
異
体
字
・
略
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
和
歌
は
改
行
を
し
、
二
字
下
げ
と
し
た
。
一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
文
字
の
中
央
に
棒
線
を
付
し
、
訂
正
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
本
文
の
傍
書
は
原
本
通
り
と
し
た
。
一
、
補
入
記
号
が
あ
る
場
合
は
該
当
箇
所
に
｢
○｣
を
付
し
、
補
入
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
漢
字
の
踊
字
｢

｣
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
本
文
の
朱
点
は
｢
・｣
で
示
し
た
。
一
、
朱
合
点
は
、
傍
線
で
示
し
た
。
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(
を
と
め)
年
か
は
り
て
宮
の
御
は
て
も
す
き
ぬ
れ
は
世
中
い
ろ
あ
ら
た
ま
り
て
衣
か
へ
の
ほ
と
な
と
も
い
ま
め
か
し
き
を
ま
し
て
ま
つ
り
の
こ
ろ
は
お
ほ
か
た
の
○空の
け
し
き
心
ち
よ
け
な
る
に
前
斎
院
は
つ
れ


と
な
か
め
た
ま
ふ
・
お
ま
へ
な
る
か
つ
ら
の
し
た
風
な
つ
か
し
き
に
つ
け
て
も
わ
か
き
人


は
思
い
つ
る
事
と
も
あ
る
に
大
殿
よ
り
み
そ
き
の
日
は
い
か
に
の
と
や
か
に
お
ほ
さ
る
ら
ん
と
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
へ
り
け
ふ
は
か
け
き
や
は
川
せ
の
浪
も
立
か
へ
り
君
か
御
禊
１
オ
の
ふ
ち
の
や
つ
れ
を
む
ら
さ
き
の
か
み
た
て
ふ
み
す
く
よ
か
に
て
ふ
ち
の
花
に
つ
け
た
ま
へ
り
お
り
の
あ
は
れ
な
れ
は
御
返
しりイ
あ
り
藤
こ
ろ
も
き
し
は
き
の
ふ
と
お
も
ふ
ま
に
け
ふ
は
み
そ
き
の
せ
に
か
は
る
世
を
は
か
な
く
と
は
か
り
あ
る
を
れ
い
の
御
め
と
ゝ
め
給
て
見
お
は
す
御
ふ
く
な
を
し
の
ほほ
と
な
と
に
も
せ
む
し
の
も
と
に
所
せ
き
ま
て
お
ほ
し
や
れ
る
事
と
も
あ
る
を
ゐ
ん
は
見
く
る
し
き
こ
と
に
お
も
ほ
し
の
た
ま
へ
と
お
か
し
や
か
に
け
し
き
は
め
る
御
ふ
み
な
と
の
あ
ら
は
こ
そ
と
か
く
１
ウ
も
き
こ
え
か
へ
さ
め
年
こ
ろ
も
お
ほ
や
け
さ
ま
の
をお
り


の
御
と
ふ
ら
ひ
な
と
は
き
こ
え
な
ら
は
し
給
て
い
と
ま
め
や
か
な
れ
は
い
か
ゝ
は
き
こ
ゑえ
も
ま
き
ら
か
す
へ
か
ら
む
と
も
て
わ
つ
ら
ふ
へ
し
女
五
宮
の
御
方
に
も
か
や
う
に
お
り
す
く
さ
す
き
こ
え
給
へ
は
・
い
と
あ
は
れ
に
こ
の
き
み
の
き
の
ふ
け
ふ
の
ち
こ
と
思
し
を
か
く
お
と
な
ひ
て
と
ふ
ら
ひ
た
ま
ふ
こ
と
か
た
ち
の
い
と
も
き
よ
しら
な
る
に
そ
へ
て
心
さ
へ
こ
そ
人
に
は
こ
と
に
お
ひ
い
て
た
ま
へ
れ
と
ほ
め
き
こ
ゑえ
た
ま
ふ
を
わ
か
き
人


は
わ
ら
ひ
き
こ
ゆ
こ
な
た
に
２
オ
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も
た
い
め
ん
し
た
ま
ふ
お
り
は
こ
の
お
と
ゝ
の
か
く
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
た
ま
ふ
め
る
を
な
に
か
い
ま
は
し
め
た
る
御
心
さ
し
に
も
あ
ら
す
こ
宮
も
す
ち
こ
と
に
な
り
給
て
え
見
た
て
ま
つ
り
給
は
ぬ
な
け
き
を
し
給
て
は
お
も
ひ
立
し
事
を
あ
な
か
ち
に
も
て
は
な
れ
給
し
事
な
と
の
た
ま
ひ
い
て
つ
ゝ
く
や
し
け
に
こ
そ
お
ほ
し
た
り
し
お
り


あ
り
し
か
さ
れ
と
故
大
殿
の
ひ
め
君
も
の
せ
ら
れ
し
か
き
り
は
三
宮
の
お
も
ひ
給
は
ん
事
の
い
と
を
し
さ
に
と
か
く
事
そ
へ
き
こ
ゆ
る
事
の
な
か
り
し
也
い
ま
は
２
ウ
そ
の
や
む
こ
と
な
く
え
さ
ら
ぬ
す
ち
に
て
も
の
せ
ら
れ
し
人
さ
へ
な
く
な
ら
れ
に
し
か
は
け
に
な
と
て
か
は
さ
や
う
に
て
お
は
せ
ま
し
も
あ
し
か
ら
ま
し
と
う
ち
お
ほ
え
侍
に
も
さ
しら
か
へ
り
て
か
く
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
給
も
さ
る
へ
き
に
も
あ
ら
ん
と
な
ん
○
お
も
ひ
侍
な
と
ゝ
い
と
こ
た
い
に
き
こ
え
給
を
心
つ
き
な
し
と
お
ほ
し
て
故
宮
に
も
し
か
心
こ
は
き
物
に
お
も
は
は
れ
てた
て
ま
つ
り
て
す
き
侍
に
し
を
い
ま
さ
しら
に
又
世
に
な
ひ
き
侍
ら
ん
も
い
と
つ
き
な
き
こ
と
に
な
む
と
き
こ
え
給
て
は
つ
か
し
け
な
る
御
け
し
き
な
れ
３
オ
は
し
ゐ
て
も
え
き
こ
え
お
も
む
け
給
は
す
宮
人
も
か
み
し
も
み
な
心
か
け
き
こ
ゑえ
た
れ
は
世
中
い
と
う
し
ろ
め
た
く
の
み
お
ほ
さ
る
れ
と
か
の
御
み
つ
か
しら
は
わ
か
心
を
つ
く
し
あ
は
れ
を
見
え
き
こ
え
て
人
の
御
け
し
き
の
う
ち
も
ゆ
る
かはイ
ん
ほ
と
を
こ
そ
ま
ち
わ
た
るり
給
へ
さ
や
う
に
あ
な
か
ち
な
る
さ
ま
に
御
心
や
ふ
り
き
こ
え
む
な
と
は
お
ほ
○さ
さ
る
へ
し
大
殿
は
ら
の
わ
か
君
の
御
元
服
の
事
お
ほ
し
い
そ
く
を
二
条
院
に
て
と
お
ほ
せ
と
大
宮
の
い
と
ゆ
か
し
き
に
お
ほ
し
た
る
も
こ
と
は
り
に
心


く
る
し
け
れ
は
な
を
や
か
て
か
の
殿
に
て
せ
さ
せ
た
て
３
ウ
ま
つ
り
給
右
大
将
殿
を
は
し
め
き
こ
え
て
御
を
ち
の
と
の
は
ら
み
な
か
む
た
ち
め
の
や
む
こ
と
な
き
御
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お
ほ
え
こ
と
に
て
の
み
も
の
し
給
へ
は
あ
る
し
か
た
に
も
わ
れ
も


と
さ
る
へ
き
事
と
も
は
と
り


に
つ
か
う
ま
つ
り
給
お
ほ
か
た
世
ゆ
す
り
て
所
せ
き
御
い
そ
き
の
い
き
を
ひ
也
四
位
に
な
し
て
む
と
お
ほ
し
世
人
も
さ
そ
あ
ら
ん
と
お
も
へ
る
を
ま
た
い
と
き
ひ
わ
な
る
ほ
と
を
わ
か
心
に
ま
か
せ
た
る
世
に
て
し
か
ゆ
く
り
な
か
ら
ん
も
中


め
な
れ
た
る
事
な
り
と
お
ほ
し
と
ゝ
め
つ
あ
さ
き
に
て
殿
上
に
か
へ
り
た
ま
ふ
４
オ
を
大
宮
は
あ
か
す
あ
さ
ま
し
き
事
と
お
ほ
し
た
る
○そ
こ
と
は
り
に
い
と
を
し
か
り
け
る
・
御
た
い
め
ん
なあ
り
て
こ
の
事
き
こ
え
た
ま
ふ
に
た
ゝ
い
ま
か
う
あ
な
か
ち
に
し
も
ま
た
き
に
お
い
つ
か
す
ま
し
う
侍
れ
と
思
ふ
や
う
侍
て
大
か
く
の
み
ち
に
し
は
し
な
ら
は
さ
む
の
ほ
い
侍
に
よ
り
い
ま
二
三
年
を
い
た
つ
ら
の
と
し
に
思
ひ
な
し
て
を
の
つ
か
ら
お
ほ
や
け
に
も
つ
か
う
ま
つ
り
ぬ
へ
き
ほ
と
に
な
ら
は
い
ま
ひ
と
ゝ
な
り
侍
な
む
み
つ
か
ら
は
こ
ゝ
の
へ
の
内
に
お
ひ
○いて
て
侍
て
世
中
の
あ
り
さ
ま
も
し
り
侍
ら
す
よ
る
ひ
る
御
前
４
ウ
に
さ
ふ
ら
ひ
て
わ
つ
か
に
な
む
は
か
な
き
ふ
み
な
と
も
な
ら
ひ
侍
し
た
ゝ
か
し
こ
き
御
て
よ
り
つ
た
へ
侍
し
た
に
な
に
事
も
ひ
ろ
き
心
を
し
ら
ぬ
ほ
と
は
ふ
み
の
さ
え
ま
ね
ふ
に
も
こ
と
ふ
え
の
し
ら
へ
に
も
ね音
た
え
てす
を
よ
は
ぬ
所
の
お
ほ
く
な
ん
侍
け
る
は
か
な
き
お
や
に
か
し
こ
き
こ
の
ま
さ
る
た
め
し
は
い
と
か
た
き
事
に
な
む
侍
れ
は
ま
し
て
つ
き


つ
た
は
り
つ
ゝ
へ
た
ゝ
り
ゆ
か
ん
ほ
と
の
ゆ
く
さ
き
い
と
う
し
ろ
め
た
き
に
よ
り
な
む
思
給
へ
を
き
て
侍
た
か
き
い
へ
の
○こ
と
し
て
つ
か
さ
か
う
ふ
り
心
に
か
な
ひ
世
中
さ
５
オ
か
り
に
お
こ
り
な
ら
ひ
ぬ
れ
は
か
く
も
ん
な
と
に
身
を
く
る
し
め
む
事
は
い
と
ゝ
を
く
な
む
お
ほ
ゆ
へ
か
め
る
た
は
ふ
れ
あ
そ
ひ
を
こ
の
み
て
心
の
ま
ゝ
な
る
官
し
や
く
に
の
ほ
り
ぬ
れ
は
時
に
し
た
か
ふ
世
人
の
し
た
に
は
は
な
ま
し
ろ
き
を
し
つ
ゝ
つ
い
せ
う
し
け
し
き
と
り
21
つ
ゝ
し
た
か
う
ほ
と
は
を
の
つ
か
ら
人
と
お
ほ
え
て
や
む
こ
と
な
き
や
う
な
けれ
と
時
う
つ
り
さ
る
へ
き
人
に
た
ち
を
く
れ
て
世
をお
と
ろ
ふ
る
す
ゑ
に
は
人
に
か
る
め
あ
な
つ
ら
る
ゝ
に
か
ゝ
り
所
な
き
こ
と
に
な
む
侍
猶
さ
え
を
も
と
ゝ
し
て
こ
そ
や
ま
と
た
ま
し
ゐ
の
世
に
も
ち
５
ウ
ゐ
ら
る
ゝ
方
も
つ
よ
う
侍
ら
め
さ
し
あ
た
り
て
は
心
も
と
な
き
や
う
に
侍
り
と
も
つ
い
の
よ
の
お
も
し
と
な
る
へ
き
心
を
き
て
を
な
ら
ひ
な
は
侍
ら
す
な
り
な
む
の
ち
も
う
し
ろ
や
す
か
る
へ
き
に
よ
り
な
ん
た
ゝ
い
ま
は
は
か


し
か
ら
す
な
か
ら
も
か
く
て
は
く
ゝ
み
侍
ら
は
せ
ま
り
た
る
大
か
く
の
衆
と
て
わ
ら
ひ
あ
な
つ
る
人
も
よ
も
侍
ら
し
と
お
も
ふ
た
ま
ふ
る
な
と
き
こ
え
し
ら
せ
給
へ
は
・
う
ち
な
け
き
た
ま
ひ
て
け
に
か
く
も
お
ほ
し
よ
る
へ
か
り
け
る
を
こ
の
大
将
な
と
も
あ
ま
り
ひ
き
た
か
へ
た
る
御
事
な
り
と
か
た
ふ
き
侍
め
る
を
６
オ
こ
の
お
さ
な
心
ち
に
も
い
と
く
ち
お
し
く
大
将
左
衛
門
督
の
こ
と
も
な
と
を
我
よ
り
は
下
ら
う
と
思
ひ
お
と
し
た
り
し
た
に
み
な
を
の


か
ゝ
い
し
の
ほ
り
つ
ゝ
を
よ
す
け
あ
へ
る
に
あ
さ
き
を
い
と
か
ら
し
と
お
も
は
れ
た
る
か
心
く
る
し
う
侍
な
り
と
き
こ
え
給
へ
は
う
ち
わ
ら
ひ
給
て
い
と
を
よ
す
け
て
も
う
ら
み
侍
な
ゝ
り
な
はい
と
は
か
な
し
な
こ
の
人
の
ほ
と
よ
と
て
い
と
う
つ
く
し
と
お
ほ
し
た
り
か
く
も
ん
な
と
し
て
す
こ
し
も
の
の
心
も
え
侍
ら
は
そ
の
う
ら
み
は
を
の
つ
か
ら
と
け
侍
な
ん
と
き
こ
え
給
・
あ
なき
な
つ
く
る
こ
と
は
ひ
む
か
し
の
６
ウ
院
に
て
し
た
ま
ふ
ひ
む
か
し
の
た
い
を
し
つ
ら
は
れ
た
り
か
ん
た
ち
め
殿
上
人
め
つ
ら
し
く
い
ふ
か
し
き
事
に
し
て
わ
れ
も


と
つ
と
ひ
ま
い
り
た
ま
へ
り
は
か
せ
と
も
ゝ
中


お
く
し
ぬ
へ
し
は
ゝ
か
る
所
な
く
れ
い
あ
ら
む
に
ま
か
せ
て
な
た
む
る
事
な
く
き
ひ
し
う
を
こ
な
へ
と
お
ほ
せ
給
へ
は
し
ゐ
て
つ
れ
な
く
思
ひ
な
し
て
い
ゑ
よ
り
ほ
か
に
も
と
め
た
る
さ
う
そ
く
と
も
の
う
ち
あ
は
す
か
た
く
な
し
き
す
か
た
な
と
を
も
は
22
ち
な
く
お
も
も
ち
こ
は
つ
か
ひ
む
へ


し
く
も
て
な
し
つ
ゝ
座
に
つ
き
な
ら
ひ
た
る
さ
ほ
う
よ
り
は
し
め
７
オ
見
も
し
ら
ぬ
さ
ま
と
も
な
り
わ
か
き
ゝ
む
た
ち
は
え
た
へ
○す
ほ
ゝ
ゑ
ま
れ
ぬ
さ
る
は
も
の
わ
ら
ひ
な
と
す
ま
し
く
す
く
し
○つゝ
し
つ
ま
れ
る
か
き
り
を
と
え
り
い
た
し
て
へ
い
し
な
と
も
と
ら
せ
た
ま
へ
れ
と
す
ち
こ
と
な
り
け
る
ま
し
ら
ひ
に
て
右
大
将
民
部

な
と
の
お
ふ
な


か
は
ら
け
と
り
た
ま
へ
る
を
あ
さ
ま
し
く
と
か
め
い
て
つ
ゝ
を
つ
ゝ
お
ろ
す
お
ほ
し
か
い
も
と
あ
る
し
は
な
は
た
ひ
さ
う
に
侍
り
た
う
ふ
か
く
は
か
り
の
し
る
し
と
あ
る
な
に
か
し
を
あし
ら
す
し
て
や
お
ほ
や
け
に
は
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
は
な
は
た
お
こ
な
り
な
と
い
ふ
に
人


み
な
ほ
こ
ろ
ひ
て
わ
ら
ひ
７
ウ
ぬ
れ
は
又
な
り
た
か
し
な
り
や
ま
ん
は
な
は
た
ひ
さ
う
也
さ
を
ひ
き
て
た
ち
た
う
ひ
な
ん
な
と
を
と
し
い
ふ
も
い
と
お
か
し
見
な
ら
ひ
給
は
ぬ
人


は
め
つ
ら
し
く
け
う
あ
り
と
お
も
ひ
こ
の
み
ち
よ
り
い
て
た
ち
た
ま
へ
る
か
ん
た
ち
め
な
と
は
し
た
り
か
ほ
に
う
ち
ほ
ほ
ゑ
み
な
と
し
つ
ゝ
か
ゝ
る
か
た
さ
ま
を
お
ほ
し
こ
の
み
て
心
さ
し
給
か
め
て
た
き
事
と
か
き
り
な
く
お
も
ひ
き
こ
うえ
た
ま
へ
り
・
い
さ
ゝ
か
物
い
ふ
を
も
せ
い
す
な
め
け
な
り
と
て
も
と
か
む
か
し
か
ま
し
う
の
ゝ
し
り
を
る
か
ほ
と
も
ゝ
夜
に
い
り
て
は
中


い
ま
８
オ
す
こ
し
け
ち
え
ん
な
る
ほ
か
け
に
さ
る
か
○う
ま
し
く
わ
ひ
し
け
に
人
わ
る
け
な
る
な
と
さ
ま


に
け
に
い
と
な
へ
て
な
ら
す
さ
ま
こ
と
な
る
わ
さ
な
り
○けり
お
と
ゝ
は
ま
ん
イ
い
と
あ
さ
れ
か
た
く
な
ゝ
る
身
に
て
け
う
まさう
む
し
まなイ
と
は
さ
れ
な
む
と
の
た
ま
ひ
て
み
す
の
内
に
か
く
れ
て
そ
御
ら
ん
し
け
る
か
す
さ
た
ま
れ
る
座
に
つ
き
あ
ま
り
て
か
へ
り
ま
か
つ
る
大
か
く
の
衆
と
も
あ
る
を
き
こ
し
め
し
て
つ
り
と
の
ゝ
か
た
に
め
し
と
ゝ
め
て
こ
と
に
物
な
と
た
ま
は
せ
け
り
事
は
て
ゝ
ま
るか
つ
る
は
か
せ
さ
い
人
と
も
め
し
て
又


ふ
み
つ
く
ら
せ
給
上
達
部
８
ウ
23
殿
上
人
も
さ
る
へ
き
か
き
り
を
は
こみ
な
と
ゝ
め
さ
ふ
ら
は
せ
給
は
か
せ
の
人


は
四
ゐ
む
た
ゝ
の
人
は
をお
と
ゝ
を
は
し
め
た
て
ま
つ
り
て
絶
句
つ
く
り
給
興
あ
る
題
の
も
し
え
り
て
文
章
博
士
た
て
ま
つ
る
み
し
か
き
比
の
夜
な
れ
は
あ
け
は
て
ゝ
そ
か
う
す
る
左
中
弁
か
う
し
つ
か
う
ま
つ
る
か
た
ち
い
と
き
よ
け
な
る
人
の
こ
は
つ
か
ひ
も
の


し
く
神かみ
さ
ひ
て
よ
み
あ
け
た
る
ほ
と
い
と
お
も
し
ろ
し
お
ほ
え
心
こ
と
な
る
は
か
せ
な
り
け
り
か
ゝ
る
た
か
き
い
ゑ
に
む
ま
れ
給
て
せ
か
い
の
ゑ
い
く
わ
に
の
み
た
は
ふ
れ
給
へ
９
オ
き
御
身
を
も
ち
て
ま
と
の
ほ
た
る
を
む
つ
ひ
え
た
の
雪
を
な
ら
し
給
心
さ
し
の
す
く
れ
た
る
さ
ま
を
よ
ろ
つ
の
事
に
よ
そ
へ
な
す
ら
へ
て
心


に
つ
く
り
あ
つ
め
た
る
く
こ
と
に
お
も
し
ろ
く
も
ろ
こ
し
に
も
も
て
わ
た
り
つ
た
へ
ま
ほ
し
け
な
る
よ
の
ふ
み
と
も
な
り
と
な
む
そ
の
こ
ろ
世
に
め
て
ゆ
す
り
け
る
お
と
ゝ
の
御
は
さ
ら
な
り
お
や
め
き
あ
は
れ
な
る
事
さ
へ
す
く
れ
た
る
を
な
み
た
お
と
し
て
す
し
さ
は
き
し
か
と
女
の
え
し
ら
ぬ
事
ま
ね
ふ
は
に
く
き
事
を
と
う
た
て
あ
れ
は
も
ら
し
つ
う
ち
つ
ゝ
き
に
そう
か
く
と
い
ふ
９
ウ
事
せ
さ
せ
給
て
や
か
て
こ
の
院
の
う
ち
に
御
さ
う
し
つ
く
り
て
ま
め
や
か
に
さ
え
ふ
か
き
師
に
あ
つ
け
給
て
そ
か
く
も
ん
せ
さ
せ
た
て
ま
つ
り
給
け
る
・
大
宮
の
御
も
と
に
も
お
さ


ま
う
て
た
ま
は
す
よ
る
ひ
る
う
つ
く
し
み
て
猶
ち
こ
の
や
う
に
の
み
も
て
な
し
き
こ
え
た
ま
へ
れ
は
か
し
こ
に
て
は
え
も
の
な
ら
ひ
給
は
し
と
て
し
つ
か
な
る
所
に
こ
め
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
る
な
り
け
り
一
月
に
三
た
ひ
は
か
り
を
ま
い
り
た
ま
へ
と
そ
ゆ
る
し
き
こ
え
給
け
る
つ
と
こ
も
り
ゐ
給
て
い
ふ
せ
き
ま
ゝ
に
と
の
を
つ
ら
く
も
お
は
し
ま
す
か
な
10
オ
か
く
ゝ
る
し
か
ら
て
も
た
か
き
く
ら
ゐ
に
の
ほ
り
○よに
も
ち
い
ら
る
ゝ
人
は
な
く
や
は
あ
る
と
思
き
こ
え
給
へ
と
お
ほ
か
た
の
人
か
ら
ま
め
や
か
に
あ
た
め
き
た
る
所
24
な
く
をお
は
す
れ
は
い
と
よ
く
ね
ん
し
て
い
か
て
さ
る
へ
き
ふ
み
と
も
と
く
よ
み
は
て
ゝ
ま
し
ら
ひ
も
し
世
に
も
い
て
た
ら
む
と
お
も
ひ
て
た
ゝ
四
五
月
の
う
ち
に
史
記
な
と
い
ふ
ふ
み
は
よ
み
は
て
た
ま
ひ
て
け
り
い
ま
は
れ
う
し
う
け
さ
せ
ん
と
て
ま
つ
わ
か
お
ま
へ
に
て
心
み
せ
さ
せ
た
ま
ふ
れ
い
の
大
将
左
大
弁
式
部
大
輔
左
中
弁
な
と
は
か
り
し
て
御
師
の
大
内
記
を
め
し
10
ウ
て
史
記
の
か
た
き
ま
き


れ
う
し
う
け
む
に
は
か
せ
の
か
へ
さ
ふ
へ
き
ふ
し


を
ひ
き
い
て
ゝ
ひ
と
わ
た
り
よ
ま
せ
た
て
ま
つ
り
給
に
い
た
ら
ぬ
く
ま
な
く
か
た


に
か
よ
は
し
よ
み
た
ま
へ
る
さ
ま
つ
ま
し
る
し
の
こ
ら
す
あ
さ
ま
し
き
ま
て
あ
り
か
た
け
れ
は
さ
る
へ
き
に
こ
そ
お
は
し
け
れ
と
た
れ
も


な
み
た
お
と
し
給
大
将
は
ま
し
て
こ
お
と
ゝ
お
は
せ
ま
し
か
は
と
き
こ
え
い
て
ゝ
な
き
た
ま
ふ
と
の
も
え
心
つ
よ
う
も
て
な
し
給
は
す
・
人
の
う
へ
に
て
か
た
く
な
ゝ
り
と
見
き
ゝ
侍
し
を
こ
の
お
と
な
ふ
る
に
お
や
の
た
ち
か
は
り
し
れ
ゆ
く
こ
と
は
い
く
は
く
な
11
オ
ら
ぬ
よ
は
ひ
な
か
ら
か
ゝ
る
よ
に
こ
そ
侍
け
れ
な
と
の
た
ま
ひ
て
お
し
ぬ
く
ひ
給
ふ
を
み
る
御
師
の
心
ち
う
れ
し
く
め
い
ほ
く
あ
と
お
も
へ
り
大
将
さ
か
月
さ
し
た
ま
へ
は
い
た
う
ゑ
い
し
れ
て
を
る
か
ほ
ほつ
き
い
と
や
せ


な
り
世
の
ひ
か
も
の
に
て
さ
え
の
ほ
と
よ
り
は
も
ち
ゐ
ら
れ
す
ゝ
け
な
く
て
身
ま
つ
し
く
な
む
あ
り
け
る
を
御
覧
し
う
る
所
あ
り
て
か
く
と
り
わ
き
め
し
よ
せ
た
る
な
り
け
り
身
に
あ
ま
る
ま
て
御
か
へ
り
み
を
た
ま
ひ
て
こ
の
き
み
の
御
と
く
に
た
ち
ま
ち
に
身
を
か
へ
た
る
と
お
も
へ
は
ま
し
て
ゆ
く
さ
き
は
な
しら
ふ
人
な
き
お
ほ
え
そ
11
ウ
あ
ら
む
か
し
・
大
か
く
に
ま
い
り
た
ま
ふ
日
は
れ
う
も
む
に
か
ん
た
ち
め
の
御
く
る
ま
と
も
か
す
し
ら
す
つ
と
ひ
た
り
お
ほ
か
た
世
に
の
こ
り
た
る
人
あ
ら
し
と
見
え
た
る
に
又
な
く
も
て
か
し
つ
か
れ
て
つ
く
ろ
は
れ
い
り
た
ま
へ
る
火
さ
の
君
の
御
さ
ま
け
に
か
ゝ
る
ま
し
ら
ひ
に
は
た
つへ
す
あ
て
に
う
つ
く
し
け
な
り
れ
い
の
あ
や
し
き
も
の
と
も
25
の
た
ち
ま
し
り
つ
ゝ
き
ゐ
た
る
座
の
す
ゑ
を
か
ら
し
と
お
ほ
す
そ
い
と
こ
と
は
り
な
る
や
こ
ゝ
に
て
も
又
をお
ろ
し
の
ゝ
し
る
物
と
も
あ
り
て
め
さ
ま
し
け
れ
と
す
こ
し
も
お
く
せ
す
よ
み
は
て
た
ま
ひ
12
オ
つ
む
か
し
お
ほ
え
て
大
か
く
の
さ
か
ゆ
る
こ
ろ
な
れ
は
か
み
な
か
の
し
も
の
人
わ
れ
も


と
こ
の
道
に
心
さ
し
あ
つ
ま
れ
は
い
よ


世
中
に
さ
へえ
あ
り
は
か


し
き
人
お
ほ
く
な
ん
あ
り
け
る
文
人
擬
生
な
と
い
ふ
な
る
事
と
も
よ
り
う
ち
は
し
め
す
か


し
う
し
は
て
た
ま
へ
れ
は
ひ
と
へ
に
心
に
い
れ
て
し
も
て
し
も
い
と
ゝ
は
け
み
ま
し
た
ま
ふ
と
の
に
も
ふ
み
つ
く
り
し
け
く
は
か
せ
さ
い
人
と
も
と
こ
ろ
え
た
り
す
へ
て
な
に
事
に
つ
け
て
も
道


の
人
の
さ
ええ
の
ほ
と
あ
ら
は
る
ゝ
世
に
な
む
あ
り
け
る
・
か
く
て
き
さ
き
ゐ
た
ま
ふ
へ
き
を
斎
宮
12
ウ
の
女
御
を
こ
そ
は
は
ゝ
宮
も
御
う
し
ろ
み
と
ゆ
つ
り
き
こ
え
給
し
か
は
と
お
と
ゝ
も
こ
と
つ
け
給
源
氏
の
う
ち
し
き
り
后
に
打ゐ
た
ま
は
ん
事
世
の
人
ゆ
る
し
き
こ
ええ
す
弘
徽
殿
の
ま
つ
人
よ
り
さ
き
に
ま
い
り
給
に
し
も
い
か
ゝ
な
と
う
ち


に
こ
な
た
○
か
な
た
に
心
よ
せ
き
こ
ゆ
る
人


お
ほ
つ
か
な
か
り
き
こ
ゆ
・
兵
部

宮
と
き
こ
え
し
今
は
式
部

に
て
こ
の
御
時
に
は
ま
し
て
や
む
こ
と
な
き
御
お
ほ
え
に
て
お
は
す
る
御
む
す
め
ほ
い
あ
り
て
ま
い
り
た
ま
へ
り
お
な
し
○こ
と
王
女
御
に
て
さ
ふ
ら
ひ
た
ま
ふ
を
お
な
し
く
は
御
は
ゝ
か
た
に
13
オ
て
し
た
し
く
お
は
す
へ
き
に
こ
そ
は
ゝ
き
さ
き
の
お
は
し
ま
さ
ぬ
御
か
は
り
の
う
し
ろ
み
に
と
事
よ
せ
て
に
つ
か
は
し
か
る
へ
く
と
と
り


に
お
ほ
し
あ
ら
そ
ひ
た
れ
と
猶
む
め
つ
ほ
ゐ
た
ま
ひ
ぬ
御
さ
い
は
ひ
の
か
く
ひ
き
か
へへ
す
く
れ
た
ま
へ
り
け
る
を
世
の
人
お
と
ろ
き
ゝ
こ
ゆ
・
お
と
ゝ
太
政
大
臣
に
あ
か
り
給
て
大
将
内
大
臣
に
な
り
給
ぬ
世
中
の
事
と
も
ま
つ
り
こ
ち
た
ま
ふ
へ
く
ゆ
つ
り
き
こ
え
給
人
か
ら
い
と
す
く
よ
か
に
き
ら


し
く
て
心
も
ち
ゐ
な
と
も
か
し
こ
く
も
の
し
た
ま
ふ
26
か
く
も
ん
を
た
て
ゝ
し
給
ひ
け
れ
は
ゐ
ん
ふ
た
き
に
は
13
ウ
ま
け
た
ま
ひ
し
か
と
お
ほ
や
け
事
に
か
し
こ
く
な
む
は
ら


に
御
こ
と
も
十
よ
人
お
と
な
ひ
つ
ゝ
も
の
し
た
ま
ふ
も
つ
き
つ
き
に
な
り
い
て
つ
ゝ
をお
と
ら
す
さ
か
へ
た
る
御
い
ゑ
の
う
ち
な
り
女
は
女
御
と
い
ま
一
所
と
な
ん
お
は
し
け
り
わ
か
ん
と
を
り
は
ら
に
て
あ
て
な
る
す
ち
は
をお
と
る
ま
し
け
れ
と
そ
の
は
ゝ
君
按
察
大
納
言
の
き
た
の
か
た
に
な
り
て
さ
し
む
か
へ
る
○子
と
はも
の
か
す
お
ほ
く
な
り
て
そ
れ
に
ま
せ
て
の
ち
の
お
や
に
ゆ
つ
ら
ん
い
と
あ
い
な
し
と
て
と
り
は
な
ち
き
こ
え
給
て
大
宮
に
そ
あ
つ
14
オ
け
き
こ
え
た
ま
へ
り
け
る
女
御
に
は
○こよ
な
く
思
ひ
お
と
し
き
こ
え
給
へ
れ
と
人
か
ら
か
た
ち
な
と
い
と
う
つ
く
し
く
そ
お
は
し
け
る
・
火
さ
の
君
ひ
と
つ
に
て
お
ひ
い
て
給
し
か
と
を
の


の
と
を
に
あ
ま
り
給
て
の
ち
は
御
方
こ
と
に
て
む
つ
ま
し
き
人
な
れ
と
お
の
こ
ゝ
に
は
う
ち
と
く
ま
し
き
も
の
な
り
と
ち
ゝ
お
と
ゝ
き
こ
え
た
ま
ひ
て
け
と
を
く
な
り
に
た
る
を
お
さ
な
心
ち
に
お
も
ふ
事
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
は
は
か
な
き
花
も
み
ち
に
つ
け
て
も
○ひ
い
ひ
○な
あ
そ
ひ
の
つ
い
せ
う
を
も
ね
ん
こ
ろ
に
ま
つ
は
れ
あ
り
き
て
14
ウ
心
さ
し
を
見
え
き
こ
え
給
へ
は
い
み
し
う
お
も
ひ
かか
は
し
て
け
さ
や
か
に
は
い
ま
も
は
ち
き
こ
え
給
は
す
御
う
し
ろ
み
と
も
ゝ
な
に
か
は
わ
か
き
御
心
と
ち
な
れ
は
と
し
こ
ろ
見
な
ら
ひ
給
へ
る
御
あ
は
ひ
を
に
わは
か
に
も
い
か
ゝ
は
も
て
は
な
れ
は
し
た
な
め
き
こ
え
ん
と
み
る
に
女
君
こ
そ
な
に
心
な
く
お
さ
な
く
をお
は
す
れ
と
お
と
こ
は
さ
こ
そ
も
の
け
な
き
ほ
と
ゝ
見
き
こ
ゆ
れ
お
ほ
け
な
く
い
か
な
る
御
な
か
ら
ひ
に
か
あ
り
け
む
よ
そ


に
な
り
て
は
こ
れ
を
そ
し
つ
心
な
く
お
も
ふ
へ
き
ま
た
○かた
お
ひ
な
る
て
の
お
い
さ
き
う
つ
く
し
き
に
て
か
15
オ
き
か
は
し
給
へ
る
ふ
み
と
も
の
心
お
さ
な
く
て
を
の
つ
27
か
ら
お
ち
ゝ
る
お
り
あ
る
を
御
か
た
の
人
々
ほ
の


し
れ
る
も
あ
り
け
れ
と
な
に
か
は
か
く
こ
そ
と
た
れ
に
も
き
こ
え
ん
見
か
く
し
つ
ゝ
あ
る
な
る
へ
し
・
と
こ
ろ
と
こ
ろ
の
た
い
き
や
う
と
も
ゝ
は
て
ゝ
世
中
の
御
い
そ
き
も
な
く
の
と
や
か
に
な
り
ぬ
る
こ
ろ
時
雨
う
ち
し
て
お
き
の
う
は
風
も
た
ゝ
な
ら
ぬ
夕
く
れ
に
大
宮
の
御
か
た
に
内
の
お
と
ゝ
ま
い
り
た
ま
ひ
て
ひ
め
君
わ
た
し
き
こ
え
た
ま
ひ
て
御
こ
と
な
と
ひ
か
せ
た
て
ま
つ
り
給
ふ
宮
は
よ
ろ
つ
の
も
の
ゝ
上
手
に
15
ウ
お
は
す
れ
は
い
つ
れ
も
つ
た
へ
た
て
ま
つ
り
給
ふ
ひ
わ
こ
そ
女
の
し
た
る
に
ゝ
く
き
や
う
な
れ
と
ら
う


し
き
も
の
に
侍
れ
い
ま
の
よ
に
ま
こ
と
し
う
つ
た
へ
た
る
人
お
さ


侍
ら
す
な
り
に
た
り
な
に
の
み
こ
く
れ
の
源
氏
な
と
か
そ
へ
た
ま
ひ
て
女
の
な
か
に
は
お
ほ
き
お
と
ゝ
の
山
里
に
こ
め
を
き
給
へ
る
人
こ
そ
い
と
上
手
と
き
ゝ
侍
れ
も
の
ゝ
上
手
の
の
ち
に
は
侍
れ
と
す
ゑ
に
な
り
て
山
か
つ
に
て
と
し
へ
た
る
人
の
い
か
て
さ
し
も
ひ
き
す
く
れ
け
ん
か
の
お
と
ゝ
い
と
心
こ
と
に
こ
そ
お
も
ひ
て
の
た
ま
ふ
お
り


侍
れ
とこ
と
事
よ
り
は
16
オ
あ
そ
ひ
の
か
た
の
さ
え
は
な
を
ひ
ろ
う
あ
は
せ
か
れ
こ
れ
に
か
よ
は
し
侍
こ
そ
か
し
こ
け
れ
ひ
と
り
こ
と
に
て
上
手
と
な
り
け
ん
こ
そ
め
つ
ら
し
き
事
な
れ
な
と
の
給
て
宮
に
そ
ゝ
の
か
し
き
こ
え
た
ま
へ
は
ち
う
さ
す
こ
と
う
ゐ


し
く
な
り
に
け
り
や
と
の
た
ま
へ
と
お
も
し
ろ
う
ひ
き
給
ふ
・
さ
い
は
い
に
う
ち
そ
へ
て
な
を
あ
や
し
う
め
て
た
か
り
け
る
人
な
り
や
お
い
の
よ
に
も
た
ま
へ
ら
ぬ
女
こ
を
ま
う
け
さ
せ
た
て
ま
つ
り
て
身
に
そ
へ
て
も
や
つ
し
ゐ
た
らら
す
や
む
こ
と
な
き
に
ゆ
つ
れ
る
心
を
き
て
こ
と
も
な
か
る
へ
き
人
な
り
16
ウ
と
そ
き
ゝ
侍
な
と
か
つ
御
物
か
た
り
き
こ
え
給
ふ
女
は
た
ゝ
心
は
せ
よ
り
こ
そ
世
に
も
ち
ゐ
ら
る
ゝ
物
に
侍
け
れ
な
と
人
の
う
へ
の
た
ま
ひ
出
て
女
御
を
け
し
う
は
あ
ら
す
な
に
事
も
人
に
をお
と
り
て
は
お
ひ
い
て
す
28
か
し
と
思
ひ
給
し
か
と
お
も
は
ぬ
人
に
を
さ
れ
ぬ
る
す
く
せ
に
な
ん
よ
は
お
も
ひ
の
ほ
か
な
る
物
と
お
も
ひ
侍
ぬ
る
こ
の
君
を
た
に
い
か
て
お
も
ふ
さ
ま
に
見
な
し
侍
ら
ん
東
宮
の
御
元
服
た
ゝ
い
ま
の
事
に
な
り
ぬ
る
を
と
人
し
れ
す
お
も
ひ
給
へ
こ
ゝ
ろ
さ
し
た
る
を
か
う
い
ふ
さ
い
は
ひ
人
の
は
ら
の
き
さ
き
か
ね
17
オ
こ
そ
又
お
い
す
か
ひ
ぬ
れ
た
ち
い
て
た
ま
つ
ら
ん
に
ま
し
て
き
し
ろ
ふ
人
あ
り
か
た
く
や
と
う
ち
な
け
き
た
ま
へ
は
な
と
か
さ
し
も
あ
ら
む
こ
の
い
ゑ
に
さ
る
す
ち
の
人
い
て
も
の
し
た
ま
は
て
や
む
や
う
あ
ら
し
と
こ
お
と
ゝ
の
お
も
ひ
給
て
女
御
の
御
事
を
も
ゐ
た
ち
い
そ
き
給
ひ
し
も
の
を
お
は
せ
ま
し
か
は
か
く
も
て
ひ
か
む
る
事
も
な
か
ら
ま
し
な
と
こ
の
御
事
に
て
そ
お
ほ
き
お
と
ゝ
を
も
う
ら
め
し
け
に
お
も
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
る
・
ひ
め
君
の
御
さ
ま
の
い
と
き
ひ
は
に
う
つ
く
し
う
て
さ
う
の
御
こ
と
ひ
き
た
ま
ふ
を
御
く
し
の
17
ウ
さ
か
り
か
む
さ
し
な
と
の
あ
て
に
な
ま
め
か
し
き
を
う
ち
ま
も
り
た
ま
へ
は
は
ち
ら
ひ
て
す
こ
し
そ
は
み
給
へ
る
か
た
は
ら
め
つ
ら
つ
き
う
つ
く
し
け
に
て
と
り
ゆ
の
て
つ
き
い
み
し
う
つ
く
り
た
る
も
の
ゝ
心
ち
す
る
を
み
や
も
か
き
り
な
く
か
な
し
と
お
ほ
し
た
り
か
き
あ
は
せ
な
と
ひ
き
す
さ
ひ
給
て
を
し
や
り
給
つ
お
と
ゝ
和
琴
ひ
き
よ
せ
給
ひ
て
り
ち
の
し
ら
へ
の
な
か


い
ま
め
き
た
る
を
さ
る
上
手
の
み
た
れ
て
か
い
ひ
き
た
ま
へ
る
○いと
お
も
し
ろ
し
お
ま
へ
の
こ
す
ゑ
ほ
ろ


と
の
こ
ら
ぬ
に
お
い
こ
た
ち
な
と
こ
ゝ
か
18
オ
し
こ
の
み
き
丁
の
う
し
ろ
に
か
し
ら
を
つ
と
へ
た
り
風
の
ち
か
ら
け
た
し
す
く
な
し
と
う
ち
す
し
給
て
き
ん
の
音
な
ら
ね
と
あ
や
し
く
物
あ
は
れ
な
る
夕
か
な
猶
あ
そ
は
さ
ん
○や
と
て
秋
風
楽
に
か
き
あ
わは
せ
て
さ
う
か
し
た
ま
へ
る
声
い
と
お
も
し
ろ
け
れ
は
み
な
さ
ま


お
と
ゝ
を
も
い
と
う
つ
く
し
と
思
ひ
き
こ
え
給
ふ
に
い
と
ゝ
そ
へ
む
と
に
や
あ
ら
む
火
さ
の
君
ま
29
い
り
給
へ
り
こ
な
た
に
と
て
み
き
丁
へ
た
て
ゝ
い
れ
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
お
さ


た
い
め
ん
も
え
た
ま
は
ら
ぬ
か
な
な
と
か
く
こ
の
御
か
く
も
ん
の
あ
な
か
ち
18
ウ
な
ら
ん
さ
え
の
ほ
と
よ
り
あ
ま
り
ぬ
る
も
あ
ち
き
な
き
わ
さ
と
お
と
ゝ
も
お
ほ
し
し
れ
る
こ
と
な
る
を
か
く
おを
き
て
き
こ
え
た
ま
ふ
や
う
あ
ら
む
と
は
お
も
ふ
た
ま
へ
な
か
ら
か
う
こ
も
り
お
は
す
る
事
な
ん
心
く
る
し
う
侍
と
き
こ
え
給
て
と
き


は
こ
と
わ
さ
し
給
へ
ふ
え
の
ね
に
も
ふ
る
こ
と
は
つ
た
は
る
も
の
な
り
と
て
御
ふ
え
た
て
ま
つ
り
給
ふ
い
と
わ
か
う
を
か
し
け
な
る
ね
に
ふ
き
た
て
ゝ
い
み
し
う
お
も
し
ろ
け
れ
は
御
こ
と
ゝ
も
を
は
し
は
し
と
ゝ
め
て
お
と
ゝ
は
う
し
拍
子
お
と
ろ


し
か
ら
す
う
ち
な
ら
し
た
ま
ひ
て
は
き
か
花
す
り
19
オ
な
と
う
た
ひ
給
ふ
大
殿
も
か
や
う
の
御
あ
そ
ひ
に
心
と
ゝ
め
給
て
い
そ
か
し
き
御
ま
つ
り
事
と
も
を
は
の
か
れ
た
ま
ふ
な
り
け
り
け
に
あ
ち
き
な
き
世
に
心
の
ゆ
く
わ
さ
を
し
て
こ
そ
す
く
し
侍
な
ま
ほ
し
け
れ
な
と
の
給
て
御
か
は
ら
け
ま
い
り
給
ふ
に
く
ら
う
な
れ
は
御
と
の
あ
ふ
ら
ま
い
り
御
ゆ
つ
け
く
た
物
な
と
た
れ
も


き
こ
し
め
す
ひ
め
君
は
あ
な
た
に
わ
たた
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひふ
つ
し
ゐ
て
け
と
を
く
も
て
な
し
給
ひ
御
こ
と
の
ね
は
か
り
を
も
き
か
せ
た
て
ま
つ
ら
し
と
い
ま
は
こ
よ
な
く
へ
た
て
き
こ
え
給
ふ
を
い
と
19
ウ
お
し
き
こ
と
あ
り
ぬ
へ
き
世
な
る
こ
そ
と
ち
か
う
つ
か
う
ま
つ
る
お
ほ
宮
の
御
方
の
ね
ひ
人
と
も
さ
ゝ
め
き
け
り
お
と
ゝ
い
て
た
ま
ひ
ぬ
る
や
う
に
て
し
の
ひ
て
人
に
も
の
ゝ
た
ま
ふ
と
て
た
ち
た
ま
へ
り
け
る
を
や
を
ら
か
い
ほ
そ
り
て
い
て
た
ま
ふ
み
ち
に
か
ゝ
る
さ
ゝ
め
き
こ
と
を
す
る
に
あ
や
し
う
な
り
給
て
御
み
ゝ
と
ゝ
め
た
ま
へ
は
わ
か
御
う
へ
を
そ
い
ふ
・
か
し
こ
か
り
給
へ
と
人
の
お
や
よ
を
の
つ
か
ら
お
れ
た
る
事
こ
そ
い
て
く
へ
か
め
れ
こ
を
し
る
は
と
い
ふ
は
そ
ら
こ
と
な
め
り
な
と
そ
つ
き
し
ろ
ふ
あ
さ
ま
し
く
も
あ
る
か
な
さ
れ
は
30
20
オ
よ
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
事
とに
は
あ
ら
ね
と
い
は
け
な
き
ほ
と
に
う
ち
た
ゆ
み
て
世
は
う
き
も
の
に
も
あ
り
け
る
か
な
と
け
し
き
を
つ
ふ


と
こ
ゝ
ろ
へえ
た
ま
へ
と
を
と
も
せ
て
い
て
給
ぬ
御
さ
き
を
ふ
こ
ゑ
の
い
か
め
し
き
に
そ
殿
は
今
こ
そ
い
て
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
い
つ
れ
の
く
ま
に
お
は
し
ま
し
つ
ら
ん
い
ま
さ
へ
か
ゝ
る
御
あ
た
け
こ
そ
と
い
ひ
あ
へ
り
さ
ゝ
め
き
こ
と
の
人


は
い
と
か
う
は
し
き
か
の
う
ち
そ
よ
め
き
い
て
つ
る
は
火
さ
の
君
の
お
は
し
ま
し
つ
る
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ
あ
な
む
く
つ
け
や
し
り
う
こ
と
や
ほ
の
き
こ
し
め
し
つ
ら
ん
わ
つ
ら
は
し
き
御
20
ウ
心
を
と
わ
ひ
あ
へ
り
・
と
の
は
み
ち
す
か
ら
お
ほ
す
に
い
と
く
ち
お
し
く
あ
し
き
事
に
○は
あ
ら
ね
と
め
つ
ら
し
け
な
き
あ
は
ひ
に
よ
人
も
お
も
ひ
い
ふ
へ
き
事
お
と
ゝ
の
し
ゐ
て
女
御
を
ゝ
し
ゝ
つ
め
給
ふ
も
つ
ら
き
に
わ
く
ら
は
に
人
に
ま
さ
る
事
も
や
と
こ
そ
お
も
ひ
つ
れ
ね
た
く
も
あ
る
か
な
と
お
ほ
す
と
の
ゝ
御
中
の
お
ほ
か
た
に
は
む
か
し
も
い
ま
も
い
と
よ
く
お
は
し
な
か
ら
か
や
う
の
か
た
に
て
は
い
と
み
き
こ
え
た
ま
ひ
し
な
こ
り
も
お
ほ
し
い
て
ゝ
心
う
け
れ
は
ね
さ
め
か
ち
に
て
あ
か
し
た
ま
ふ
大
宮
も
さ
や
う
の
け
し
き
21
オ
は
御
ら
ん
す
ら
む
物
を
よ
に
な
く
か
な
し
う
し
た
ま
ふ
御
む
ま
こ
に
て
ま
か
せ
て
み
た
ま
ふ
な
ら
ん
と
人


の
い
ひ
し
け
し
き
を
め
さ
ま
し
う
ね
た
し
と
お
ほ
す
に
御
心
う
こ
き
て
す
こ
し
お
ゝ
し
く
あ
さ
や
き
た
る
御
心
に
は
し
つ
め
か
た
し
二
日
は
か
り
あ
り
て
ま
い
り
給
へ
り
し
き
り
に
ま
い
り
給
ふ
時
は
大
宮
も
い
と
御
こ
ゝ
ろ
ゆ
き
う
れ
し
き
物
に
お
ほ
い
た
り
御
あ
ま
ひ
た
ひ
ひ
つ
き
く
ろ
ひ
う
る
は
し
き
御
こ
う
ち
き
な
と
た
て
ま
つ
り
そ
へ
て
こ
な
か
ら
は
つ
か
し
け
に
お
は
す
る
人
さ
ま
な
れ
は
ま
おほ
な
ら
す
そ
見
え
た
て
ま
つ
21
ウ
り
給
ふ
・
お
と
ゝ
御
け
し
き
あ
し
く
て
こ
ゝ
に
さ
ふ
ら
ふ
も
は
し
た
な
く
人


い
か
に
見
侍
ら
ん
と
心
を
か
れ
に
た
り
31
は
か


し
き
身
に
侍
ら
ね
と
世
に
侍
ら
ん
か
き
り
御
め
か
れ
す
御
覧
せ
ら
れ
お
ほ
つ
か
な
き
へ
た
て
な
く
と
こ
そ
お
も
ひ
た
ま
ふ
れ
よ
か
ら
ぬ
も
の
ゝ
う
へ
に
て
う
ら
め
し
と
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
つ
へ
き
こ
と
の
い
て
ま
う
て
き
た
る
を
か
う
も
お
も
ふ
た
ま
へ
し
と
か
つ
は
お
も
ふ
給
○ふ
れ
と
な
を
し
つ
め
か
た
く
お
ほ
え
侍
て
な
ん
と
な
み
た
を
し
の
こ
ひ
給
ふ
に
宮
け
さ
う
し
た
ま
へ
る
御
か
ほ
の
色
た
か
ひ
て
御
め
も
お
ほ
き
に
な
り
22
オ
ぬ
い
か
や
う
な
る
事
に
て
か
い
ま
さ
ら
の
よ
は
ひ
の
す
ゑ
に
心
を
き
て
は
お
ほ
さ
る
ら
ん
と
き
こ
え
た
ま
ふ
も
さ
す
か
に
い
と
お
し
け
れ
と
・
た
の
も
し
き
御
か
け
に
お
さ
な
き
も
の
を
た
て
ま
つ
り
を
き
て
身
つ
か
ら
は
な
か


お
さ
な
く
よ
り
見
た
ま
へ
も
つ
か
す
ま
つ
め
に
ち
か
き
か
ま
し
ら
ひ
な
と
は
か


し
か
ら
ぬ
を
見
た
ま
へ
な
け
き
い
と
な
み
つ
ゝ
さ
り
と
も
人
と
な
さ
せ
た
ま
ひ
て
ん
と
た
の
み
わ
た
り
侍
つ
る
に
お
も
は
す
な
る
こ
と
の
侍
け
れ
は
い
と
く
ち
を
し
う
な
ん
ま
こ
と
に
あ
め
の
し
た
な
ん
な
ら
ふ
人
な
き
い
22
ウ
ふ
そ
く
に
は
物
せ
ら
る
め
れ
と
し
た
し
き
ほ
と
に
か
ゝ
る
は
人
の
○きゝ
お
も
ふ
所
も
あ
は
つ
け
き
や
う
に
な
む
な
に
は
か
り
の
ほ
しと
に
も
あ
ら
ぬ
な
か
ら
ひ
に
た
に
し
侍
を
か
の
人
の
御
た
め
に
も
い
と
か
た
は
な
る
事
也
さ
し
は
な
れ
き
ら


し
う
め
つ
ら
し
け
あ
る
あ
た
り
に
い
ま
め
か
し
う
も
て
な
さ
る
ゝ
こ
そ
お
か
し
け
れ
ゆ
か
り
む
つ
ひ
ね
ち
け
か
ま
し
き
さ
ま
に
て
お
と
ゝ
も
き
ゝ
お
ほ
す
所
侍
な
ん
さ
る
に
て
も
か
ゝ
る
こ
と
な
ん
と
し
ら
せ
給
て
こ
と
さ
ら
に
も
て
な
し
す
こ
し
ゆ
か
し
け
な
る
事
を
ま
せ
て
こ
そ
侍
ら
め
お
さ
な
き
人
23
オ
人
の
心
に
ま
か
せ
て
御
ら
ん
し
は
な
ち
け
る
を
心
う
く
お
も
ふ
た
ま
ふ
る
と
き
こ
え
給
ふ
に
夢
に
も
し
り
た
ま
は
ぬ
事
な
れ
は
あ
さ
ま
し
う
お
ほ
し
て
・
け
に
か
う
の
た
ま
ふ
も
こ
と
は
り
な
れ
と
か
け
て
も
こ
の
人
人
の
し
た
の
心
な
ん
し
り
侍
ら
さ
り
け
る
け
に
い
と
32
く
ち
お
し
き
事
は
こ
ゝ
に
こ
そ
ま
し
て
な
け
く
へ
く
侍
れ
も
ろ
と
も
に
つ
み
を
お
ほ
せ
た
ま
ふ
は
う
ら
め
し
き
事
に
な
ん
見
た
て
ま
つ
り
し
よ
り
心
こ
と
に
思
ひ
た
ま
ひ
て
そ
こ
に
お
ほ
し
い
た
ら
ぬ
事
を
も
す
く
れ
た
る
さ
ま
に
も
て
な
さ
む
と
こ
そ
人
し
れ
す
思
ひ
23
ウ
侍
れ
も
の
け
な
き
ほ
と
を
心
の
や
み
に
ま
と
ひ
て
い
そ
き
物
せ
ん
と
は
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
事
に
な
ん
さ
て
も
た
れ
か
は
か
ゝ
る
こ
と
は
き
こ
え
け
ん
よ
か
ら
ぬ
人
の
こ
と
に
つ
き
て
き
は
た
け
く
お
ほ
し
の
た
ま
ふ
も
あ
ち
き
な
く
む
な
し
き
こ
と
に
て
人
の
御
な
や
け
か
れ
ん
と
の
た
ま
へ
は
な
に
の
う
き
た
る
事
に
か
侍
ら
ん
さ
ふ
しら
ふ
め
る
人


も
か
つ
は
み
な
も
と
き
わ
ら
ふ
へ
か
め
る
も
の
を
い
と
く
ち
お
し
く
や
す
か
ら
てす
思
ひ
た
ま
へ
ら
る
ゝ
や
と
て
た
ち
た
ま
ひ
ぬ
心
し
れ
る
人
は
い
み
し
う
い
と
お
し
く
お
も
ふ
一
夜
の
し
り
う
こ
と
24
オ
の
人


は
ま
し
て
心
ち
も
た
か
ひ
て
な
に
ゝ
か
ゝ
る
む
つ
も
の
か
た
り
を
し
け
ん
と
お
も
ひ
な
け
き
あ
へ
り
ひ
め
君
は
な
に
心
も
な
く
て
お
は
す
る
に
さ
し
の
そ
き
た
ま
へ
れ
は
い
と
ら
う
た
け
な
る
御
さ
ま
を
あ
は
れ
に
見
た
て
ま
つ
り
給
わ
か
き
人
と
い
ひ
な
か
ら
心
お
さ
な
く
物
し
た
ま
ひ
け
る
を
し
ら
て
い
と
か
く
人
な
み


に
と
思
ひ
け
る
我
こ
そ
ま
さ
り
て
は
か
な
け
れ
と
て
御
め
の
と
と
も
を
さ
い
な
み
給
ふ
に
き
こ
え
ん
か
た
な
し
・
か
や
う
の
こ
と
は
か
き
り
な
き
み
か
と
の
御
い
つ
き
む
す
め
も
を
の
つ
か
ら
あ
や
ま
つ
た
め
24
ウ
し
む
か
し
も
の
か
た
り
に
も
あ
め
れ
と
け
し
き
を
し
り
つ
た
ふ
る
人
さ
る
へ
き
ひ
ま
に
て
こ
そ
あ
ら
め
こ
れ
は
あ
け
く
れ
た
ち
ま
し
り
給
て
と
し
こ
ろ
お
は
し
ま
し
つ
る
を
な
に
か
は
い
は
け
な
き
御
ほ
と
を
宮
の
御
も
て
な
し
よ
り
さ
し
す
く
し
て
も
へ
た
て
き
こ
え
さ
せ
む
と
う
ち
と
け
て
す
く
し
き
こ
え
つ
る
おを
と
と
し
はは
か
り
よ
り
は
け
さ
や
か
な
る
御
も
て
な
し
に
な
り
わに
て
侍
め
る
に
わ
か
き
人
と
て
も
う
ち
ま
き
れ
は
み
い
33
か
に
そ
や
よ
つ
き
た
る
人
も
お
は
す
へ
か
め
る
を
ゆ
め
に
み
た
れ
た
る
所
お
は
し
ま
さ
ゝ
め
れ
は
さ
ら
に
25
オ
お
も
ひ
よ
ら
さ
り
け
る
事
と
を
の
か
と
ち
な
け
く
・
よ
し
し
は
し
か
ゝ
る
事
も
ら
さ
し
か
く
れ
あ
る
ま
し
き
な
れ
と
心
を
や
り
て
あ
ら
ぬ
事
と
○たに
い
ひ
な
さ
れ
よ
い
ま
か
し
こ
に
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
て
ん
宮
の
御
心
○の
い
と
つ
ら
き
な
り
そ
こ
た
ち
は
さ
り
と
も
い
と
か
ゝ
れ
と
し
も
お
も
は
れ
さ
り
け
む
と
の
た
ま
へ
は
い
と
をお
し
き
な
か
に
も
う
れ
し
く
の
た
ま
ふ
と
思
ひ
て
あ
な
い
み
し
や
大
納
言
と
の
に
き
ゝ
給
は
ん
事
を
さ
へ
お
も
ひ
侍
れ
は
め
て
た
き
に
て
も
た
ゝ
人
の
す
ち
は
な
に
の
め
つ
ら
し
さ
に
か
お
も
ふ
た
ま
へ
か
け
ん
と
き
こ
ゆ
・
ひ
め
君
は
25
ウ
お
さ
な
け
な
る
御
さ
ま
に
て
よ
ろ
つ
に
申
給
へ
と
も
か
ひ
あ
る
へ
き
に
も
あ
ら
ね
は
う
ち
な
き
た
ま
ひ
て
い
か
に
し
て
か
い
た
つ
ら
に
な
り
給
ふ
ま
し
き
わ
さ
す
へ
か
ら
む
と
し
の
ひ
て
さ
る
へ
き
と
ち
の
給
て
大
宮
を
の
み
う
ら
み
き
こ
え
た
ま
ふ
・
宮
は
い
と


お
し
と
お
ほ
す
な
か
に
も
お
と
こ
君
の
御
か
な
し
さ
は
す
く
れ
給
ふ
に
や
あ
ら
む
か
ゝ
る
心
の
あ
り
け
る
も
う
つ
く
し
う
お
ほ
さ
る
ゝ
に
な
さ
け
な
く
こ
よ
な
き
こ
と
の
や
う
に
お
ほ
し
の
た
ま
へ
る
を
な
と
か
さ
し
も
あ
る
へ
き
も
と
よ
り
い
た
う
思
ひ
つ
き
給
ふ
こ
と
な
く
て
か
く
ま
て
か
し
つ
か
む
と
も
お
ほ
し
た
26
オ
えら
さ
り
し
を
わ
か
か
く
も
て
な
し
そ
め
た
れ
は
○こそ
東
宮
の
御
事
を
も
お
ほ
し
か
け
た
め
れ
と
り
は
つ
し
て
た
ゝ
人
の
す
く
せ
あ
ら
は
こ
の
君
よ
り
ほ
か
に
ま
さ
る
へ
き
人
や
は
か
た
ち
あ
り
さ
ま
よ
り
は
し
め
て
ひ
と
し
き
人
の
あ
る
へ
き
か
は
こ
れ
よ
り
を
よ
ひ
な
か
ら
む
き
は
に
も
と
こ
そ
お
も
へ
と
わ
か
心
さ
し
の
ま
さ
れ
は
に
や
お
と
ゝ
を
う
ら
め
し
う
思
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
御
心
の
う
ち
を
み
せ
た
て
ま
つ
り
た
ら
は
ま
し
て
い
か
に
う
ら
み
き
こ
え
た
ま
は
ん
・
か
く
さ
は
か
る
ら
ん
と
も
し
ら
て
火
さ
の
君
ま
い
り
給
へ
り
一
夜
も
人
め
し
け
う
て
お
も
ふ
事
を
も
え
き
26
ウ
34
こ
え
す
な
り
に
し
か
は
つ
ね
よ
り
も
あ
は
れ
に
お
ほ
え
給
け
れ
は
夕
つ
か
た
お
は
し
た
る
な
る
へ
し
宮
れ
い
は
お
い
し
ら
す
う
ち
ゑ
み
て
ま
ち
よ
ろ
こ
ひ
た
ま
ふ
を
ま
め
た
ち
て
物
語
な
と
き
こ
た
ま
ふ
つ
い
て
に
御
こ
と
に
よ
り
う
ち
の
お
と
ゝ
の
ゑえ
ん
し
て
も
の
し
た
ま
ひ
に
し
か
は
い
と
な
む
い
と
をお
し
き
ゆ
か
し
け
な
き
事
を
し
も
思
ひ
そ
め
た
ま
ひ
て
人
に
物
をお
も
は
せ
給
つ
へ
き
か
心
く
る
し
き
こ
と
か
う
も
き
こ
え
し
と
お
も
へ
と
さ
る
心
も
し
り
た
ま
は
て
や
と
お
も
へ
は
な
ん
と
き
こ
え
給
へ
は
こ
ゝ
ろ
○に
か
ゝ
れ
る
こ
と
の
す
ち
な
れ
は
ふ
と
27
オ
お
も
ひ
よ
り
ぬ
お
も
て
あ
か
み
て
な
に
事
に
か
侍
ら
む
し
つ
か
な
る
所
に
こ
も
り
侍
に
し
の
ち
と
も
か
く
も
人
に
ま
し
る
なお
り
な
け
れ
は
う
ら
み
給
ふ
へ
き
こ
と
侍
ら
し
と
な
ん
思
ひ
給
ふ
る
と
て
い
と
は
つ
か
し
と
お
も
へ
る
け
し
き
を
あ
は
れ
に
こ
ゝ
ろ
く
る
し
う
て
よ
し
い
ま
は
よ
り
た
に
よ
う
い
し
た
ま
へ
と
は
か
り
に
て
こ
と
事
に
い
ひ
な
し
た
ま
ふ
つ
・
い
と
ゝ
ふ
み
な
と
も
か
よ
は
ん
こ
と
の
か
た
き
な
め
り
と
お
も
ふ
に
い
と
な
け
か
し
も
の
ま
い
り
な
と
し
た
ま
へ
と
さ
ら
に
ま
い
ら
せて
ね
た
ま
ひ
ぬ
る
や
う
な
れ
と
心
も
空
に
て
人
し
つ
ま
る
ほ
と
27
ウ
に
な
か
さ
う
し
を
ひ
け
と
れ
い
こ
と
に
さ
し
か
た
め
な
と
も
せ
ぬ
を
つ
と
さ
し
て
人
の
を
と
も
せ
す
い
と
心
ほ
そ
く
お
ほ
え
て
さ
う
し
に
よ
り
か
ゝ
り
て
ゐ
た
ま
へ
る
に
女
君
も
め
を
さ
ま
し
て
風
の
を
と
の
竹
に
ま
ち
と
ら
れ
て
う
ち
そ
よ
め
く
に
か
り
の
な
き
わ
た
る
こ
ゑ
の
ほ
の
か
に
き
こ
ゆ
る
に
お
さ
な
き
心
ち
に
も
と
か
く
お
ほ
し
み
た
る
ゝ
に
や
雲
井
の
雁
も
わ
か
こ
と
や
と
ひ
と
り
こ
ち
給
ふ
け
わは
ひ
わ
か
う
ら
う
た
け
な
り
い
み
し
う
心
も
と
な
け
れ
は
こ
れ
あ
け
さ
せ
給
へ
こ
し
ゝ
う
や
さ
ふ
ら
ふ
と
の
た
ま
へ
と
を
と
も
28
オ
せ
す
御
め
の
と
こ
な
り
ひ
と
り
こ
と
を
き
ゝ
た
ま
ひ
け
る
も
は
つ
か
し
う
て
あ
い
な
く
御
か
ほ
ひ
き
い
れ
た
ま
へ
と
あ
は
れ
は
し
ら
ぬ
に
し
も
あ
ら
ぬ
そ
に
く
き
や
め
の
と
35
た
ち
な
と
ち
か
く
ふ
し
て
う
ち
み
し
ろ
く
も
く
る
し
け
れ
は
か
た
み
に
を
と
も
せ
す
さ
夜
中
に
と
も
よ
ひ
わ
た
る
雁
か
ね
に
う
た
て
ふ
き
そ
ふ
お
き
の
う
は
風
身
に
も
し
み
け
る
か
な
と
お
も
ひ
つ
ゝ
け
て
み
や
の
お
ま
へ
に
か
へ
り
て
な
け
き
か
ち
な
る
も
御
め
さ
め
て
や
き
か
せ
給
ら
ん
と
つ
ゝ
ま
し
く
み
し
ろ
き
ふ
し
た
ま
へ
り
あ
い
な
く
も
の
は
つ
か
し
う
て
わ
か
御
か
た
28
ウ
に
と
く
い
て
ゝ
御
ふ
み
か
き
た
ま
へ
れ
と
こ
侍
従
に
も
え
あ
ひ
た
ま
は
す
か
の
御
方
さ
ま
に
も
え
い
か
す
む
ね
つ
ふ
れ
て
お
ほ
え
た
ま
ふ
・
女
は
た
さ
は
か
れ
た
ま
ひ
し
こ
と
の
み
は
つ
か
し
う
て
わ
か
身
や
い
か
ゝ
あ
ら
む
人
や
い
か
ゝ
お
も
は
ん
と
も
ふ
か
く
お
ほ
し
い
れ
す
お
か
し
う
ら
う
た
け
に
て
う
ち
か
た
ら
ふ
さ
ま
な
と
を
う
と
ま
し
と
も
思
ひ
は
な
れ
た
ま
は
さ
り
け
り
又
か
う
さ
は
か
る
へ
き
事
と
も
お
ほ
さ
ゝ
り
け
る
を
御
う
し
ろ
み
と
も
ゝ
い
み
し
う
あ
は
め
き
こ
ゆ
れ
は
え
こ
と
も
か
よ
は
し
た
ま
は
す
お
と
な
ひ
た
る
人
や
さ
る
へ
き
ひ
ま
を
も
つ
く
り
い
つ
ら
ん
29
オ
お
と
こ
君
も
い
ま
す
こ
し
物
は
か
な
き
と
し
の
ほ
と
に
て
た
ゝ
い
と
く
ち
お
し
と
の
み
お
も
ふ
・
お
と
ゝ
は
そ
の
ま
ゝ
に
ま
い
り
給
は
す
宮
を
い
と
つ
ら
し
と
思
ひ
き
こ
え
給
ふ
き
た
の
か
た
に
は
か
ゝ
る
こ
と
な
む
と
け
し
き
も
み
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
は
す
た
ゝ
お
ほ
か
た
い
と
む
つ
か
し
き
御
け
し
き
に
て
中
宮
の
よ
そ
ほ
ひ
こ
と
に
て
ま
い
り
た
ま
へ
る
に
女
御
の
よ
の
中
思
ひ
し
め
り
て
物
し
た
ま
ふ
を
心
く
る
し
う
む
ね
い
た
き
に
ま
か
て
さ
せ
た
て
ま
つ
り
て
心
や
す
く
う
ち
や
す
ま
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
さ
す
か
に
う
へ
に
つ
と
さ
ふ
ら
は
せ
給
29
ウ
ふ
て
よ
る
ひ
る
お
は
し
ま
す
め
れ
は
あ
る
人


も
こ
ゝ
ろ
ゆ
る
ひ
せ
す
く
る
しし
う
の
み
わ
ふ
め
る
に
と
の
た
ま
ひ
て
に
わは
か
に
ま
か
て
さ
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
御
い
と
ま
も
ゆ
る
さ
れ
か
た
き
を
う
ち
む
つ
か
り
た
ま
う
て
う
へ
は
し
ふ


に
お
ほ
し
め
し
た
る
を
し
ゐ
て
御
む
か
へ
し
給
つ
れ


に
お
ほ
さ
れ
ん
を
36
ひ
め
君
わ
た
し
て
も
ろ
と
も
に
あ
そ
ひ
な
と
し
給
へ
宮
に
あ
つつ
け
た
て
ま
つ
り
た
る
う
し
ろ
や
す
け
れ
と
い
と
さ
く
し
り
お
よ
す
け
た
る
人
た
ち
ま
し
り
て
を
の
つ
か
ら
け
ち
か
き
も
あ
い
な
き
ほ
と
に
な
り
に
30
オ
た
れ
は
な
む
と
き
こ
え
た
ま
ひ
て
に
は
か
に
わ
た
し
き
こ
え
た
ま
ふ
・
宮
い
と
あ
へ
な
し
と
お
ほ
し
て
ひ
と
り
も
の
せ
ら
れ
し
女
な
く
な
り
た
ま
ひ
て
の
ち
い
と
さ
う


し
く
心
ほ
そ
か
り
し
に
う
れ
し
う
こ
の
君
を
え
て
い
け
る
か
き
り
の
か
し
つ
き
も
の
と
思
ひ
て
あ
け
く
れ
に
つ
け
て
お
い
の
む
つ
か
し
さ
も
な
く
さ
め
む
と
こ
そ
お
も
ひ
つ
れ
思
ひ
の
ほ
か
に
へ
た
て
あ
り
て
お
ほ
し
な
す
も
つ
ら
く
な
む
と
き
こ
え
た
ま
へ
は
・
う
ち
か
し
こ
ま
り
て
心
に
あ
か
す
お
も
ふ
給
へ
ら
る
ゝ
事
は
し
か
な
ん
思
給
へ
ら
る
ゝ
と
は
か
り
き
こ
え
さ
せ
し
に
30
ウ
な
ん
ふ
か
く
へ
た
て
お
も
ふ
た
ま
ふ
る
事
は
い
か
て
か
侍
ら
ん
内
に
候
さ
う
ら
か
世
中
う
ら
め
し
け
に
て
こ
の
こ
ろ
ま
か
て
ゝ
侍
る
に
い
と
つ
れ


に
思
ひ
て
く
し
侍
れ
は
心
く
る
し
う
見
た
ま
ふ
る
を
も
ろ
と
も
に
あ
そ
ひ
わ
さ
を
も
し
て
な
く
さ
め
よ
と
お
も
ふ
た
ま
へ
て
な
ん
あ
か
ら
さ
ま
に
も
の
し
侍
と
て
は
く
ゝ
み
人
と
な
さ
せ
給
へ
る
を
おを
ろ
か
に
は
よ
も
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
し
と
申
た
ま
へ
は
・
か
う
お
ほ
し
た
ち
に
た
れ
は
と
ゝ
め
き
こ
え
給
ふ
も
も
(
マ
マ)
お
ほ
し
か
へ
す
へ
き
御
心
な
ら
ぬ
に
い
と
あ
か
す
く
ち
お
し
う
お
ほ
さ
れ
て
人
の
心
こ
そ
う
き
31
オ
物
は
あ
れ
と
か
く
お
さ
な
き
心
と
も
に
も
我
に
へ
た
て
ゝ
う
と
ま
し
か
り
け
る
事
に
又
さ
も
こ
そ
あ
ら
め
お
と
ゝ
の
も
の
ゝ
心
を
ふ
か
う
し
り
た
ま
ひ
な
か
ら
我
を
ゑえ
む
し
て
か
く
ゐい
て
わ
た
し
給
ふ
事
か
し
こ
に
て
こ
れ
よ
り
う
し
ろ
や
す
き
事
も
あ
ら
し
と
う
ち
な
き
つ
ゝ
の
た
ま
ふ
お
り
し
も
火
さ
の
衣君
ま
い
り
○
給
へ
り
も
し
い
さ
ゝ
か
の
ひ
ま
も
や
と
こ
の
こ
ろ
は
し
け
う
ほ
の
め
き
た
ま
ふ
な
り
け
り
内
の
お
と
ゝ
の
御
車
の
あ
れ
は
心
の
お
に
ゝ
は
し
た
な
く
て
や
を
しら
か
く
れ
て
37
わ
か
御
か
た
に
い
り
ゐ
た
ま
へ
り
・
内
の
大
殿
の
君
た
31
ウ
ち
左
少
将
少
納
言
兵
衛
佐
侍
従
た
い
ふ
な
と
い
ふ
も
み
な
こ
ゝ
に
は
ま
い
り
つ
と
ひ
た
れ
と
み
す
の
う
ち
は
ゆ
る
し
た
ま
は
す
左
衛
門
督
権
中
納
言
な
と
も
こ
と
御
は
ら
な
れ
と
古
殿
の
御
も
て
な
し
の
ま
ゝ
に
今
も
ま
い
り
つ
か
う
ま
つ
り
給
ふ
こ
と
ね
ん
こ
ろ
な
れ
は
そ
の
御
こ
と
も
ゝ
さ
ま


ま
い
り
た
ま
へ
と
こ
の
君
に
ゝ
る
に
ほ
ひ
な
く
見
ゆ
大
宮
の
御
心
さ
し
も
な
す
ら
ひ
な
く
お
ほ
し
た
る
を
た
ゝ
こ
の
ひ
め
君
を
そ
け
ち
か
う
ら
う
た
き
も
の
に
お
ほ
し
か
し
つ
き
て
御
か
た
は
ら
さ
け
す
う
つ
く
し
き
物
に
お
ほ
し
た
り
つ
る
を
32
オ
か
く
て
わ
た
り
た
ま
ひ
な
ん
か
い
と
さ
う
さ
し
き
事
を
お
ほ
す
・
と
の
は
い
ま
の
ほ
と
に
う
ち
に
ま
い
り
侍
て
夕
つ
か
た
む
か
へ
に
ま
い
り
侍
ら
ん
と
て
い
て
給
ぬ
い
ふ
か
ひ
な
き
事
を
な
た
ら
か
に
い
ひ
な
し
て
さ
て
も
や
あ
ら
ま
し
と
お
ほ
せ
と
猶
い
と
心
や
ま
し
け
れ
は
人
の
御
ほ
と
の
す
こ
し
も
の


し
く
な
り
な
ん
に
か
た
は
な
ら
す
見
な
し
て
そ
の
ほ
と
心
さ
し
の
ふ
か
さ
あ
さ
ゝ
の
お
も
む
き
を
も
見
さ
た
め
て
ゆ
る
す
と
も
こ
と
さ
ら
な
る
や
う
に
も
て
な
し
て
こ
そ
あ
ら
め
せ
い
し
い
さ
む
と
も
ひ
と
所
に
て
は
お
さ
な
き
心
の
ま
ゝ
に
○み
く
る
32
ウ
し
う
こ
そ
あ
ら
め
宮
も
よ
も
あ
な
か
ち
に
せ
い
し
の
た
ま
ふ
こ
と
あ
ら
し
と
お
ほ
せ
は
女
御
の
御
つ
れ
く
に
こ
と
つ
け
て
こ
ゝ
に
も
か
し
こ
に
も
お
い
ら
か
に
い
ひ
な
し
て
わ
た
し
た
ま
ふ
な
り
け
り
・
宮
の
御
ふ
み
に
て
お
と
ゝ
こ
そ
う
ら
み
も
し
た
ま
は
め
君
は
さ
り
と
も
心
さ
し
の
ほ
と
も
し
り
た
ま
ふ
ら
ん
わ
た
り
て
み
え
た
ま
へ
と
き
こ
え
給
へ
れ
は
い
と
を
か
し
け
に
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
わ
た
り
給
へ
り
十
四
に
な
ん
お
は
し
け
る
か
た
な
り
に
み
え
た
ま
へ
と
い
と
こ
め
か
ゝし
う
し
め
や
か
に
う
つ
く
し
き
さ
ま
し
た
ま
へ
り
か
た
は
ら
さ
け
33
オ
た
て
ま
つ
ら
す
あ
け
く
れ
の
も
て
あ
そ
ひ
物
に
38
お
も
ひ
き
こ
え
つ
る
を
い
と
さ
う
さ
う
し
く
も
あ
る
へ
き
か
な
の
こ
り
す
く
な
き
よ
は
ひ
の
ほ
と
に
て
御
あ
り
さ
ま
を
み
は
つ
ま
し
き
事
と
い
の
ち
を
こ
そ
思
ひ
つ
れ
い
ま
さ
ら
に
見
す
て
ゝ
う
つ
ろ
ひ
た
ま
ふ
や
い
つ
ち
な
ら
ん
と
お
も
へ
は
い
と
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
と
て
な
き
給
ふ
ひ
め
君
は
は
つ
か
し
き
事
を
お
ほ
せ
は
か
ほ
も
も
た
け
給
は
て
た
ゝ
な
き
に
の
み
な
き
給
ふ
お
と
こ
君
の
御
め
の
と
さ
い
相
の
君
い
て
き
て
お
な
し
君
と
こ
そ
た
の
み
き
こ
え
さ
せ
つ
れ
く
ち
お
し
33
ウ
く
か
く
わ
た
ら
せ
給
とこ
と
殿
は
こ
と
さ
ま
に
お
ほ
し
な
る
こ
と
お
は
し
ま
す
と
も
さ
や
う
に
お
ほ
し
な
ひ
か
せ
た
ま
ふ
な
ゝ
と
さ
ゝ
め
き
き
こ
ゆ
れ
は
い
よ


は
つ
か
し
と
お
ほ
し
て
物
も
の
給
は
す
い
て
む
つ
か
し
き
こ
と
な
き
こ
え
ら
れ
そ
人
の
御
す
く
せ


の
い
と
さ
た
め
か
た
く
と
の
た
ま
ふ
い
て
や
も
の
け
な
し
と
あ
な
つ
り
き
こ
え
さ
せ
給
に
侍
め
り
か
し
さ
り
と
も
け
に
わ
か
君
や
人
に
お
と
り
き
こ
え
さ
せ
給
と
き
こ
し
め
し
あ
は
せ
よ
と
な
ま
心
や
ま
し
き
ま
ゝ
に
い
ふ
火
さ
の
君
も
の
ゝ
う
し
ろ
に
い
り
ゐ
て
見
た
ま
ふ
に
人
の
34
オ
と
か
め
ん
も
よ
ろ
し
き
と
き
こ
そ
く
る
し
か
り
け
れ
い
と
心
ほ
そ
く
て
な
み
た
を
し
の
こ
ひ
つ
ゝ
お
は
す
る
け
し
き
を
御
め
の
と
い
と
心
く
る
し
う
み
て
宮
に
と
か
く
き
こ
え
た
は
か
り
て
ゆ
ふ
ま
暮
の
人
の
ま
よ
ひ
に
た
い
め
む
せ
さ
せ
給
へ
り
か
た
み
に
物
は
つ
か
し
く
む
ね
つ
ふ
れ
て
も
の
も
い
は
て
な
き
給
・
お
と
ゝ
の
御
心
の
い
と
つ
ら
け
れ
は
さ
は
れ
思
ひ
や
み
な
ん
と
お
も
へ
と
恋
し
う
を
は
せ
ん
こ
そ
わ
り
な
か
る
へ
け
れ
な
と
て
す
こ
し
ひ
ま
あ
り
へ
か
り
つ
る
日
こ
ろ
よ
そ
に
へ
た
て
つ
ら
ん
と
の
た
ま
ふ
さ
ま
も
い
と
わ
か
う
あ
は
れ
け
な
34
ウ
れ
は
ま
ろ
も
さ
こ
そ
は
あ
ら
め
と
の
た
ま
ふ
恋
し
と
は
お
ほ
し
な
ん
や
と
の
給
へ
は
す
こ
し
う
な
つ
き
給
ふ
さ
ま
も
お
さ
な
け
な
り
御
と
な
ふ
ら
ま
い
り
と
の
ま
か
て
た
ま
ふ
け
は
ひ
こ
た
ち
た
く
を
ひ
の
ゝ
39
し
る
御
さ
き
の
こ
ゑ
に
人


そ
ゝ
や
な
と
お
ち
さ
は
け
は
い
と
お
そ
ろ
し
と
お
ほ
し
て
わ
な
ゝ
き
た
ま
ふ
さ
も
さ
は
か
れ
は
と
ひ
た
ふ
る
に
ゆ
る
し
き
こ
え
給
は
す
御
め
の
と
ま
い
り
て
も
と
め
た
て
ま
つ
る
に
け
し
き
を
み
て
あ
な
心
つ
き
な
や
け
に
宮
し
ら
せ
た
ま
は
ぬ
事
に
は
あ
ら
さ
り
け
り
と
35
オ
お
も
ふ
に
い
と
つ
ら
く
い
て
や
う
か
り
け
る
世
か
な
殿
の
お
ほ
し
の
た
ま
ふ
事
は
さ
ら
に
も
き
こ
え
す
大
納
言
殿
に
も
い
か
に
き
か
せ
給
は
ん
め
て
た
く
と
も
物
の
は
し
め
の
六
位
す
く
せ
よ
と
つ
ふ
や
く
も
ほ
の
き
こ
ゆ
た
ゝ
こ
の
ひ
や
う
ふ
の
う
し
ろ
に
た
つ
ね
き
て
な
け
く
な
り
け
り
お
と
こ
君
わ
れ
を
は
位
な
し
と
て
は
し
た
な
む
る
な
り
け
り
と
お
ほ
す
に
世
中
う
ら
め
し
け
れ
は
あ
は
れ
も
す
こ
し
さ
む
る
心
ち
し
て
め
さ
ま
し
か
れ
き
ゝ
た
ま
へ
く
れ
な
ゐ
の
な
み
た
に
ふ
か
き
袖
の
色
を
あ
さ
み
35
ウ
と
り
に
や
い
ひ
し
ほ
る
へ
き
は
つ
か
し
と
の
た
ま
へ
は
色


に
身
の
う
き
ほ
と
の
し
ら
る
ゝ
は
い
か
に
そ
め
け
る
な
か
の
衣
そ
と
の
た
ま
ひ
は
て
ぬ
に
と
の
い
り
た
ま
へ
は
わ
り
な
く
て
わ
た
り
給
ぬ
・
お
と
こ
君
は
た
ち
と
ま
り
た
る
心
ち
も
い
と
人
わ
ろ
く
む
ね
ふ
た
か
り
て
我
御
か
た
に
ふ
し
給
ぬ
御
車
み
つ
は
か
り
に
て
し
の
ひ
や
か
に
い
そ
き
い
て
給
ふ
け
は
ひ
を
き
く
も
し
つ
心
な
け
れ
は
宮
の
お
ま
へ
よ
り
ま
い
り
た
ま
へ
と
あ
れ
と
ね
た
る
や
う
に
て
う
こ
き
も
し
た
ま
は
す
な
み
た
の
み
と
ゝ
ま
ら
ね
は
な
け
き
36
オ
あ
か
し
て
し
も
の
い
と
し
ろ
き
に
い
そ
き
い
て
た
ま
ふ
う
ち
は
れ
た
る
ま
み
も
人
に
見
え
ん
か
は
つ
か
し
き
に
宮
は
た
め
し
ま
つ
は
す
へ
か
め
れ
は
心
や
す
き
所
に
と
て
い
そ
き
い
て
給
ふ
な
り
け
り
み
ち
の
ほ
と
人
や
り
な
ら
す
心
ほ
そ
く
お
も
ひ
つ
ゝ
く
る
に
空
の
け
し
き
も
い
た
う
く
も
り
て
ま
た
く
ら
か
り
け
る
霜
こ
ほ
り
う
た
て
む
す
へ
る
明
く
れ
に
空
か
き
く
ら
し
ふ
る
な
み
た
か
な
・
大
と
の
に
は
こ
と
し
五
せ
ち
た
40
て
ま
つ
り
給
ふ
な
に
は
か
り
の
御
い
そ
き
な
ら
ね
と
わ
ら
は
へ
の
さ
う
そ
く
な
と
ち
か
う
な
り
ぬ
と
て
い
そ
き
せ
36
ウ
さ
せ
給
ふ
ひ
む
か
し
の
院
に
は
ま
い
り
の
夜
の
人


さ
う
そ
く
せ
さ
せ
た
ま
ふ
と
の
に
は
お
ほ
か
た
の
事
と
も
中
宮
よ
り
も
わ
ら
は
し
も
つ
か
へ
の
れ
うう
な
と
え
な
ら
て
た
て
ま
つ
れ
た
ま
へ
り
す
き
に
し
と
し
五
せ
ち
な
と
ゝ
り
し
か
さ
う


し
か
り
し
つ
も
り
も
と
り
そ
へ
う
へ
人
の
心
ち
も
つ
ね
よ
り
も
花
や
か
に
お
も
ふ
へ
か
め
る
と
し
な
れ
は
と
こ
ろ


い
と
み
て
い
と
い
み
し
く
よ
ろ
つ
を
つ
く
し
た
ま
ふ
き
こ
え
あ
り
按
察
大
納
言
左
衛
門
督
う
へ
の
五
せ
ち
に
は
よ
し
き
よ
い
ま
37
オ
は
あ
ふ
み
の
か
み
に
て
左
中
弁
な
る
な
ん
た
て
ま
つ
り
け
る
み
な
と
ゝ
め
さ
せ
た
ま
ひ
て
宮
つ
か
へ
す
へ
く
お
ほ
せ
事
こ
と
な
る
年
な
れ
は
む
す
め
を
を
の


た
て
ま
つ
り
給
殿
の
ま
ひ
姫
は
こ
れ
み
つ
の
あ
そ
む
の
つ
の
か
み
に
て
左
京
大
夫
か
け
た
る
む
す
め
か
た
ち
な
と
い
と
を
か
し
け
な
る
き
こ
え
あ
る
を
め
す
か
ら
い
事
に
お
も
ひ
た
れ
と
大
納
言
の
ほ
か
は
ら
の
む
す
め
を
た
て
ま
つ
ら
る
な
る
に
あ
そ
む
の
い
つ
き
む
す
め
い
た
し
た
て
た
ら
ん
何
の
は
ち
か
あ
る
へ
き
と
37
ウ
さ
い
な
め
は
わ
ひ
て
お
な
し
く
は
み
や
つ
か
へ
や
か
て
せ
さ
す
へ
く
お
も
ひ
を
き
て
た
り
ま
ひ
な
ら
は
し
な
と
は
さ
と
に
て
い
と
よ
う
し
た
て
ゝ
か
し
つ
き
な
と
し
た
し
う
身
に
そ
ふ
へ
き
は
い
み
し
う
ゑえ
り
と
ゝ
の
へ
て
そ
の
日
の
夕
つ
け
て
ま
い
ら
せ
た
り
と
の
に
も
御
か
た


の
わ
ら
は
し
も
つ
か
へ
の
す
く
れ
た
る
を
と
御
ら
ん
し
く
ら
へ
え
り
い
て
ら
る
ゝ
心
地
と
も
は
ほ
と


に
つ
け
て
い
と
お
も
た
ゝ
し
け
な
り
御
前
に
め
し
て
御
ら
ん
せ
ん
う
ち
な
ら
し
に
御
ま
へ
を
わ
た
ら
せ
て
と
さ
た
め
た
ま
ふ
す
つ
へ
う
38
オ
41
も
あ
ら
す
と
り


な
る
わ
ら
は
へ
の
や
う
た
い
か
た
ち
を
お
ほ
し
わ
つ
ら
ひ
て
い
ま
一
と
こ
ろ
の
れ
う
を
こ
れ
よ
り
た
て
ま
つ
ら
は
や
な
と
わ
ら
ひ
た
ま
ふ
た
ゝ
も
て
な
し
よ
う
い
に
よ
り
て
そ
え
ら
ひ
に
い
り
け
る
・
大
か
く
の
君
む
ね
の
み
ふ
た
か
り
て
も
の
な
と
も
見
い
れ
ら
れ
す
く
ん
し
い
た
く
て
ふ
み
も
よ
ま
て
な
か
め
ふ
し
た
ま
へ
る
を
心
も
や
な
く
さ
む
と
た
ち
い
て
ゝ
ま
き
れ
あ
り
き
給
ふ
さ
ま
か
た
ち
は
め
て
た
く
お
か
し
け
に
て
し
つ
や
か
に
な
ま
め
い
た
ま
へ
れ
は
わ
か
き
女
は
う
な
と
は
38
ウ
い
と
を
か
し
と
み
た
て
ま
つ
る
う
へ
の
御
か
た
に
は
○
み
す
の
の
ま
へ
に
た
に
も
の
ち
か
う
も
ゝ
て
な
し
た
ま
は
す
わ
か
御
心
な
ら
ひ
い
か
に
お
ほ
す
に
か
あ
り
け
ん
う
と


し
け
れ
は
こ
た
ち
な
と
も
け
と
を
き
を
け
ふ
は
物
の
ま
き
れ
に
い
り
た
ち
た
ま
へ
る
な
め
り
ま
ひ
ゝ
め
か
し
つ
き
お
ろ
し
て
つ
ま
戸
の
ま
に
屏
風
な
と
た
て
ゝ
か
り
そ
め
の
し
つ
ら
い
な
る
に
や
を
ら
よ
り
て
の
そ
き
給
へ
は
な
や
ま
し
け
に
て
そ
ひ
ふ
し
た
り
た
ゝ
か
の
人
の
御
ほ
と
ゝ
み
え
て
い
ま
す
こ
し
そ
ひ
や
か
に
や
う
た
い
な
と
の
こ
と
さ
39
オ
らら
ひ
を
か
し
き
所
は
ま
さ
り
て
さ
へ
み
ゆ
く
ら
け
れ
は
こ
ま
か
に
は
み
え
ね
と
ほ
と
の
い
と
よ
く
お
も
ひ
い
て
ら
る
ゝ
さ
ま
に
心
う
つ
る
と
は
な
け
れ
と
た
ゝ
に
も
あ
ら
て
き
ぬ
の
す
そ
を
ひ
き
な
ら
し
給
ふ
な
に
心
も
な
く
あ
や
し
と
お
も
ふ
に
あ
め
に
ま
す
と
よ
わ
(
マ
マ)
か
ひ
め
の
み
や
人
も
我
心
さ
す
し
め
を
わ
す
る
な
み
つ
か
き
の
と
の
た
ま
ふ
そ
う
ち
つ
け
な
り
け
る
わ
か
う
をお
か
し
き
こ
ゑ
な
れ
と
た
れ
と
も
え
お
も
ひ
な
さ
れ
す
な
ま
む
つ
か
し
き
に
け
さ
う
し
そ
ふ
と
て
さ
は
き
つ
る
う
し
ろ
み
と
も
39
ウ
ち
か
う
よ
り
て
人
さ
は
か
し
う
な
れ
は
い
と
く
ち
お
し
う
て
た
ち
さ
り
給
ぬ
・
あ
さ
き
の
心
や
ま
し
け
れ
は
う
ち
へ
ま
い
る
事
も
せ
す
物
う
か
り
給
ふ
を
五
節
42
に
こ
と
つ
け
て
な
を
し
な
と
さ
ま
か
は
れ
る
色
ゆ
る
さ
れ
て
ま
い
り
給
ふ
き
ひ
は
に
き
よ
ら
な
る
物
か
ら
な
る
物
か
ら
ま
た
き
に
お
よ
す
け
て
さ
れ
あ
り
き
た
ま
ふ
み
か
と
よ
り
は
し
め
た
て
ま
つ
り
て
お
ほ
し
た
る
さ
ま
な
へ
て
な
ら
す
よ
に
め
つ
ら
し
き
御
お
ほ
え
な
り
・
五
せ
ち
の
ま
い
る
き
し
き
は
い
つ
れ
と
も
な
く
心


に
に
な
く
し
た
ま
へ
る
を
ま
40
オ
ひ
姫
の
か
た
ち
大
と
の
ゝ
と
大
納
言
殿
と
は
す
く
れ
た
り
と
め
て
の
ゝ
し
る
け
に
い
と
をお
か
し
け
な
れ
と
こ
ゝ
し
う
う
つ
く
し
け
な
る
事
は
猶
お
ほ
殿
に
は
ゑ
を
よ
ふ
ま
し
か
り
け
るり
物
き
よ
け
に
い
ま
め
き
て
そ
の
物
と
も
み
ゆ
ま
し
う
し
た
て
た
る
や
う
た
い
な
と
の
あ
り
か
た
う
をお
か
し
け
な
る
を
か
う
ほ
め
ら
る
ゝ
な
め
り
れ
い
の
ま
ひ
ゝ
め
と
も
よ
り
は
み
な
す
こ
し
お
と
な
ひ
つ
ゝ
け
に
心
こ
と
な
る
と
し
な
り
と
の
ま
い
り
た
ま
ひ
て
御
ら
ん
す
る
に
む
か
し
御
め
と
ま
り
た
ま
ひ
し
おを
と
め
の
す
か
た
を
40
ウ
お
ほ
し
い
つ
た
つ
の
日
の
く
れ
つ
か
た
つ
か
は
す
御
ふ
み
の
う
ち
お
も
ひ
や
る
へ
し
おを
と
め
こ
も
神
さ
ひ
ぬ
ら
し
天
つ
袖
ふ
る
き
よ
の
と
も
よ
は
ひ
へ
ぬ
れ
は
と
し
月
の
つ
も
り
を
か
そ
へ
て
う
ち
お
ほ
し
け
る
ま
ゝ
の
あ
は
れ
を
え
し
の
ひ
給
は
ぬ
は
か
り
の
をお
か
し
う
お
ほ
ゆ
る
も
は
か
な
し
や
か
け
て
い
へ
は
け
ふ
の
事
と
そ
お
も
ほ
ゆ
る
日
か
け
の
し
も
の
袖
に
と
け
し
も
あ
を
す
り
の
か
み
よ
く
と
り
あ
つへ
て
ま
き
ら
は
し
か
い
た
る
こ
す
み
う
す
ゝ
み
さ
う
か
ち
に
う
ち
ま
せ
み
た
れ
た
る
も
41
オ
人
の
ほ
と
に
つ
け
て
は
をお
か
し
と
御
ら
ん
す
火
さ
の
君
も
人
の
め
と
ま
る
に
つ
け
て
も
人
し
れ
す
お
も
ひ
あ
り
き
給
へ
と
あ
た
り
ち
か
く
た
に
よ
せ
す
い
と
け
ゝ
し
う
も
て
な
し
た
れ
は
も
の
つ
ゝ
ま
し
き
ほ
と
の
心
に
は
な
け
か
し
う
て
や
み
ぬ
か
た
ち
は
し
も
い
と
心
に
つ
き
て
つ
ら
き
人
の
な
く
さ
め
に
も
43
み
る
わ
さ
し
て
ん
や
と
お
も
ふ
・
や
か
て
み
な
と
ゝ
め
さ
せ
給
て
宮
つ
か
へ
す
へ
き
御
け
し
き
あ
り
け
れ
と
こ
の
た
ひ
は
ま
か
て
さ
せ
て
あ
ふ
み
の
は
か
ら
さ
き
の
は
ら
へ
つ
の
か
み
は
な
に
は
と
い
と
み
て
ま
か
て
ぬ
大
41
ウ
納
言
も
こ
と
さ
ら
に
ま
い
ら
す
へ
き
よ
し
そ
う
せ
さ
せ
給
ふ
左
衛
門
督
そ
の
人
な
ら
ぬ
を
た
て
ま
つ
り
て
と
か
め
あ
り
け
れ
と
そ
れ
も
と
ゝ
め
さ
せ
た
ま
ふ
つ
の
か
み
は
内
侍
の
す
け
あ
き
た
る
に
と
申
さ
せ
た
れ
は
さ
も
や
い
た
は
ら
ま
し
と
大
殿
も
お
ほ
い
た
る
を
か
の
人
は
き
ゝ
給
て
い
と
く
ち
をお
し
と
お
も
ふ
わ
か
と
し
の
ほ
と
く
ら
ゐ
な
と
か
く
も
の
け
な
か
ら
す
は
こ
ひ
み
て
ま
し
物
を
お
も
ふ
心
あ
り
と
た
に
し
ら
れ
て
や
み
な
ん
事
と
わ
さ
と
の
事
に
は
あ
ら
ね
と
う
ち
そ
へ
て
な
み
た
く
ま
る
ゝ
お
り


42
オ
あ
り
せ
う
と
の
わ
ら
は
殿
上
す
る
つ
ね
に
こ
の
君
に
ま
い
り
つ
か
う
ま
つ
る
を
れ
い
よ
り
も
な
つ
か
し
う
か
た
ら
ひ
た
ま
う
て
五
せ
ち
は
い
つ
か
内
へ
は
ま
い
る
と
ゝ
ひ
た
ま
ふ
こ
と
し
と
こ
そ
は
き
ゝ
侍
れ
と
き
こ
ゆ
か
ほ
の
い
と
よ
か
り
し
か
は
す
ゝ
ろ
に
こ
そ
恋
し
け
れ
ま
し
か
つ
ね
に
み
る
ら
ん
も
う
ら
や
ま
し
き
を
ま
た
み
せ
て
ん
や
と
の
た
ま
へ
は
い
か
て
か
さ
は
侍
ら
ん
心
に
ま
か
せ
て
も
え
み
侍
ら
す
お
の
こ
は
ら
か
ら
と
て
ち
か
く
も
よ
せ
侍
ら
ね
は
ま
し
て
い
か
て
か
き
む
た
ち
に
は
御
覧
せ
さ
せ
ん
と
き
こ
ゆ
さ
ら
は
ふ
み
を
た
42
ウ
に
と
て
給
へ
り
さ
き


か
や
う
の
事
は
い
ふ
も
の
を
と
く
る
し
け
れ
と
せ
め
て
た
ま
へ
は
い
と
お
し
う
て
も
て
い
ぬ
と
し
の
ほ
と
よ
り
は
さ
れ
て
や
あ
り
け
ん
をお
か
し
と
見
け
り
み
と
り
の
う
す
や
う
の
こ
の
ま
し
き
か
さ
ね
な
る
に
て
は
ま
た
い
と
わ
か
け
れ
と
をお
い
さ
き
見
え
て
い
と
をお
か
し
け
に
日
か
け
に
も
し
る
か
り
け
め
や
おを
と
め
こ
か
あ
ま
の
は
袖
に
か
け
し
心
は
ふ
た
り
み
る
ほ
と
に
ち
ゝ
ぬ
し
ふ
と
よ
り
き
た
り
お
そ
ろ
し
う
あ
き
れ
て
え
ひ
き
44
か
く
さ
す
あな
そ
の
ふ
み
そ
と
て
と
る
に
お
も
て
あ
か
み
43
オ
て
ゐ
た
り
よ
か
らら
ぬ
わ
さ
し
け
り
と
に
く
め
は
せ
う
と
に
け
て
い
く
を
よ
ひ
よ
せ
て
た
か
そ
と
ゝ
へ
は
と
の
ゝ
火
さ
の
君
の
し
か


の
た
ま
う
て
た
ま
へ
る
と
い
へ
は
な
こ
り
な
く
う
ち
ゑ
み
て
い
か
に
う
つ
く
し
き
君
の
御
さ
れ
心
な
り
き
む
ち
ら
は
お
な
し
と
し
な
れ
と
い
ふ
か
ひ
な
く
は
か
な
か
め
り
か
し
な
と
ほ
め
て
は
ゝ
君
に
も
み
す
こ
の
君
た
ち
の
す
こ
し
人
か
す
に
お
ほ
し
ぬ
へ
か
ら
ま
し
か
は
お
ほ
そ
うう
の
み
や
つ
か
へ
よ
り
は
た
て
ま
つ
り
て
ま
し
と
の
ゝ
御
心
を
き
て
を
み
る
に
見
そ
め
給
ひ
て
ん
人
を
御
心
と
は
わ
す
れ
給
ふ
ま
し
き
に
43
ウ
こ
そ
い
と
た
の
も
し
け
れ
あ
か
し
の
入
道
の
た
め
し
に
や
な
ら
ま
し
な
と
い
へ
と
み
な
い
そ
き
た
ち
に
け
り
・
か
の
人
は
ふ
み
を
た
に
え
や
り
給
は
す
た
ち
ま
さ
る
か
た
の
こ
と
し
心
に
か
ゝ
り
て
ほ
と
ふ
る
ま
ゝ
に
わ
り
な
く
恋
し
き
お
も
か
け
に
又
あ
ひ
み
て
や
と
お
も
ふ
よ
り
ほ
か
の
事
な
し
宮
の
御
も
と
へ
も
あ
い
な
く
心
う
く
て
ま
い
り
給
は
す
お
は
せ
し
か
た
と
し
こ
ろ
あ
そ
ひ
な
れ
し
所
の
み
お
も
ひ
い
て
ら
る
ゝ
事
ま
さ
れ
は
さ
と
さ
へ
う
く
お
ほ
え
給
つ
ゝ
ま
た
こ
も
り
ゐ
た
ま
へ
り
・
と
の
は
こ
の
に
し
の
た
い
に
そ
き
こ
え
あ
44
オ
つ
け
た
て
ま
つ
り
給
ひ
け
る
大
宮
の
御
世
の
ゝ
こ
り
す
く
な
け
な
る
を
お
は
せ
す
な
り
な
ん
の
ち
も
か
く
お
さ
な
き
ほ
と
よ
り
見
な
ら
し
て
う
し
ろ
み
お
ほ
せ
と
き
こ
え
給
へ
は
た
ゝ
の
給
ふ
ま
ゝ
の
御
心
に
て
な
つ
か
し
う
あ
は
れ
に
思
ひ
あ
つ
か
ひ
た
て
ま
つ
り
給
ふ
ほ
の
か
に
な
と
見
た
て
ま
つ
る
に
も
か
た
ち
の
ま
をほ
な
ら
す
も
お
は
し
け
る
か
な
か
ゝ
る
人
を
も
人
は
お
も
ひ
す
て
給
は
さ
り
け
り
な
と
わ
か
あ
な
か
ち
に
つ
ら
き
人
の
御
か
た
ち
を
心
に
か
け
て
恋
し
と
お
も
ふ
も
あ
ち
き
な
し
や
心
は
へ
の
か
う
44
ウ
や
う
に
や
は
ら
か
な
ら
ん
人
を
こ
そ
あ
ひ
お
も
は
め
と
45
お
も
ひ
又
む
か
ひ
て
み
る
か
ひ
な
か
ら
む
も
い
と
お
し
け
な
り
か
く
て
と
し
へ
た
ま
ひ
に
け
れ
と
殿
の
さ
や
う
な
る
御
か
た
ち
御
心
と
み
た
ま
ふ
て
は
ま
ゆ
ふ
は
か
り
の
へ
た
て
さ
し
か
く
し
つ
ゝ
な
に
く
れ
と
も
て
な
し
ま
き
ら
は
し
給
め
る
も
む
へ
な
り
け
り
と
お
も
ふ
心
そ
は
つ
か
し
け
る
大
宮
の
か
た
ち
こ
と
に
お
は
し
ま
せ
と
ま
た
い
と
き
よ
ら
に
お
は
し
こ
ゝ
に
も
か
し
こ
に
も
人
は
か
た
ち
よ
き
も
の
と
の
み
め
な
れ
た
ま
へ
る
を
も
と
よ
り
す
く
れ
さ
り
け
る
御
か
た
ち
の
や
ゝ
45
オ
さ
た
す
き
た
る
心
ち
し
て
や
せ


に
御
く
し
す
く
な
ゝ
る
な
と
か
か
く
そ
し
ら
は
し
き
な
り
け
り
・
と
し
の
く
れ
に
は
む
月
の
御
さ
う
そ
く
な
と
宮
は
た
ゝ
こ
の
君
のひ
と
所
の
御
こ
と
を
ま
し
る
事
な
う
い
そ
き
給
ふ
あ
ま
た
く
た
り
い
と
き
よ
ら
に
し
た
て
給
へ
る
を
み
る
も
も
の
う
く
の
み
お
ほ
ゆ
れ
は
つ
い
た
ち
な
と
に
は
か
な
ら
す
し
も
内
へ
ま
い
る
ま
し
う
お
も
ひ
給
ふ
る
に
な
に
ゝ
か
く
い
そ
か
せ
給
ふ
ら
ん
と
き
こ
え
た
ま
へ
は
な
と
て
か
さ
も
あ
ら
ん
お
い
く
つ
をお
れ
た
ら
ん
人
の
や
う
に
も
の
た
ま
ふ
か
な
と
の
た
ま
へ
は
お
45
ウ
い
ね
と
く
つ
をお
れ
た
る
心
ち
そ
す
る
や
と
ひ
と
り
こ
ち
て
う
ち
な
み
た
く
み
て
ゐ
た
ま
へ
り
か
の
事
を
お
も
ふ
な
ら
ん
と
い
と
心
く
る
し
う
て
宮
も
う
ち
ひ
そ
み
給
ぬ
お
と
こ
は
く
ち
お
し
き
き
は
の
人
た
に
心
を
た
か
う
こ
そ
つ
か
う
な
れ
あ
ま
り
し
め
や
か
に
か
く
な
も
の
し
た
ま
ひ
そ
な
に
か
か
う
な
か
め
か
ち
に
お
も
ひ
い
れ
給
ふ
へ
き
ゆ
ゝ
し
う
と
の
た
ま
ふ
な
に
か
は
六
位
な
と
人
の
あ
な
つ
り
侍
め
れ
は
し
は
し
の
事
と
は
お
も
ふ
給
ふ
れ
と
内
へ
ま
い
る
も
も
の
う
く
て
な
ん
こ
お
と
ゝ
お
は
し
ま
さ
ま
し
か
は
た
は
ふ
46
オ
れ
に
て
も
人
に
は
あ
な
つ
ら
れ
侍
ら
さ
ら
ま
し
物
物
へ
へ
た
て
ぬ
お
や
に
お
は
す
れ
と
い
と
け
ゝ
し
う
さ
し
は
な
ち
て
お
ほ
い
た
れ
は
お
は
し
ま
す
あ
た
り
に
た
や
す
く
も
ま
い
り
な
れ
侍
ら
す
ひ
ん
か
し
の
院
に
て
46
の
み
な
ん
お
ま
へ
ち
か
く
侍
る
た
い
の
御
か
た
こ
そ
あ
は
れ
に
も
の
し
た
ま
へ
お
や
い
ま
ひ
と
ゝ
こ
ろ
お
は
し
ま
さ
ま
し
か
は
何
事
を
思
ひ
侍
ら
ま
し
と
て
な
み
た
の
お
つ
る
を
ま
き
ら
は
し
給
へ
る
け
し
き
い
み
し
う
あ
は
れ
な
る
に
宮
は
い
と
ゝ
ほ
ろ


と
な
き
給
て
は
ゝ
に
を
く
る
ゝ
人
は
ほ
と


に
つ
け
て
さ
の
み
46
ウ
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
と
を
の
つ
か
ら
す
く
せ


に
人
と
な
り
た
ち
ぬ
れ
は
を
ろ
か
に
お
も
ふ
人
も
な
き
わ
さ
な
る
を
思
ひ
い
れ
ぬ
さ
ま
に
て
を
も
の
し
た
ま
へ
こ
お
と
と
の
い
ま
し
は
し
た
に
物
し
給
へ
か
し
か
き
り
な
き
か
け
に
は
お
な
し
事
と
た
の
み
き
こ
ゆ
れ
と
お
も
ふ
に
か
な
は
ぬ
こ
と
の
お
ほ
か
る
か
な
内
の
お
と
と
の
心
は
へ
も
な
へ
て
の
人
に
は
あ
ら
す
と
世
人
も
め
て
い
ふ
な
れ
と
む
か
し
に
か
は
る
事
の
み
ま
さ
り
ゆ
く
に
い
の
ち
な
か
さ
も
う
ら
め
し
き
に
お
い
さ
き
と
を
き
人
さ
へ
か
く
い
さ
ゝ
か
に
て
も
よ
を
47
オ
お
も
ひ
し
め
り
給
へ
れ
は
い
と
も
な
む
よ
ろ
つ
う
ら
め
し
き
世
な
る
と
て
な
き
お
は
し
ま
す
・
つ
い
た
ち
に
も
大
と
の
は
御
あ
り
き
し
な
け
れ
は
の
と
や
か
に
て
お
は
し
ま
す
よ
し
ふ
さ
の
お
と
ゝ
と
き
こ
え
け
る
い
に
し
へ
の
れ
い
に
な
す
ら
へ
て
御
む
ま
ひ
き
せ
ち
ゑ
の
日
は
内
の
き
し
き
を
う
つ
し
て
む
か
し
の
た
め
し
よ
り
も
こ
と
そ
へ
て
い
つ
か
し
き
御
あ
り
さ
ま
な
り
・
き
さ
ら
き
の
は
つ
か
あ
ま
り
朱
雀
院
に
行
幸
あ
り
花
さ
か
り
は
ま
た
し
き
ほ
と
な
れ
と
や
よ
ひ
は
古
宮
の
御
忌
月
な
り
と
く
ひ
ら
け
た
る
桜
の
色
も
い
と
お
も
し
47
ウ
ろ
け
れ
は
院
に
も
御
よ
う
い
こ
と
に
つ
く
ろ
ひ
み
か
ゝ
せ
た
ま
ひ
行
幸
に
つ
か
う
ま
つ
り
給
ふ
上
達
部
み
こ
た
ち
よ
り
は
し
め
心
つ
か
ひ
し
給
へ
り
人


み
な
あ
を
色
に
桜
か
さ
ね
を
き
た
ま
ふ
み
か
と
は
あ
か
色
の
御
そ
た
て
ま
つ
れ
り
め
し
あ
り
て
お
ほ
き
お
と
ゝ
ま
い
り
給
ふ
お
な
し
あ
か
色
を
き
た
ま
へ
れ
は
い
よ


ひ
と
つ
も
の
と
か
ゝ
や
き
て
み
え
ま
か
47
は
せ
給
人


の
さ
う
そ
く
よ
う
い
つ
ね
に
こ
と
な
り
院
も
い
と
き
よ
ら
に
ね
ひ
ま
さ
ら
せ
給
う
て
御
さ
ま
よ
う
い
な
ま
め
き
た
る
か
た
に
す
ゝ
ま
せ
給
へ
り
け
ふ
48
オ
は
わ
さ
と
の
文
人
も
め
さ
す
た
ゝ
そ
の
さ
え
か
し
こ
し
と
き
こ
え
た
る
か
く
生
十
人
を
め
す
式
部
の
つ
か
さ
の
心
み
の
題
を
な
す
ら
へ
て
御
た
い
給
ふ
大
殿
の
た
ら
う
君
の
心
み
給
は
り
た
ま
ふ
へ
き
ゆ
へ
な
め
り
お
く
た
か
き
も
の
と
も
は
物
も
お
ほ
え
す
つ
な
か
ぬ
舟
に
の
り
て
池
に
は
な
れ
い
て
ゝ
い
と
す
へ
な
け
な
り
日
や
う


く
た
り
て
か
く
の
舟
と
も
こ
き
ま
ひ
て
調
子
と
も
そ
う
す
る
ほ
と
の
山
風
の
ひ
ゝ
き
お
も
し
ろ
く
ふ
き
あ
は
せ
た
る
に
く
は
ん
さ
の
君
は
か
う
く
る
し
き
み
ち
な
ら
て
も
ま
し
ら
ひ
あ
そ
ひ
ぬ
へ
き
48
ウ
も
の
を
と
世
中
う
ら
め
し
う
お
ほ
え
給
け
り
春
鶯
転囀
ま
ふ
ほ
と
に
む
か
し
の
花
の
え
ん
の
ほ
と
お
ほ
し
い
て
ゝ
院
の
み
か
と
も
又
さ
は
か
り
の
こ
と
み
て
ん
や
と
の
た
ま
は
す
る
に
つ
け
て
そ
の
世
の
こ
と
あ
は
れ
に
お
ほ
し
つ
ゝ
け
ら
る
ま
ひ
は
つ
る
ほ
と
に
お
と
ゝ
院
に
御
か
は
ら
け
ま
い
り
給
ふ
う
く
ひ
す
の
さ
え
つ
る
こ
ゑ
は
む
か
し
に
て
む
つ
れ
し
花
の
か
け
そ
か
は
れ
る
院
の
う
へ
こ
ゝ
の
へ
を
か
す
み
へ
た
つ
る
す
み
か
に
も
春
と
つ
け
く
る
鶯
の
こ
ゑ
帥
の
み
こ
と
き
こ
え
し
49
オ
今
は
兵
部

に
て
い
ま
の
う
へ
に
御
か
は
ら
け
ま
い
り
給
ふ
い
に
し
へ
を
ふ
き
つ
た
へ
た
る
ふ
え
竹
に
さ
え
つ
る
と
り
の
ね
さ
へ
か
は
ら
ぬ
あ
さ
や
か
に
そ
う
し
な
し
給
へ
る
よ
う
い
こ
と
に
め
て
た
し
と
ら
せ
た
ま
ひ
て
鶯
の
む
か
し
を
恋
て
さ
え
つ
る
は
木
つ
た
ふ
は
な
の
色
や
あ
せ
た
る
と
の
た
ま
は
す
る
御
あ
り
さ
ま
こ
よ
な
く
ゆ
へ


し
く
お
は
し
ま
す
こ
れ
は
御
わ
た
く
し
さ
ま
に
う
ち


の
事
な
れ
は
あ
ま
た
に
も
な
か
れ
す
や
な
り
に
け
ん
又
か
き
お
と
し
て
け
る
に
や
あ
48
49
ウ
ら
ん
・
楽
所
と
を
く
て
お
ほ
つ
か
な
け
れ
は
御
前
に
御
こ
と
ゝ
も
め
す
兵
部

の
宮
ひ
は
内
の
お
と
ゝ
和
琴
さ
う
の
御
こ
と
院
の
御
ま
へ
に
ま
い
り
て
琴
は
れ
い
の
お
ほ
き
お
と
ゝ
た
ま
は
り
給
さ
る
い
み
し
き
上
手
の
す
く
れ
た
る
御
て
つ
か
ひ
と
も
の
つ
く
し
給
へ
る
ね
は
た
と
へ
ん
か
た
な
し
さ
う
か
の
殿
上
人
あ
ま
た
さ
ふ
ら
ふ
あ
な
た
う
と
あ
そ
ひ
て
つ
き
に
さ
く
ら
人
月
お
ほ
ろ
に
さ
し
い
て
ゝ
をお
か
し
き
ほ
と
に
な
か
島
の
わ
た
り
に
こ
ゝ
か
し
こ
か
ゝ
り
火
と
も
と
も
し
て
お
ほ
み
あ
そ
ひ
は
や
み
ぬ
・
夜
ふ
け
50
オ
ぬ
れ
は
か
ゝ
る
つ
ゐ
て
に
お
ほ
き
さ
い
の
宮
お
は
し
ま
す
か
た
を
よ
き
て
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
さ
せ
給
は
さ
ら
ん
も
な
さ
け
な
け
れ
は
か
へ
さ
に
わ
た
ら
せ
給
お
と
ゝ
も
ろ
と
も
に
さ
ふ
ら
ひ
給
ふ
き
さ
き
ま
ち
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
て
御
た
い
め
ん
あ
り
い
と
い
た
う
さ
た
す
き
給
ひ
に
け
る
御
け
は
ひ
に
も
こ
宮
を
お
も
ひ
い
て
き
こ
え
給
て
か
く
な
か
く
お
は
し
ま
す
た
く
ひ
も
お
は
し
ま
し
け
る
も
の
を
と
く
ち
お
し
う
お
も
ほ
す
・
い
ま
は
か
く
ふ
り
ぬ
る
よ
は
ひ
に
よ
ろ
つ
の
こ
と
わ
す
れ
侍
に
け
る
を
い
と
か
た
し
け
な
く
わ
た
り
お
は
し
ま
い
た
る
50
ウ
に
な
ん
さ
ら
に
む
か
し
の
御
世
の
こ
と
お
も
ひ
い
て
ら
れ
侍
と
う
ち
な
き
給
ふ
・
さ
る
へ
き
御
か
け
と
も
に
を
く
れ
侍
て
の
ち
春
の
け
ち
め
も
お
も
ふ
給
へ
わ
か
れ
ぬ
を
け
ふ
な
ん
な
く
さ
め
侍
ぬ
る
又


も
と
き
こ
え
給
ふ
・
をお
と
ゝ
も
さ
る
へ
き
さ
ま
に
き
こ
え
て
こ
と
さ
ら
に
さ
ふ
ら
ひ
て
な
と
き
こ
え
た
ま
ふ
の
と
や
か
な
ら
て
か
へ
ら
せ
給
ふ
ひ
ゝ
き
に
も
后
は
な
を
む
ね
う
ち
さ
は
き
て
い
か
に
お
ほ
し
い
つ
ら
ん
よ
を
た
も
ち
給
へ
き
御
す
く
せ
は
け
た
れ
ぬ
も
の
に
こ
そ
と
い
に
し
へ
を
く
ひ
お
ほ
す
・
内
侍
の
か
む
の
君
も
の
と
や
か
に
お
51
オ
ほ
し
い
つ
る
に
あ
は
れ
な
る
事
お
ほ
か
り
い
ま
も
さ
る
へ
き
お
り
風
の
つ
て
に
も
ほ
の
め
き
た
ま
ふ
事
49
た
え
さ
る
へ
し
后
は
お
ほ
や
け
に
そ
う
せ
さ
せ
さ給
ふ
こ
と
あ
る
と
き


そ
御
た
う
は
り
の
つ
か
さ
か
う
ふ
り
な
に
く
れ
の
こ
と
に
ふ
れ
つ
ゝ
御
心
に
か
な
は
ぬ
と
き
そ
い
の
○ち
な
か
く
て
か
ゝ
る
よ
の
す
ゑ
を
み
る
事
と
と
り
か
へ
さ
ま
ほ
し
う
よ
ろ
つ
お
ほ
し
む
つ
か
り
け
る
老
も
て
お
は
す
る
ま
ゝ
に
さ
か
な
さ
も
ま
さ
り
て
院
も
く
ら
へ
く
る
し
く
た
へ
か
た
く
そ
お
も
ひ
き
こ
え
給
ひ
け
る
・
か
く
て
大
か
く
の
君
そ
の
日
の
ふ
み
う
51
ウ
つ
く
し
う
つ
く
り
た
ま
う
て
進
士
に
な
り
給
ひ
ぬ
と
し
つ
も
れ
る
か
し
こ
き
も
の
と
も
を
え
ら
せ
給
し
か
と
も
き
う
た
い
の
人
わ
つ
か
に
三
人
な
ん
あ
り
け
る
秋
の
つ
か
さ
め
し
に
か
う
ふ
り
え
て
侍
従
に
な
り
給
ぬ
か
の
人
の
御
事
わ
す
る
ゝ
世
な
け
れ
と
お
と
ゝ
の
せ
ち
に
ま
も
り
き
こ
え
給
も
つ
ら
け
れ
は
わ
り
な
く
て
な
と
も
た
い
め
ん
し
給
は
す
御
せ
う
そ
こ
は
か
り
さ
り
ぬ
へ
き
た
よ
り
に
き
こ
え
給
ひ
て
か
た
み
に
心
く
る
し
き
御
な
か
な
り
・
大
殿
し
つ
か
な
る
御
す
ま
ゐ
を
お
な
し
く
は
ひ
ろ
く
見
と
こ
ろ
52
オ
あ
り
て
こ
ゝ
か
し
こ
に
て
お
ほ
つ
か
な
き
や
ま
さ
と
人
な
と
を
も
つ
と
へ
す
ま
せ
ん
の
御
心
に
て
六
条
京
極
の
わ
た
り
に
中
宮
の
ふ
る
き
宮
の
ほ
と
り
を
よ
ま
ち
を
し
め
て
つ
く
ら
せ
給
・
式
部

宮
あ
け
ん
と
し
そ
五
十
に
な
り
た
ま
ひ
け
る
を
御
賀
の
事
た
い
の
う
へ
お
ほ
し
ま
う
く
る
に
お
と
ゝ
も
け
に
す
く
し
か
た
き
事
と
も
な
り
と
お
ほ
し
て
さ
や
う
の
御
い
そ
き
も
お
な
し
く
は
め
つ
ら
し
か
ら
む
御
い
ゑ
ゐ
に
て
と
い
そ
か
せ
給
ふ
・
と
し
か
へ
り
て
は
ま
し
て
こ
の
御
い
そ
き
の
こ
と
御
と
し
み
の
こ
と
か
く
52
ウ
人
ま
ひ
人
の
さ
た
め
な
と
を
御
心
に
い
れ
て
い
と
な
み
た
ま
ふ
経
仏
ほ
う
し
の
ひ
の
御
さ
う
そ
く
ろ
く
と
も
な
と
を
な
ん
う
へ
は
い
そ
か
せ
給
け
る
ひ
む
か
し
の
院
に
も
わ
け
て
し
た
ま
ふ
事
と
も
あ
り
御
な
か
ら
ひ
ま
し
て
い
と
み
や
ひ
か
に
き
こ
え
か
は
し
て
50
な
ん
す
く
し
給
ひ
け
る
世
中
ひ
ゝ
き
ゆ
す
れ
る
御
い
そ
き
な
る
を
式
部

宮
に
も
き
こ
し
め
し
て
と
し
こ
ろ
世
中
に
は
あ
ま
ね
き
御
心
な
れ
と
こ
の
わ
た
り
を
は
あ
や
に
く
に
な
さ
け
な
く
こ
と
に
ふ
れ
て
は
し
た
な
め
宮
人
を
も
御
よ
う
い
な
く
う
れ
は
し
53
オ
き
事
の
み
お
ほ
か
る
に
つ
ら
し
と
思
を
き
給
事
こ
そ
は
あ
り
け
め
と
い
と
をお
し
く
も
か
ら
く
も
お
ほ
し
け
る
○を
か
く
あ
ま
た
か
ゝ
つ
ら
ひ
給
へ
る
人


お
ほ
か
る
な
か
に
と
り
わ
き
た
る
御
お
も
ひ
す
く
れ
て
世
に
心
に
く
く
め
て
た
き
こ
と
に
思
ひ
か
し
つ
か
れ
給
へ
る
御
す
く
せ
を
そ
わ
か
い
ゑ
ま
て
は
に
ほ
ひ
こ
ね
と
め
い
ほ
く
に
お
ほ
す
に
又
か
く
こ
の
世
に
あ
ま
る
ま
て
ひ
ひ
か
し
い
と
な
み
給
ふ
は
お
ほ
え
ぬ
よ
は
ひ
の
す
ゑ
の
さ
か
え
に
も
あ
る
へ
き
か
な
と
よ
ろ
こ
ひ
○の
給
ふ
を
北
方
は
心
ゆ
か
す
も
の
し
と
の
み
お
ほ
し
た
り
女
御
53
ウ
の
御
ま
し
ら
ひ
の
ほ
と
な
と
に
も
お
と
ゝ
の
御
よ
う
い
な
き
や
う
な
る
を
い
よ


う
ら
め
し
と
思
ひ
し
み
給
へ
る
な
る
へ
し
・
八
月
に
そ
六
条
院
つ
く
り
は
て
て
わ
た
り
給
ひ
つ
し
さ
る
の
ま
ち
は
中
宮
の
御
ふ
る
宮
な
れ
は
や
か
て
お
は
し
ま
す
へ
し
た
つ
み
に
は
と
の
ゝ
お
は
す
へ
き
ま
ち
な
り
し
○うし
と
ら
は
ひ
む
か
し
の
院
に
す
み
給
ふ
た
い
の
御
か
た
い
ぬ
ゐ
の
ま
ち
は
あ
か
し
の
御
方
と
お
ほ
し
おを
き
て
さ
せ
給
へ
り
も
と
あ
り
け
る
池
山
を
も
ひ
ん
な
き
所
な
る
を
は
く
つ
し
か
へ
て
水
の
お
も
む
き
や
ま
の
54
オ
を
き
て
を
あ
ら
た
め
て
さ
ま


に
御
か
た


の
御
ね
か
い
の
心
は
へ
を
つ
く
ら
せ
給
へ
り
み
な
み
の
ひ
む
か
し
は
山
た
か
く
春
の
花
の
木
か
す
を
つ
く
し
て
う
へ
い
け
の
さ
ま
お
も
し
ろ
く
す
く
れ
て
お
ま
へ
ち
か
き
せ
ん
さ
い
五
よ
う
こ
う
は
い
桜
ふ
ち
や
ま
ふ
き
い
は
つ
ゝ
し
な
と
や
う
の
は
る
の
も
て
あ
そ
ひ
を
わ
さ
と
は
う
へ
て
秋
の
せ
ん
さ
い
を
は
む
ら


ほ
の
か
に
ま
せ
た
り
中
宮
の
御
ま
ち
を
は
も
と
の
山
に
紅
葉
の
色
こ
か
る
51
へ
き
う
へ
木
と
も
を
う
へ
い
つ
み
の
水
と
を
く
す
ま
ま
し
や
り
水
の
を
と
ま
さ
る
へ
き
い
は
を
た
て
54
ウ
く
は
へ
た
き
お
と
し
て
秋
の
野
を
は
る
か
に
つ
く
り
た
る
そ
の
こ
ろ
に
あ
ひ
て
さ
か
り
に
さ
き
み
た
れ
た
り
さ
か
野
大
井
の
わ
た
り
の
野
山
む
と
く
に
け
を
さ
れ
た
る
秋
な
り
き
た
の
ひ
ん
か
し
は
す
ゝ
し
け
な
る
い
つ
み
あ
り
て
な
つ
の
か
け
に
よ
れ
り
ま
へ
ち
か
き
せ
ん
さ
い
く
れ
竹
し
た
風
す
ゝ
し
か
る
へ
く
木
た
か
き
も
り
の
や
う
な
る
木
と
も
木
ふ
か
く
お
も
し
ろ
く
山
さ
と
め
き
て
卯
花
か
き
ね
こ
と
さ
ら
に
し
わ
た
し
て
む
か
し
お
ほ
ゆ
る
花
た
ち
は
な
な
て
し
こ
さ
う
ひ
く
た
に
な
と
や
う
の
花
の
く
さ


を
う
へ
55
オ
て
春
秋
の
木
草
そ
の
な
か
に
う
ち
ま
せ
た
り
ひ
む
か
し
お
も
て
は
わ
け
て
む
ま
は
の
お
と
ゝ
つ
く
り
ら
ち
ゆ
ひ
て
五
月
の
御
あ
そ
ひ
所
に
て
水
の
ほ
と
り
に
さ
う
ふ
う
へ
し
け
ら
せ
て
む
か
ひ
に
み
ま
や
し
て
よ
に
な
き
上
め
と
も
を
と
ゝ
の
へ
た
て
たさ
せ
た
ま
へ
り
に
し
の
ま
ち
は
き
た
お
も
て
つ
き
わ
け
て
み
く
ら
ま
ち
な
り
へ
た
て
の
か
き
に
松
の
木
し
け
く
雪
を
も
て
あ
そ
は
ん
た
よ
り
に
よ
せ
た
り
冬
の
は
し
め
朝
霜
む
す
ふ
へ
き
菊
の
ま
か
き
わ
れ
は
か
ほ
な
る
は
ゝ
そ
原
お
さ


名
も
し
ら
ぬ
み
山
55
ウ
木
と
も
の
こ
ふ
か
き
な
と
を
う
つ
し
う
へ
た
り
ひ
か
む
の
こ
ろ
をほ
ひ
わ
た
り
た
ま
ふ
ひ
と
た
ひ
に
と
さ
た
め
さ
せ
た
ま
ひ
し
か
と
さ
は
か
し
き
や
う
な
り
と
て
中
宮
は
す
こ
し
の
へ
さ
せ
た
ま
ふ
れ
い
の
○おい
ら
か
に
け
し
き
は
ま
ぬ
花
ち
る
さ
と
そ
其
夜
そ
ひ
て
う
つ
ろ
ひ
給
ふ
春
の
御
し
つ
ら
ひ
は
こ
の
こ
ろ
に
あ
は
ね
と
い
と
心
こ
と
な
り
御
く
る
ま
十
五
御
前
四
位
五
位
か
ち
に
て
六
位
殿
上
人
な
と
は
さ
る
へ
き
か
き
り
を
え
ら
せ
給
へ
り
こ
ち
た
き
ほ
と
に
は
あ
ら
す
世
の
そ
し
り
も
や
と
は
ふ
き
給
へ
れ
は
な
に
事
も
お
と
ろ


し
う
い
か
め
し
56
オ
52
き
事
は
な
し
い
ま
ひ
と
か
た
の
御
け
し
き
も
お
さ


お
と
し
た
ま
いは
て
侍
従
の
君
そ
ひ
て
そ
な
た
は
も
て
か
し
つ
き
た
ま
へ
は
け
に
か
う
も
あ
る
へ
き
こ
と
な
り
け
り
と
み
え
た
り
女
は
う
の
さ
う
し
ま
ち
と
も
あ
て


の
こ
ま
け
そ
お
ほ
か
た
の
こ
と
は
り
も
め
て
た
か
り
け
る
・
五
六
日
す
き
て
中
宮
ま
か
て
さ
せ
給
ふ
こ
の
御
き
し
き
は
た
さ
は
い
へ
と
い
と
所
せ
し
御
さ
い
は
い
の
す
く
れ
た
ま
へ
り
け
る
を
は
さ
る
物
に
て
御
あ
り
さ
ま
の
心
に
く
ゝ
をお
も
り
か
に
お
は
し
ま
せ
は
世
に
を
も
く
お
も
は
れ
給
へ
る
事
す
く
れ
て
な
ん
お
は
し
ま
し
け
る
こ
の
ま
ち


の
な
か
の
へ
た
て
に
は
へ
い
と
も
ら
う
な
と
を
と
か
く
ゆ
き
か
よ
は
し
て
け
ち
か
く
をお
か
し
き
あ
は
ひ
に
し
な
し
給
へ
り56
ウ
な
か
月
に
な
れ
は
紅
葉
む
ら


色
つ
き
て
宮
の
御
ま
へ
え
も
い
は
す
お
も
し
ろ
し
風
う
ち
ふ
き
た
る
夕
く
れ
に
御
は
こ
の
ふ
た
に
色


の
花
紅
葉
を
こ
き
ま
せ
て
こ
な
た
に
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
お
ほ
き
や
か
な
る
わ
ら
は
の
こ
き
あ
こ
め
し
お
ん
の
を
り
も
の
か
さ
ね
て
あ
か
く
ち
は
の
う
す
物
の
か
さ
み
い
と
い
た
う
な
れ
て
ら
う
わ
た
と
の
ゝ
そ
り
は
し
を
わ
た
り
て
ま
い
る
う
る
は
し
き
き
し
き
な
れ
と
わ
ら
は
の
お
か
し
き
を
な
ん
え
お
ほ
し
す
て
さ
り
け
る
さ
る
所
に
さ
ふ
ら
ひ
な
れ
た
れ
は
も
て
な
し
あ
り
さ
ま
ほ
か
に
は
に
す
こ
の
ま
し
う
をお
か
し
御
せ
う
そ
こ
に
は
心
か
ら
春
ま
つ
そ
の
は
わ
か
や
と
の
紅
葉
を
か
せ
の
57
オ
つ
て
に
た
に
見
よ
わ
か
き
人


御
つ
か
ひ
も
て
は
や
す
さ
ま
と
も
をお
か
し
御
返
は
こ
の
御
は
こ
の
ふ
た
に
こ
け
し
き
い
は
ほ
な
と
の
心
は
へ
し
て
五
よ
う
の
枝
に
風
に
ち
る
紅
葉
は
か
ろ
し
春
の
色
を
い
は
ね
の
松
に
か
け
て
こ
そ
見
め
こ
の
岩
ね
の
松
も
こ
ま
か
に
み
れ
は
え
な
ら
ぬ
つ
く
り
事
と
も
な
り
か
く
と
り
あ
へ
す
お
も
ひ
よ
り
給
へ
る
ゆ
へ


し
さ
な
と
をお
か
し
く
御
ら
ん
す
御
ま
へ
な
る
人


も
め
て
あ
へ
り
お
と
ゝ
こ
の
紅
葉
の
御
せ
う
そ
こ
い
と
ね
た
け
な
め
り
春
の
花
さ
か
り
に
こ
の
御
い
ら
へ
は
き
こ
え
給
へ
こ
の
こ
ろ
紅
葉
を
い
ひ
く
た
さ
ん
は
立
田
ひ
め
の
お
も
は
ん
事
も
あ
る
を
さ
し
し
そ
き
て
花
の
57
ウ
か
け
に
立
か
く
れ
て
こ
そ
つ
よ
き
事
は
い
て
こ
め
と
き
こ
え
給
も
い
と
わ
か
や
か
に
つ
き
せ
ぬ
御
あ
り
さ
ま
の
見
所
お
ほ
か
る
に
い
と
ゝ
お
も
ふ
や
う
な
る
御
す
ま
ゐ
に
て
き
こ
え
か
よ
は
し
給
53
ふ
・
大
井
の
御
か
た
は
か
う
か
た


の
御
う
つ
ろ
ひ
さ
た
ま
り
て
か
す
な
ら
ぬ
人
は
い
つ
と
な
く
ま
き
ら
は
さ
む
と
お
ほ
し
て
神
な
月
に
な
ん
わ
た
り
給
け
る
御
し
つ
ら
ひ
こ
と
の
あ
り
さ
ま
お
と
ら
す
し
て
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
給
ふ
ひ
め
君
の
御
た
め
を
お
ほ
せ
は
お
ほ
か
た
の
さ
ほ
う
も
け
ち
め
こ
よ
な
か
ら
す
い
と
も
の
も
の
し
く
も
て
な
さ
せ
た
ま
へ
り
58
オ
54
(
玉
か
つ
ら)
年
月
へ
た
ゝ
り
ぬ
れ
と
あ
か
さ
り
し
夕
か
ほ
を
露
わ
す
れ
給
は
す
心


な
る
人
の
有
さ
ま
と
も
を
見
給
か
さ
ぬ
る
に
つ
け
て
も
あ
ら
ま
し
か
は
と
あ
は
れ
に
く
ち
お
し
く
の
み
お
ほ
し
い
つ
右
近
は
な
に
の
人
か
す
な
ら
ね
と
な
を
そ
の
か
た
見
と
み
給
て
ら
う
た
き
物
に
覚
し
た
れ
は
ふ
る
人
の
か
す
に
つ
か
ふ
ま
つ
り
な
れ
た
り
須
磨
の
御
う
つ
ろ
ひ
の
ほ
と
に
た
い
の
う
へ
の
御
か
た
に
み
な
人
々
き
こ
え
わ
た
し
給
し
ほ
と
よ
り
そ
な
た
に
さ
ふ
ら
ふ
心
よ
く
か
い
ひ
そ
め
た
る
物
に
女
君
も
お
ほ
し
た
れ
と
１
オ
心
の
う
ち
に
は
こ
君
も
の
し
給
は
ま
し
か
は
あ
か
し
の
御
か
た
は
か
り
の
お
ほ
え
に
は
をお
と
り
給
は
さ
ら
ま
し
さ
し
も
ふ
か
き
御
心
さ
し
な
か
り
け
る
を
た
に
お
と
し
あ
ふ
さ
す
と
り
し
た
ゝ
め
給
御
心
な
か
さ
な
り
け
れ
は
や
む
こ
と
な
き
つ
ら
に
こ
そ
あ
ら
さ
ら
め
こ
の
御
と
の
う
つ
り
の
か
す
の
う
ち
に
は
ま
し
ら
ひ
給
な
ま
し
と
思
ふ
に
あ
か
す
か
な
し
く
な
む
思
け
る
・
か
の
西
の
京
に
と
と
ま
り
し
わ
か
君
を
た
に
行
ゑ
も
し
ら
す
ひ
と
へ
に
物
を
思
つ
ゝ
み
又
い
ま
さ
ら
に
か
ひ
な
き
こ
と
に
よ
り
て
わ
か
名
も
１
ウ
ら
す
な
と
く
ち
か
た
め
給
し
を
は
ゝ
か
り
き
こ
え
て
た
つ
ね
て
も
を
と
つ
れ
き
こ
え
さ
り
し
ほ
と
に
そ
の
御
め
の
と
の
お
と
こ
少
弐
に
な
り
て
い
き
け
れ
は
く
た
り
に
け
り
か
の
わ
か
君
の
よ
つ
に
な
る
と
し
そ
つ
く
し
へ
は
い
き
け
る
は
ゝ
君
の
御
ゆ
く
ゑ
を
し
ら
ん
と
よ
ろ
つ
の
神
仏
に
申
て
よ
る
ひ
る
○なき
こ
ひ
て
さ
る
へ
き
所
々
を
た
つ
ね
き
こ
え
け
れ
と
つ
ゐ
に
え
き
ゝ
出
す
さ
ら
は
い
か
ゝ
は
せ
む
わ
か
君
を
た
に
こ
そ
は
御
か
た
み
に
見
奉
ら
め
あ
や
し
き
み
に
そ
へ
奉
て
は
る
か
な
る
ほ
と
に
お
は
せ
む
２
オ
55
こ
と
の
か
な
し
き
こ
と
猶
ち
ゝ
君
に
ほ
の
め
か
さ
ん
と
思
ひ
け
れ
と
さ
る
へ
き
た
よ
り
も
な
き
う
ち
に
は
は
君
の
お
は
し
け
ん
か
た
も
し
ら
す
た
つ
ね
と
ひ
給
は
ゝ
い
か
ゝ
き
こ
え
む
ま
た
よ
く
も
み
な
れ
給
は
ぬ
に
お
さ
な
き
人
を
と
ゝ
め
奉
り
給
は
ん
も
う
し
ろ
め
た
か
る
へ
し
し
り
な
か
ら
は
た
ゐ
て
く
た
り
ねね
と
ゆ
る
し
給
へ
き
に
も
あ
ら
す
な
と
を
の
か
し
ゝ
か
た
ら
ひ
あ
は
せ
て
い
と
う
つ
く
し
う
た
ゝ
い
ま
か
ら
け
た
か
く
き
よ
ら
な
る
御
さ
ま
を
こ
と
な
る
し
つ
ら
ひ
な
き
舟
に
の
せ
て
こ
き
出
る
ほ
と
は
い
と
あ
は
れ
に
２
ウ
な
ん
お
ほ
え
け
る
お
さ
な
き
心
ち
に
は
ゝ
君
を
わ
す
れ
す
お
り


に
は
ゝ
の
御
も
と
へ
い
く
か
と
と
ひ
給
に
つ
け
て
涙
た
ゆ
る
時
な
く
む
す
め
と
も
ゝ
思
こ
か
る
ゝ
を
舟ナ
み
ち
ゆ
ゝ
し
と
か
つ
は
い
さ
め
け
り
・
お
も
し
ろ
き
所


を
見
つ
ゝ
心
わ
か
う
お
は
せ
し
物
を
か
ゝ
る
道
を
も
み
せ
奉
る
物
に
も
か
な
お
は
せ
ま
し
か
は
我
ら
は
く
た
ら
さ
ら
ま
し
と
京
の
か
た
を
思
や
ら
る
ゝ
に
か
へ
りる
浪
も
う
ら
や
ま
し
く
心
ほ
そ
き
に
ふ
るな
こ
と
も
の
あ
ら


し
き
こ
ゑ
に
て
う
ら
か
な
し
く
も
遠
く
き
に
け
る
か
な
と
う
た
ふ
を
き
３
オ
く
ま
ゝ
に
ふ
た
り
さ
し
む
か
ひ
て
な
き
け
り
舟
人
も
誰
を
こ
ふ
と
か
お
ほ
し
ま
の
う
ら
か
な
し
け
に
声
の
き
こ
ゆ
る
こ
し
か
た
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
お
き
に
出
て
あ
は
れ
い
つ
く
に
君
を
こ
ふ
ら
ん
ひ
な
の
わ
か
れ
に
を
の
か
し
し
心
を
や
り
て
い
ひ
け
る
か
ね
の
み
さ
き
を
過
て
我
は
わ
す
れ
す
な
と
よ
と
ゝ
も
の
こ
と
く
さ
に
な
り
て
か
し
こ
に
い
た
り
つ
き
て
は
ま
い
て
は
る
か
な
る
ほ
と
を
思
ひ
や
り
て
こ
ひ
な
き
て
此
君
を
か
し
つ
き
物
に
て
あ
か
し
く
ら
す
・
夢
な
と
に
玉
さ
か
に
見
え
３
ウ
給
時
な
と
も
あ
り
お
な
し
さ
ま
な
る
女
な
と
そ
ひ
給ふ
て
み
え
給
へ
は
な
こ
り
心
ち
○あ
や
し
く
な
や
み
な
と
し
け
れ
は
な
を
よ
に
な
く
な
り
給
に
け
る
56
な
め
り
と
思
ひ
な
る
も
い
み
し
く
の
み
な
ん
・
少
弐
に
ん
は
て
ゝ
の
ほ
り
な
ん
と
す
る
に
は
る
け
き
ほ
と
に
こ
と
な
る
い
き
ほ
ひ
な
き
人
は
た
ゆ
た
ひ
つ
ゝ
す
か


し
く
も
出
た
ゝた
ぬ
ほ
と
に
お
も
き
や
ま
ひ
し
て
し
な
ん
と
す
る
心
ち
に
も
こ
の
君
の
と
を
は
か
り
に
も
な
り
給
へ
る
さ
ま
の
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
お
か
し
け
な
る
を
見
奉
り
て
我
さ
へ
４
オ
う
ち
す
て
奉
り
て
い
か
な
る
さ
ま
に
は
ふ
れ
給
は
む
と
す
ら
ん
あ
や
し
き
所
に
をお
ひ
出
給
も
か
た
し
け
な
く
思
き
こ
ゆ
れ
と
い
つ
し
か
も
京
に
ゐ
て
奉
り
て
さ
る
へ
き
人
に
も
し
ら
せ
奉
ら
む
に
も
都
は
ひ
ろ
き
所
な
れ
は
い
と
心
や
す
か
る
へ
し
と
思
い
そ
き
つ
る
を
こ
ゝ
な
か
ら
命
た
へえ
す
成
ぬ
る
こ
と
と
う
し
ろ
め
た
か
る
お
の
こ
ゝ
三
人
あ
る
に
た
ゝ
此
姫
君
京
に
ゐ
て
奉
る
へ
き
こ
と
を
思
へ
わ
か
身
の
け
う
を
は
な
思
そ
と
な
ん
い
ひ
を
き
け
る
そ
の
人
の
御
こ
と
は
た
ち
の
人
に
も
し
ら
せ
す
た
ゝ
４
ウ
む
ま
こ
の
か
し
つ
く
へ
き
ゆ
へ
あ
る
と
そ
い
ひ
な
し
け
れ
は
人
に
み
せ
す
か
き
り
な
く
か
し
つ
き
き
こ
ゆ
る
ほ
と
に
に
は
か
に
う
せ
ぬ
れ
は
哀
に
心
ほ
そ
く
て
た
ゝ
京
の
い
て
た
ち
を
す
れ
と
こ
の
少
弐
の
な
か
あ
し
か
り
け
る
く
に
の
人
お
ほ
く
な
と
し
て
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
お
ち
は
ゝ
か
り
て
我
に
も
あ
ら
て
年
を
す
く
す
に
此
君
ね
ひ
と
ゝ
の
ひ
給
ま
ゝ
に
は
ゝ
君
よ
り
も
ま
さ
り
て
き
よ
ら
に
ち
ゝ
お
と
ゝ
の
す
ち
さ
へ
く
は
ゝ
れ
は
に
や
し
な
た
か
く
う
つ
く
し
け
な
り
心
は
せ
お
ほ
と
か
に
あ
５
オ
ら
ま
ほ
し
う
も
の
し
給
き
ゝ
つ
い
つ
ゝ
す
い
た
る
ゐ
な
か
人
と
も
心
か
け
せ
う
そ
く
か
る
い
と
お
ほ
か
り
ゆ
ゝ
し
く
め
さ
ま
し
く
お
ほ
ゆ
れ
は
た
れ
た
れ
も
き
ゝ
入
す
か
た
ち
な
と
は
さ
て
も
有
ぬ
へ
け
れ
と
い
み
し
き
か
た
は
の
あ
れ
は
人
に
も
み
せ
す
あ
ま
な
(
ッ
マ)
な
し
て
わ
か
よ
の
か
き
り
は
も
た
ら
む
と
57
い
ひ
ち
ら
し
た
れ
は
こ
少
弐
の
む
ま
こ
は
か
た
は
な
ん
あ
ん
な
る
あ
た
ら
物
を
と
い
ふ
き
く
も
ゆ
ゝ
し
く
い
か
さ
ま
に
し
て
都
に
ゐ
て
奉
り
て
ち
ゝ
お
と
ゝ
に
し
ら
せ
奉
ら
む
い
と
き
な
き
ほ
と
を
い
と
５
ウ
ら
う
た
し
と
思
き
こ
え
給
へ
り
し
か
は
さ
り
と
も
を
ろ
か
に
は
思
す
て
き
こ
え
給
は
し
な
と
い
ひ
な
け
く
仏
神
に
願
を
た
て
ゝ
な
ん
ね
ん
し
け
る
・
む
す
め
と
も
ゝ
お
の
こ
と
も
ゝ
所
に
つ
け
た
る
よ
す
か
と
も
出
き
て
す
み
つ
き
に
た
り
心
の
う
ち
に
こ
そ
い
そ
き
思
へ
と
京
の
こ
と
は
い
や
と
を
さ
か
る
や
う
に
へ
た
ゝ
り
ゆ
く
物
覚
し
し
る
ま
ゝ
に
よ
を
い
と
う
き
物
に
覚
し
て
年
三
な
と
し
給
廿
は
か
り
に
な
り
給
ま
ゝ
に
お
い
と
ゝ
の
ほ
り
て
い
と
あ
た
ら
し
く
め
て
た
し
こ
の
す
む
６
オ
所
は
ひ
せ
ん
の
く
に
と
そ
い
ひ
け
る
そ
の
わ
た
り
に
も
い
さ
ゝ
か
よ
し
あ
る
人
は
ま
つ
こ
の
少
弐
の
む
ま
こ
の
有
さ
ま
を
き
ゝ
つ
た
へ
て
な
を
た
え
す
を
と
つ
れ
く
る
も
い
と
い
み
し
う
み
ゝ
か
し
か
ま
し
き
ま
て
な
む
・
大
夫
の
け
む
と
て
ひ
こ
の
く
に
ゝ
は
そ
う
ひ
ろ
く
て
か
し
こ
に
つ
け
て
は
お
ほ
え
あ
り
い
き
お
ひ
い
か
め
し
き
つ
は
物
有
け
り
む
く
つ
け
き
心
の
な
か
に
い
さ
ゝ
か
す
き
た
る
心
の
ま
し
り
て
か
た
ち
あ
る
女
を
あ
つ
め
て
み
む
と
思
け
る
此
姫
君
を
き
ゝ
つ
け
て
い
み
し
６
ウ
き
か
た
わ
あ
り
と
も
我
は
み
か
く
し
て
も
た
ら
ん
と
い
と
ね
ん
比
に
い
ひ
か
ゝ
る
を
い
と
む
く
つ
け
く
思
て
い
か
て
か
ゝ
る
こ
と
を
き
か
て
あ
ま
に
成
な
む
と
す
と
い
は
せ
た
り
け
れ
は
い
よ


あ
や
う
か
り
て
を
し
て
こ
の
国
に
こ
え
き
ぬ
こ
の
お
の
○こ
と
も
を
よ
ひ
と
り
て
か
た
ら
ふ
こ
と
は
思
ふ
さ
ま
に
な
り
な
は
お
な
し
心
に
い
き
ほ
ひ
を
か
は
す
へ
き
こ
と
な
と
か
た
ら
ふ
に
ふ
た
り
は
お
も
む
き
に
け
り
し
は
し
こ
そ
に
け
な
く
あ
は
れ
と
思
き
こ
え
け
れ
58
を
の


わ
か
身
の
よ
る
へ
と
た
の
ま
ん
に
い
と
た
７
オ
の
も
し
き
人
な
り
こ
れ
に
あ
し
く
せ
ら
れ
て
は
此
ち
か
き
せ
か
い
に
は
め
く
ら
ひ
な
ん
や
よ
き
人
の
御
す
ち
と
い
ふ
と
も
お
や
に
か
す
ま
へ
ら
れ
奉
ら
す
よ
に
し
ら
れ
て
は
な
に
の
か
ひ
か
は
あ
ら
ん
こ
の
人
の
か
く
ね
ん
比
に
き
こ
え
給
へ
る
こ
そ
い
ま
は
御
さ
い
わは
ひ
な
れ
さ
る
へ
き
に
て
こ
そ
は
か
ゝ
る
せ
か
ひ
に
も
お
は
し
け
め
に
け
か
く
れ
給
と
も
な
に
の
た
け
き
こ
と
か
は
あ
ら
ん
ま
け
し
た
ま
し
ゐ
に
い
か
り
な
は
せ
ぬ
こ
と
ゝ
も
し
い
て
ん
と
い
ひ
お
と
せ
は
い
と
い
み
し
と
き
ゝ
て
な
か
の
こ
の
か
み
な
る
ふ
こ
７
ウ
の
す
け
な
ん
な
を
い
と
た
い


し
く
あ
た
ら
し
き
こ
と
な
り
こ
少
弐
の
の
給
ひ
し
こ
と
も
あ
り
と
か
く
か
ま
へ
て
京
に
あ
け
奉
り
て
む
と
い
ふ
む
す
め
と
も
ゝ
な
き
ま
と
ひ
て
は
ゝ
君
の
か
ひ
な
く
て
さ
す
ら
へ
給
て
行
ゑ
を
た
に
し
ら
ぬ
か
は
り
に
人
な
み


に
て
見
奉
ら
む
と
こ
そ
思
ふ
に
さ
る
物
の
な
か
に
ま
し
り
給
な
ん
こ
と
ゝ
思
な
け
く
を
も
し
ら
て
我
は
い
と
覚
え
た
か
き
身
と
思
ひ
て
ふ
み
な
と
か
き
て
を
こ
す
て
な
と
き
た
な
け
な
う
か
き
て
か
ら
の
し
き
し
か
う
は
し
８
オ
き
か
う
に
い
れ
し
め
つ
ゝ
お
か
し
く
か
き
た
り
と
た
み
た
り
イ
思
た
る
こ
と
葉
そ
い
と
た
ちら
さ
り
け
る
み
つ
か
ら
も
こ
の
家
の
し
ら
う
を
か
た
ら
ひ
と
り
て
う
ち
つ
れ
て
き
た
り
三
十
は
か
り
な
る
お
の
こ
の
た
け
た
か
く
物


し
く
ふ
と
り
て
き
た
な
け
れ
と
思
ひ
な
し
う
と
ま
し
く
あ
ら
ら
か
な
る
ふ
る
ま
ひ
な
と
み
る
も
ゆ
ゝ
し
く
お
ほ
ゆ
色
あ
ひ
心
地
よ
け
に
こ
ゑ
い
た
う
か
れ
て
さ
へ
つ
り
ゐ
た
り
け
さ
う
人
は
よ
に
か
く
れ
た
る
を
こ
そ
よ
は
ひ
と
は
い
ひ
け
れ
さ
ま
か
へ
た
る
春
の
夕
く
れ
な
り
秋
な
ら
ね
と
８
ウ
も
あ
や
し
か
り
け
り
と
み
ゆ
心
を
ヘや
ふ
ら
し
と
59
て
をお
は
お
と
ゝ
い
て
あ
ふ
こ
少
弐
の
い
と
な
さ
け
ひ
き
ら


し
く
物
し
給
し
を
い
か
て
か
あ
ひ
か
た
ら
ひ
申
さ
む
と
思
給
○へ
し
か
と
も
さ
る
心
さ
し
を
も
見
せ
き
こ
え
す
侍
し
程
に
い
と
か
な
し
く
て
か
く
れ
給
に
し
を
そ
の
か
は
り
に
い
か
う
に
つ
か
う
ま
つ
る
へ
く
な
ん
心
さ
し
を
は
け
ま
し
て
け
ふ
は
い
と
ひ
た
ふ
る
に
し
ゐ
て
さ
ふ
ら
ひ
つ
る
こ
の
お
は
し
ま
す
ら
ん
女
君
す
ち
こ
と
に
う
け
給
は
れ
は
い
と
か
た
し
け
な
し
た
ゝ
な
に
か
し
ら
か
わ
た
く
し
の
君
と
９
オ
思
ま
う
し
て
い
た
ゝ
き
に
な
ん
さ
ゝ
け
奉
る
へ
き
お
と
ゝ
も
し
ふ


に
お
は
し
け
な
る
事
は
よ
か
ら
ぬ
女
な
と
も
あ
ま
た
あ
ひ
し
り
て
侍
を
き
こ
し
め
し
う
と
む
な
ゝ
り
さ
り
と
も
す
や
つ
は
ら
を
ひ
と
し
な
み
に
は
し
侍
な
ん
や
わ
か
君
を
は
き
さ
(
マ
マ)
の
く
ら
ゐ
に
お
と
し
奉
ら
し
物
を
や
な
と
い
と
よ
け
に
い
ひ
つ
ゝ
く
い
か
ゝ
は
か
く
の
給
を
い
と
さ
い
わは
い
あ
り
と
は
お
も
ひ
給
ふ
る
を
す
く
せ
つ
た
な
き
人
に
や
侍
ら
む
思
は
ゝ
か
る
こ
と
侍
り
て
い
か
て
か
人
に
御
覧
せ
ら
れ
む
と
人
し
れ
す
な
け
き
９
ウ
侍
め
れ
は
心
く
る
し
う
見
給
へ
わ
つ
ら
ひ
ぬ
る
と
い
ふ
さ
ら
に
な
覚
し
は
ゝ
か
り
そ
天
下
に
め
つ
ふ
れ
あ
し
をお
れ
給
へ
り
と
も
何
か
し
は
つ
か
う
ま
つ
り
や
め
て
ん
国
の
う
ち
の
仏
神
は
を
の
れ
に
な
ん
な
ひ
き
給
へ
る
な
と
ほ
こ
り
ゐ
た
り
そ
の
ひ
は
か
り
と
い
ふ
に
こ
の
月
は
き
の
は
て
な
り
○なと
ゐ
な
か
ひ
た
る
こ
と
を
い
ひ
の
か
る
お
り
て
い
く
き
は
に
う
た
よ
ま
ゝ
ほ
し
か
り
け
れ
は
や
ゝ
ひ
さ
し
う
思
め
く
ら
し
て
君
に
も
も
し
イ
し
心
た
か
は
ゝ
ま
つ
ら
な
る
か
ゝ
み
の
神
を
か
け
て
ち
か
は
ん
こ
の
和
哥
は
つ
か
う
ま
つ
り
た
り
10
オ
と
な
ん
思
ひ
給ふ
る
と
な
ん
う
ち
ゑ
み
た
る
も
よ
つ
か
す
う
ゐ


し
や
あ
れ
に
も
あ
ら
ね
は
か
へ
し
す
へ
く
も
お
も
は
ね
と
む
す
め
と
も
に
よ
ま
す
れ
と
ま
ろ
は
ま
し
て
物
も
覚
え
す
と
て
ゐ
60
た
れ
は
い
と
ひ
さ
し
き
に
思
わ
つ
ら
ひ
て
う
ち
お
も
ひ
け
る
ま
ゝ
に
年
を
へ
て
い
の
る
心
の
た
か
ひ
な
は
か
ゝ
み
の
神
を
つ
ら
し
と
や
み
む
と
わ
な
ゝ
か
し
出
た
る
を
まいイ
て
や
こ
は
い
か
に
お
ほ
さ
る
ゝ
と
ゆ
く
り
か
に
よ
り
き
た
る
け
は
ひ
に
お
ひ
え
て
お
と
ゝ
色
も
な
く
10
ウ
成
ぬ
む
す
め
た
ち
は
さ
は
い
へ
と
心
つ
よ
く
わ
ら
ひ
て
此
人
の
さ
ま
こ
と
に
物
し
給
を
ひ
き
た
か
へ
侍
ら
は
つ
ら
く
つ
ら
く
イ
思
は
れ
ん
を
猶
ほ
け


し
き
人
の
か
み
か
け
て
き
こ
え
ひ
か
め
給
な
め
り
や
と
ゝ
き
き
か
す
お
い
さ
り


と
う
な
つ
き
て
お
か
し
き
御
く
ち
つ
き
か
な
な
に
か
し
ら
ゐ
中
ひ
た
り
と
い
ふ
な
こ
そ
侍
れ
く
ち
お
し
き
た
み
に
は
侍
ら
す
都
の
人
と
て
も
な
に
は
か
り
か
あ
ら
ん
み
な
し
り
て
侍
り
な
を
な
覚
し
あ
な
つ
り
そ
と
て
ま
た
よ
ま
む
と
思
つ
れ
と
も
た
へ
す
や
あ
り
11
オ
け
む
い
ぬ
め
り
・
し
ら
う
か
か
た
ら
ひ
と
ら
れ
た
る
も
い
と
お
そ
ろ
し
く
心
う
く
て
此
ふ
こ
の
す
け
を
せ
む
れ
は
い
か
ゝ
は
つ
か
う
ま
つ
る
へ
か
ら
む
か
た
ら
ひ
あ
は
す
へ
き
人
も
な
し
ま
れ
ま
れ
の
は
ら
か
ら
は
こ
の
け
ん
に
お
な
し
心
な
ら
す
と
て
な
か
た
か
ひ
に
た
り
こ
の
け
ん
に
あ
た
ま
れ
て
は
い
さ
さ
か
の
身
み
し
ろ
き
せ
む
も
所
せ
く
な
む
あ
る
へ
き
な
か


な
る
め
を
や
み
む
と
思
ひ
わ
つ
ら
ひ
に
た
れ
と
姫
君
の
人
し
れ
す
お
ほ
い
た
る
さ
ま
の
い
と
心
く
る
し
く
て
い
き
た
ら
し
と
11
ウ
思
し
つ
み
給
へ
る
こ
と
は
り
と
お
ほ
ゆ
れ
は
い
み
し
き
こ
と
を
思
か
ま
へ
て
出
た
つ
い
も
う
と
た
ち
も
と
し
比
へ
ぬ
る
よ
る
へ
を
す
て
ゝ
こ
の
御
と
も
に
出
た
つ
あ
て
き
と
い
ひ
し
は
い
ま
は
兵
部
の
君
と
い
ふ
そ
そ
ひ
て
よ
る
に
け
出
て
舟
に
の
り
に
け
る
・
大
夫
の
け
ん
は
ひ
こ
に
か
へ
り
い
き
て
四
月
廿
日
の
ほ
と
に
日
と
り
て
こ
ん
と
す
61
る
ほ
と
に
か
く
て
に
く
る
成
け
り
あ
ね
お
も
と
は
る
い
ひ
ろ
く
な
り
て
え
出
た
ゝ
す
か
た
み
に
わ
か
れ
お
し
み
て
あ
ひ
み
ん
こ
と
の
か
た
き
を
思
ふ
に
12
オ
と
し
へ
ぬ
る
ふ
る
さ
と
しと
て
こ
と
に
す
て
か
た
き
こ
と
も
な
し
た
ゝ
ま
つ
ら
の
み
や
の
ま
へ
の
すな
き
さ
と
か
の
あ
ね
お
も
と
の
わ
か
る
ゝ
を
な
ん
帰
り
み
○せ
ら
れ
て
か
な
し
か
り
け
る
う
き
島
を
こ
き
は
な
れ
て
も
行
か
た
や
い
つ
く
と
ま
り
と
し
ら
す
も
有
か
な
行
さ
き
も
み
え
ぬ
浪
路
に
舟
出
し
て
風
に
ま
か
す
る
身
こ
そ
う
き
た
れ
い
と
跡
は
か
な
き
心
ち
し
て
う
つ
ふ
し
ふ
し
給
へ
り
か
く
に
け
ぬ
る
よ
し
を
の
つ
か
ら
い
ひ
い
て
つ
た
へ
は
ま
け
し
た
ま
し
ゐ
に
12
ウ
て
おを
ひ
き
な
ん
と
思
に
心
も
ま
と
ひ
て
は
や
舟
と
い
ひ
て
さ
ま
こ
と
に
な
ん
か
ま
へ
た
り
け
れ
は
思
か
た
の
風
さ
へ
す
ゝ
み
て
あ
や
う
き
ま
て
は
し
り
の
ほ
り
ぬ
ひ
ゝ
き
の
な
た
も
な
た
ら
か
に
過
ぬ
か
い
そ
く
の
舟
に
や
あ
ら
ん
ち
い
さ
き
舟
の
と
ふ
や
う
に
て
く
る
な
と
い
ふ
物
あ
り
か
い
そ
く
の
ひ
た
ふ
る
な
ら
ん
よ
り
も
か
の
を
そ
ろ
し
き
人
の
お
ひ
く
る
に
や
と
思
ふ
に
せ
ん
か
た
な
し
う
き
こ
と
に
む
ね
の
み
さ
は
く
ひ
ゝ
き
に
は
ひ
ゝ
な
の
み
な
り
け
り
イ
き
の
な
た
も
さ
わは
ら
さ
り
け
り
おか
は
し
り
と
13
オ
い
ふ
所
ち
か
つ
き
ぬ
と
い
ふ
に
そ
す
こ
し
い
き
出
る
心
ち
す
る
れ
い
の
ふ
な
こ
と
も
か
ら
すと
ま
り
よ
り
か
は
し
り
を
す
ほ
と
は
と
う
た
ふ
こ
ゑ
の
な
さ
け
な
き
も
あ
は
れ
に
き
こ
ゆ
ふ
こ
の
す
け
哀
に
な
つ
か
し
う
う
た
ひ
す
さ
ひ
て
い
と
か
な
し
き
め
こ
も
わ
す
れ
ぬ
と
て
思
へ
は
け
に
そ
み
な
う
ち
す
て
ゝ
け
る
い
か
ゝ
成
ぬ
ら
ん
は
か


し
く
身
の
た
す
け
と
思
ふ
ら
う
と
う
と
も
は
み
な
ゐ
て
き
に
け
り
我
を
あ
し
と
思
て
おを
ひ
ま
と
は
し
て
い
か
ゝ
し
な
す
ら
ん
と
思
に
心
お
さ
な
く
も
帰
り
み
せ
て
出
62
13
ウ
に
け
る
か
な
と
す
こ
し
心
の
と
ま
り
て
そ
あ
さ
ま
し
き
こ
と
を
思
つ
ゝ
く
る
に
心
よ
は
く
う
ち
な
か
れ
ぬ
胡
の
地
の
せ
い
し
を
は
む
な
し
く
す
て


つ
と
す
す
る
を
兵
部
の
君
き
ゝ
て
け
に
あ
や
し
の
わ
さ
や
年
比
し
た
か
ひ
き
つ
る
人
の
心
に
も
に
は
か
に
た
か
ひ
て
に
け
出
に
し
を
い
か
に
思
ら
ん
と
さ
ま


思
つ
ゝ
け
ら
る
帰
る
か
た
と
て
も
そ
の
と
こ
ろ
と
い
き
つ
く
へ
き
ふ
る
さ
と
も
な
し
し
れ
る
人
と
い
ひ
よ
る
へ
き
た
の
も
し
き
人
も
覚
え
す
た
ゝ
一
所
の
御
た
め
に
よ
り
こ
ゝ
ら
の
年
月
す
14
オ
み
な
れ
け
る
せ
か
ひ
を
は
な
れ
て
う
か
へ
る
浪
風
に
た
ゝ
よ
ひ
て
思
め
く
ら
す
か
た
な
し
こ
の
人
を
も
い
か
に
し
奉
ら
む
と
す
る
そ
と
あ
き
れ
て
お
ほ
ゆ
れ
と
い
か
ゝ
は
せ
む
と
て
い
そ
き
入
ぬ
・
九
条
に
む
か
し
し
れ
り
け
る
人
の
残
り
け
る
を
と
ふ
ら
ひ
出
て
そ
の
や
と
り
を
し
め
を
き
て
都
の
う
ち
と
い
へ
と
も
は
か


し
き
人
の
す
み
た
る
わ
た
り
に
も
あ
ら
す
あ
や
し
き
い
ち
め
あ
き
人
の
な
か
に
て
い
ふ
せ
く
世
の
中
を
思
つ
ゝ
秋
に
も
な
る
ま
ゝ
に
き
し
か
た
行
さ
き
か
な
し
き
こ
と
お
ほ
か
り
ふ
こ
の
14
ウ
す
け
と
い
ふ
た
の
も
し
人
も
た
ゝ
水
鳥
の
く
か
に
ま
と
へ
る
心
ち
し
て
つ
れ


に
な
ら
は
ぬ
有
さ
ま
の
た
つ
き
な
き
を
み
る
に
帰
ら
ん
に
も
は
し
た
な
く
心
お
さ
な
く
出
た
ち
け
る
を
思
ふ
に
し
た
か
ひ
き
た
り
し
物
と
も
ゝ
る
い
に
ふ
れ
て
に
け
さ
り
も
と
の
国
に
帰
り
ち
り
ぬ
す
み
つ
く
へ
き
や
う
に
も
な
き
を
は
ゝ
お
と
ゝ
明
く
れ
な
け
き
い
と
を
し
か
れ
は
な
に
か
こ
の
身
は
い
と
や
す
く
侍
り
人
ひ
と
り
の
御
身
に
か
へ
奉
り
て
い
つ
ち
も


ま
か
り
う
せ
な
む
にに
と
か
あ
る
15
オ
ま
し
我
ら
い
み
し
き
い
き
をお
ひ
に
成
て
も
わ
か
き
み
を
さ
る
物
の
な
か
に
は
ふ
ら
し
奉
り
63
て
は
な
に
心
ち
か
せ
ま
し
と
か
た
ら
ひ
な
く
さ
め
て
神
仏
こ
そ
は
さ
る
へ
き
か
た
に
も
み
ち
ひ
き
し
ら
せ
奉
り
給
は
め
ち
か
き
ほ
と
に
や
は
た
の
み
や
と
申
は
か
し
こ
に
て
も
ま
い
り
祈
り
申
給
し
ま
つ
ら
は
こ
さ
き
お
な
し
や
し
ろ
な
り
か
の
く
に
を
は
な
れ
給
と
て
も
お
ほ
く
の
願
た
て
申
給
ふ
き
い
ま
都
をに
帰
り
て
か
く
な
ん
御
し
る
し
を
え
て
ま
か
り
の
ほ
り
た
る
と
は
や
く
申
給
へ
と
て
や
は
15
ウ
た
に
ま
う
て
さ
せ
奉
る
そ
の
わ
た
り
し
れ
る
人
に
い
ひ
尋
て
こ
し
と
て
は
や
く
お
や
の
か
た
ら
ひ
し
大
と
く
ののイ
の
こ
れ
る
を
よ
ひ
と
り
て
ま
う
て
さ
せ
奉
り
う
ち
つ
き
て
は
仏
の
御
な
か
に
は
は
つ
せ
な
ん
日
の
本
の
う
ち
に
は
あ
ら
た
な
る
し
る
し
あ
ら
は
し
給
と
も
ろ
こ
し
に
た
に
き
こ
え
あ
ん
な
り
ま
し
て
わ
か
国
の
う
ち
に
こ
そ
遠
き
く
に
の
さ
か
ひ
と
て
も
と
し
へ
給
つ
れ
は
わ
か
君
を
は
ま
し
て
め
く
み
給
て
ん
と
て
出
し
奉
る
こ
と
さ
ら
に
か
ち
よ
り
と
さ
た
め
た
り
な
ら
は
ぬ
心
ち
に
い
と
わ
ひ
16
オ
し
く
く
る
し
け
れ
と
人
の
い
ふ
ま
ゝ
に
○
も
の
も
お
ほ
え
て
あ
ゆ
み
給
い
か
な
る
つ
み
ふ
か
き
身
に
て
か
ゝ
る
よ
に
さ
す
ら
ふ
ら
ん
わ
か
お
や
よ
に
な
く
な
り
給
へ
り
と
も
わ
れ
を
あ
は
れ
と
お
ほ
さ
は
お
は
す
ら
む
所
に
さ
そ
ひ
給
へ
も
し
世
に
お
は
せ
は
御
か
ほ
み
せ
給
へ
と
仏
を
ね
ん
し
つ
ゝ
有
け
ん
さ
ま
を
た
に
覚
え
ね
は
た
ゝ
お
や
をお
は
せ
ま
し
か
は
と
は
か
り
○の
か
な
し
さ
を
な
け
き
わ
た
り
給
へ
る
に
か
く
さ
し
あ
た
り
て
身
の
わ
り
な
き
ま
ゝ
に
と
り
か
へ
し
い
み
し
く
覚
え
つ
ゝ
か
ら
う
し
て
つ
は
い
ち
と
い
ふ
所
に
16
ウ
四
日
と
い
ふ
み
の
時
は
か
り
に
い
け
る
心
ち
も
せ
て
い
き
つ
き
給
へ
り
あ
ゆ
む
と
も
な
く
と
か
く
つ
く
ろ
ひ
た
れ
と
あ
し
の
う
ら
う
こ
か
れ
す
わ
ひ
し
け
れ
は
せ
ん
か
た
な
く
て
や
す
み
給
こ
の
た
の
も
し
人
な
る
す
け
ゆ
み
や
も
ち
た
る
人
ふ
た
り
さ
て
は
し
64
も
な
る
も
の
わ
ら
は
な
と
三
四
人
を
む
な
は
ら
あ
る
か
き
り
三
人
つ
ほ
さ
う
そ
く
し
て
ひ
す
ま
し
め
く
物
ふ
る
き
け
す
女
ふ
た
り
は
か
り
と
そ
あ
る
い
と
か
す
か
に
忍
ひ
た
り
・
お
ほ
み
あ
か
し
の
こ
と
な
と
こ
ゝ
に
て
し
く
は
へ
な
と
す
る
程
に
17
オ
日
く
れ
ぬ
・
家
あ
る
し
の
ほ
う
し
人
や
と
し
奉
ら
む
と
す
る
所
に
な
に
人
の
も
の
し
給
そ
あ
や
し
き
女
と
も
の
心
に
ま
か
せ
て
と
む
つ
か
る
を
め
さ
ま
し
く
き
く
ほ
と
に
け
に
人
々
き
ぬ
こ
れ
も
か
ち
よ
り
な
め
り
よ
ろ
し
き
女
ふ
た
り
し
も
人
と
も
そ
お
と
こ
女
か
す
お
ほ
か
む
め
る
む
ま
よ
つ
い
つ
ゝ
ひ
か
せ
て
い
み
し
く
忍
ひ
や
つ
し
た
れ
と
き
よ
け
な
る
お
と
こ
と
も
な
と
も
あ
り
ほ
う
し
は
せ
め
て
こ
ゝ
に
や
と
さ
ま
ほ
し
く
し
て
か
し
ら
か
き
あ
り
く
い
と
をお
し
け
れ
と
ま
た
や
と
り
か
へ
ん
も
さ
ま
あ
し
く
わ
つつ
ら
は
17
ウ
し
け
れ
は
人
々
は
お
く
に
い
り
外
に
か
く
し
な
と
し
て
か
た
へ
は
か
つ
か
た
に
よ
り
ぬ
せ
し
や
う
な
と
ひ
き
へ
た
て
ゝ
お
は
し
ま
す
こ
の
く
る
人
も
は
つ
か
し
け
も
な
し
い
た
う
か
い
ひ
そ
め
て
か
た
み
に
心
つ
か
ひ
し
た
り
さ
る
は
か
の
よ
と
ゝ
も
に
こ
ひ
な
く
右
近
成
け
り
・
と
し
月
に
そ
へ
て
は
し
た
な
き
ま
し
ら
ひ
の
つ
き
な
く
成
行
身
を
思
ひ
な
や
み
て
こ
の
み
て
ら
に
な
む
た
ひ


ま
う
て
け
る
れ
い
な
ら
ひ
に
け
れ
は
か
や
す
く
か
ま
へ
た
り
け
れ
と
か
ち
よ
り
あ
ゆ
み
た
へ
か
た
く
て
よ
り
ふ
し
た
18
オ
る
に
此
ふ
○ん
こ
の
す
け
○と
な
り
の
せ
ん
し
や
う
○の
も
と
に
よ
り
き
て
ま
い
り
も
の
な
る
へ
し
をお
し
き
て
つ
か
ら
と
り
て
こ
れ
は
御
ま
へ
に
ま
い
ら
せ
給
へ
御
た
い
な
と
う
ち
あ
は
て
い
と
か
た
は
ら
い
た
し
や
と
い
ふ
を
き
く
に
わ
か
な
み
の
人
に
は
○あら
し
と
思
て
物
の
は
さ
ま
よ
り
の
そ
け
は
こ
の
お
と
こ
の
か
ほ
み
し
心
ち
す
た
れ
○と
は
え
お
ほ
え
す
い
と
わ
か
ゝ
り
し
ほ
と
を
み
し
に
ふ
と
り
く
ろ
み
て
や
つ
れ
た
れ
65
は
お
ほ
く
の
と
し
へ
た
て
た
る
め
に
は
ふ
と
し
も
見
わ
か
ぬ
な
り
け
り
三
条
こ
ゝ
に
め
す
と
よ
ひ
よ
す
18
ウ
る
女
を
み
れ
は
ま
た
み
し
人
な
り
こ
御
か
た
に
し
も
人
な
れ
と
ひ
さ
し
く
つ
か
う
ま
つ
り
な
れ
て
か
の
か
く
れ
給
へ
り
し
御
す
み
か
ま
て
あ
り
し
物
な
り
け
り
と
み
な
し
て
い
み
し
く
夢
の
や
う
な
り
し
う
と
お
ほ
し
き
人
は
い
と
○
ゆ
か
し
け
れ
と
み
ゆ
へ
く
も
か
ま
へ
す
思
わ
ひ
て
此
女
に
と
は
ん
兵
と
う
た
と
い
ひ
し
人
も
こ
れ
に
こ
そ
あ
ら
め
ひ
め
君
の
お
は
す
る
に
や
と
思
よ
る
に
い
と
心
も
と
な
く
て
こ
の
な
か
へ
た
て
な
る
三
条
を
よ
は
す
れ
と
く
ひ
物
に
心
入レ
て
と
み
に
も
こ
ぬ
19
オ
い
と
に
く
し
と
お
ほ
ゆ
る
も
う
ち
つ
け
な
り
や
か
ら
う
し
て
お
ほ
え
す
こ
そ
侍
れ
つ
く
し
の
く
に
ゝ
は
た
と
せ
は
か
り
へ
に
け
る
け
す
の
身
を
し
ら
せ
給
へ
き
京
人
よ
人
た
か
へ
に
や
侍
ら
ん
と
て
よ
り
き
た
り
ゐ
な
か
ひ
た
る
か
い
ね
り
に
に
き
ぬ
な
と
き
て
い
と
い
た
う
ふ
と
り
に
け
り
わ
か
よ
は
ひ
も
い
と
ゝ
お
ほ
え
て
は
つ
か
し
け
れ
と
な
を
さ
し
の
そ
け
我
を
は
見
し
り
た
り
や
と
て
か
ほ
を
さ
し
出
た
り
此
女
て
を
う
ち
て
あ
か
お
も
と
に
こ
そ
お
は
し
ま
し
け
れ
あ
な
う
れ
し
と
も
う
れ
し
い
つ
く
よ
り
ま
い
り
給
ひ
た
る
そ
19
ウ
う
へ
は
お
は
し
ま
す
や
と
い
と
お
と
ろ


し
く
な
く
わ
か
ききイ
物
に
て
見
な
れ
し
よ
を
思
出
る
に
へ
た
て
き
に
け
る
と
し
月
か
そ
へ
ら
れ
て
い
と
あ
は
れ
な
り
ま
つ
お
と
ゝ
は
をお
は
す
や
わ
か
君
は
い
か
ゝ
成
給
に
し
あ
て
き
と
き
こ
え
し
は
と
て
君
の
御
こ
と
は
い
ひ
出
す
み
な
お
は
し
ま
す
姫
君
も
お
と
な
に
な
り
て
お
は
し
ま
す
ま
つ
お
と
ゝ
に
か
く
な
む
と
き
こ
え
ん
と
て
入
ぬ
み
な
お
と
ろ
き
て
夢
の
心
ち
も
す
る
か
な
い
と
つ
ら
く
い
は
む
か
た
な
く
思
き
こ
ゆ
る
人
に
た
い
め
し
ぬ
へ
き
こ
と
よ
と
○て
20
オ
66
此
へ
た
て
に
よ
り
き
た
り
け
と
を
く
へ
た
て
つ
る
ひ
や
う
ふ
た
つ
も
の
な
こ
り
な
く
を
し
あ
け
て
ま
つ
い
ひ
や
る
へ
き
か
た
な
く
な
き
か
は
す
お
い
人
は
た
ゝ
わ
か
君
は
い
か
ゝ
成
給
に
し
こ
ゝ
ら
の
と
し
比
夢
に
て
も
お
は
し
ま
さ
む
所
を
み
ん
と
大
願
を
た
つ
れ
と
は
る
か
な
る
せ
か
ひ
に
て
風
の
音
に
て
も
え
き
ゝ
つ
た
へ
奉
ら
ぬ
を
い
み
し
く
か
な
し
と
思
ふ
に
お
い
の
身
の
残
り
と
ゝ
ま
り
た
る
も
い
と
心
う
け
れ
と
う
ち
す
て
奉
り
給
へ
る
わ
か
君
の
ら
う
た
く
哀
に
て
お
は
し
ま
す
を
よ
み
ち
の
20
ウ
ほ
た
し
に
も
て
わ
つ
ら
ひ
き
こ
え
て
な
む
ま
た
ゝ
き
侍
と
い
ひ
つ
ゝ
く
れ
は
む
か
し
そ
の
お
り
い
ふ
か
ひ
な
か
り
し
こ
と
よ
り
も
い
ら
へ
ん
か
た
な
く
わ
つ
ら
は
し
と
思
へ
と
も
御
か
た
は
は
や
ううイ
う
せ
給
に
き
と
い
ふ
ま
ゝ
に
二
三
人
な
か
ら
む
せ
か
へ
り
い
と
む
つ
か
し
く
せ
き
か
ね
た
り
・
日
く
れ
ぬ
と
い
そ
き
て
み
あ
か
し
の
こ
と
ゝ
も
し
た
ゝ
め
は
て
ゝ
い
そ
か
せ
は
中


い
と
心
あ
は
た
ゝ
し
く
て
立
わ
か
る
も
ろ
と
も
に
や
と
い
へ
と
か
た
み
に
と
も
の
○人の
あ
や
し
と
思
ふ
へ
け
れ
は
こ
の
す
け
に
も
こ
と
の
さ
ま
た
に
21
オ
い
ひ
し
ら
せ
あ
へ
す
我
も
人
も
こ
と
に
は
つ
か
し
く
も
あ
ら
て
み
な
お
り
た
ち
ぬ
右
近
は
人
し
れ
す
め
と
ゝ
め
て
み
る
に
な
か
に
う
つ
く
し
け
な
る
う
し
ろ
手
の
い
と
い
た
う
や
つ
れ
て
う
つ
き
の
ひ
と
へ
め
く
物
に
き
こ
め
給
へ
る
か
み
の
す
き
か
け
い
と
あ
た
ら
し
く
め
て
た
く
み
ゆ
心
く
る
し
う
か
な
し
と
見
奉
る
す
こ
し
す
こ
し
イ
あ
し
な
れ
た
る
人
は
と
く
み
た
う
に
つ
き
に
け
り
こ
の
君
を
も
て
わ
つ
ら
ひ
き
こ
え
つ
ゝ
そ
や
お
こ
な
ふ
ほ
と
に
そ
の
ほ
り
給
へ
る
い
と
さ
は
か
し
く
人
ま
う
て
こ
み
て
の
ゝ
し
る
右
近
21
ウ
か
つ
ほ
ね
は
仏
の
右
の
か
た
に
ち
か
き
ま
に
し
た
り
こ
の
御
し
は
ま
た
ふ
か
ゝ
ら
ね
は
に
や
に
し
の
ま
に
遠
か
り
け
る
を
猶
こ
ゝ
に
お
は
し
ま
せ
と
67
た
つ
ね
か
は
し
い
ひ
た
れ
は
お
と
こ
と
も
を
は
と
ゝ
め
て
す
け
に
か
う


と
い
ひ
あ
は
せ
て
こ
な
た
に
う
つ
し
奉
る
・
か
く
あ
や
し
き
身
な
れ
と
た
ゝ
い
ま
の
大
と
の
に
な
ん
さ
ふ
ら
ひ
侍
れ
は
か
く
か
す
か
な
る
み
ち
に
て
も
ら
う
か
は
し
き
こ
と
は
侍
ら
し
と
た
の
み
侍
る
ゐ
中
ひ
た
る
人
を
は
か
や
う
の
所
に
は
よ
か
ら
ぬ
な
ま
物
と
も
の
あ
22
オ
な
つ
ら
は
し
う
す
る
も
か
た
し
け
な
き
こ
と
な
り
と
て
物
語
い
と
せ
ま
ほ
し
け
れ
と
お
と
ろ


し
き
お
こ
な
ひ
の
ま
き
れ
さ
は
か
し
き
に
も
よ
をお
さ
れ
て
仏
お
か
み
奉
る
右
近
は
心
の
う
ち
に
此
人
を
い
か
て
た
つ
ね
き
こ
え
む
と
申
わ
た
り
つ
る
に
か
つ


か
く
て
見
奉
れ
は
い
ま
は
思
の
こ
と
お
と
と
の
君
の
た
つ
ね
奉
ら
む
の
御
心
さ
し
ふ
か
ゝ
め
る
に
し
ら
せ
奉
り
て
さ
い
は
い
あ
ら
せ
奉
り
給
へ
な
と
申
け
り
・
く
に


よ
り
ゐ
中
人
お
ほ
く
ま
う
て
た
り
け
り
此
国
の
か
み
の
き
た
の
か
た
も
ま
う
て
22
ウ
た
り
け
り
い
か
め
し
く
い
き
ほ
ひ
た
る
を
う
ら
や
み
て
此
三
条
か
い
ふ
や
う
大
ひ
さ
に
は
こ
と
事
も
申
さ
し
あ
か
ひ
め
君
大
弐
の
北
の
か
た
な
ら
す
は
た
う
こ
く
の
す
り
や
う
の
北
の
か
た
に
な
し
奉
ら
む
三
条
ら
も
す
い
ふ
ん
に
さ
か
へ
て
か
へ
り
申
は
つ
か
う
ま
つ
ら
ん
と
ひ
た
ひ
に
て
を
あ
て
ゝ
ね
ん
し
入
て
を
り
右
近
い
と
ゆ
ゝ
し
く
も
い
ふ
か
な
と
き
ゝ
て
い
と
い
た
く
こ
そ
ゐ
中
ひ
に
け
れ
な
中
将
と
の
は
む
か
し
の
御
お
ほ
え
た
に
い
か
に
お
は
し
ま
し
し
ま
し
て
い
ま
は
あ
め
の
し
た
を
御
心
に
か
け
給
へ
る
23
オ
大
臣
に
て
い
か
は
か
り
い
つ
か
し
き
御
な
か
に
御
か
た
し
も
す
り
や
う
の
め
に
て
し
な
さ
た
ま
り
て
お
は
し
ま
さ
む
よ
と
い
へ
は
あ
な
か
ま
給
へ
大
臣
た
ち
も
し
は
し
ま
て
大
弐
の
み
た
ち
の
う
へ
の
し
水
の
み
て
ら
ののイ
く
は
ん
せ
を
ん
し
に
ま
い
り
給
し
い
き
をほ
ひ
は
み
か
と
の
み
ゆ
き
に
や
は
をお
と
れ
る
あ
な
む
く
68
つ
け
にと
て
な
を
さ
ら
に
て
を
ひ
き
は
な
た
す
お
か
み
入
て
を
り
・
つ
く
し
人
は
三
日
こ
も
ら
む
と
心
さ
し
給
へ
り
右
近
は
さ
し
も
思
は
さ
り
け
れ
と
か
ゝ
る
つ
ゐ
て
の
と
か
に
き
こ
え
む
と
て
こ
も
る
へ
23
ウ
き
よ
し
大
と
こ
よ
ひ
て
い
ふ
御
あ
か
し
ふ
み
な
と
か
き
た
る
心
は
へ
な
と
さ
や
う
の
人
は
く
た


し
う
わ
き
ま
へ
け
れ
は
つ
ね
の
こ
と
に
て
れ
い
の
ふ
ち
は
ら
の
る
り
き
み
と
い
ふ
か
御
た
め
に
奉
る
よ
く
い
の
り
申
給
へ
そ
の
人
此
比
な
む
み
奉
り
出
た
る
そ
の
願
も
は
た
し
奉
る
へ
し
と
い
ふ
を
き
く
も
哀
な
り
ほ
う
し
い
と
か
し
こ
き
こ
と
か
な
た
ゆ
み
な
く
い
の
り
申
侍
り
し
し
る
し
に
こ
そ
侍
れ
と
い
ふ
い
と
さ
は
か
し
う
よ
ひ
と
夜
お
こ
な
ふ
な
り
あ
け
ぬ
れ
は
し
れ
る
大
と
こ
の
は
う
に
お
り
ぬ
物
か
た
24
オ
り
心
や
す
く
と
な
る
へ
し
・
姫
君
の
い
た
く
や
つ
れ
給
へ
る
は
つ
か
し
け
に
覚
し
た
る
さ
ま
い
と
め
て
た
く
み
ゆ
お
ほ
え
ぬ
た
か
き
ま
し
ら
ひ
を
し
て
お
ほ
く
の
人
を
な
ん
見
あ
つ
む
れ
と
と
の
ゝ
う
へ
の
御
か
た
ち
に
に
る
人
お
は
せ
し
と
な
む
と
し
比
見
奉
る
を
ま
た
お
い
い
て
給
ひ
め
君
の
御
さ
ま
い
と
こ
と
は
り
に
め
て
た
く
お
は
し
ま
す
か
し
つ
き
奉
り
給
さ
ま
も
な
ら
ひ
な
か
め
る
に
か
う
や
つ
れ
給
へ
る
さ
ま
の
お
と
り
給
ま
し
く
み
え
給
は
有
か
た
う
な
む
24
ウ
お
と
ゝ
の
君
ち
ゝ
御
か
と
の
御
と
き
よ
り
そ
こ
ら
の
女
御
き
さ
き
そ
れ
よ
り
し
も
は
残
る
な
く
み
た
て
ま
つ
り
あ
つ
め
給
へ
る
御
め
に
も
た
う
た
い
の
御
は
ゝ
き
さ
き
と
き
こ
え
し
と
此
姫
君
の
御
か
た
ち
と
を
な
む
よ
き
人
と
は
こ
れ
を
い
ふ
に
や
あ
ら
む
と
お
ほ
ゆ
る
と
き
こ
え
給
見
奉
り
な
ら
ふ
る
に
か
の
き
さ
き
の
宮
を
は
し
り
き
こ
え
す
姫
君
は
き
よ
ら
に
お
は
し
ま
せ
と
ま
た
か
た
な
り
に
て
お
い
さ
き
そ
を
し
は
か
ら
れ
給
う
へ
の
御
か
69
た
ち
は
な
を
た
れ
か
な
ら
ひ
給
は
ん
と
な
ん
見
25
オ
給
と
の
も
す
く
れ
た
り
と
覚
し
た
め
る
を
こ
と
に
い
て
ゝ
は
な
に
か
は
か
そ
へ
の
う
ち
に
は
き
こ
え
給
は
む
我
に
な
ら
ひ
給
へ
る
こ
そ
君
は
お
ほ
け
な
け
れ
と
な
む
た
は
ふ
れ
き
こ
え
給
見
奉
れ
る
に
命
の
ふ
る
御
あ
り
さ
ま
と
も
を
又
さ
る
た
く
ひ
お
は
し
ま
し
な
ん
や
と
な
ん
思
侍
る
に
い
つ
く
か
をお
と
り
給
は
む
物
は
か
き
り
あ
る
物
な
れ
は
す
く
れ
給
へ
り
と
て
い
た
ゝ
き
を
は
な
れ
た
る
光
や
は
お
は
す
す
る
た
ゝ
こ
れ
を
す
く
れ
た
り
と
は
き
こ
ゆ
へ
き
な
め
り
か
し
と
う
ち
ゑ
み
て
見
奉
れ
は
お
ひ
人
も
25
ウ
う
れ
し
と
思
ふ
・
か
ゝ
る
御
さ
ま
を
ほ
と


あ
や
し
き
所
に
し
つ
め
奉
り
ぬ
へ
か
り
し
に
あ
た
ら
し
く
か
な
し
く
て
い
ゑ
か
ま
と
を
も
す
て
お
と
こ
女
の
た
の
む
へ
き
こ
と


(
マ
マ)
に
も
ひ
き
わ
か
れ
て
な
ん
帰
り
し
ら
ぬ
よ
の
心
ち
す
る
京
に
ま
う
て
こ
し
あ
か
お
も
と
は
や
よ
き
さ
ま
に
み
ち
ひ
き
き
こ
え
給
へ
た
か
き
み
や
つ
か
へ
し
給
人
は
を
の
つ
か
ら
ゆ
き
ま
し
り
た
る
た
よ
り
も
の
し
給
ら
ん
ち
ゝ
お
と
ゝ
に
き
こ
し
め
さ
れ
か
す
ま
へ
ら
れ
給
へ
き
た
は
か
り
覚
し
か
ま
へ
よ
と
い
ふ
は
つ
か
し
う
お
ほ
い
て
う
し
ろ
む
き
給
へ
26
オ
り
・
い
て
や
身
こ
そ
か
す
な
ら
ね
と
も
と
の
も
お
ま
へ
ち
か
く
め
し
つ
か
ひ
給
へ
は
も
の
ゝ
お
り
こ
と
に
い
か
に
な
ら
せ
給
に
け
ん
と
き
こ
え
出
る
を
き
こ
し
め
し
を
き
て
わ
れ
い
か
て
た
つ
ね
き
こ
え
ん
と
思
ふ
を
き
き
い
て
い
て
奉
り
た
ら
は
と
な
む
の
給
は
す
る
と
い
へ
は
お
と
ゝ
の
君
は
め
て
た
く
お
は
し
ま
す
と
も
さ
る
へや
む
こ
と
な
き
御御イ
め
と
も
お
は
し
ま
す
な
り
ま
つ
ま
こ
と
の
お
や
と
お
は
す
る
お
と
ゝ
に
を
し
ら
せ
奉
り
給
へ
な
と
い
ふ
に
あ
り
し
さ
ま
な
と
か
た
り
出
て
よ
に
わ
す
れ
か
た
く
か
な
26
ウ
し
き
こ
と
に
な
む
お
ほ
し
て
か
の
御
か
は
り
に
見
奉
70
ら
ん
子
も
す
く
な
き
か
さ
う


し
き
に
わ
か
こ
を
た
つ
ね
出
た
る
と
人
に
は
し
ら
せ
て
と
そ
の
か
み
よ
り
の
給
な
り
心
の
お
さ
な
か
り
け
る
こ
と
は
よ
ろ
つ
に
物
つ
ゝ
ま
し
か
り
し
程
に
て
え
た
つ
ね
て
も
き
こ
え
○て
す
く
し
ゝ
ほ
と
に
少
弐
に
な
り
給
へ
る
よ
し
は
御
な
に
て
し
り
に
き
ま
か
り
申
に
と
の
に
ま
い
り
給
し
に
ほ
の
み
奉
り
し
か
と
も
え
き
こ
え
て
や
み
に
き
さ
り
と
も
姫
君
を
は
か
の
あ
り
し
夕
か
ほ
の
五
条
に
そ
と
ゝ
め
奉
り
給
へ
ら
ん
と
そ
27
オ
思
し
あ
な
い
み
し
や
ゐ
な
か
人
に
て
お
は
し
ま
さ
ま
し
よ
な
と
う
ち
か
た
ら
ひ
つ
ゝ
日
ひ
と
ひ
む
か
し
物
語
ね
ん
す
な
と
し
つ
ゝ
ま
い
り
つ
と
ふ
人
の
有
さ
ま
と
も
見
く
た
さ
る
ゝ
か
た
な
り
ま
へ
よ
り
ゆ
く
水
を
は
初
瀬
河
と
い
ふ
な
り
け
り
右
近
ふ
た
も
と
の
杉
の
た
ち
と
を
尋
す
は
ふ
る
川
の
へ
に
君
を
見
ま
し
や
う
れ
し
き
せ
に
も
と
き
こ
ゆ
は
つ
せ
河
は
や
く
の
こ
と
は
し
ら
ね
と
も
け
ふ
の
逢
瀬
に
身
さ
へ
な
か
れ
ぬ
と
う
ち
な
き
て
お
は
す
る
さ
ま
い
と
め
や
す
し
か
た
ち
は
い
と
か
く
め
て
た
く
き
よ
け
27
ウ
な
か
ら
ゐ
中
ひ
こ
ち


し
う
お
は
せ
ま
し
か
は
い
か
に
た
ま
の
き
す
な
ら
ま
し
い
て
あ
は
れ
い
か
て
か
く
お
い
い
て
給
け
ん
と
お
と
ゝ
を
う
れ
し
く
思
ひふイ
は
ゝ
君
は
た
ゝ
い
と
わ
か
や
か
に
お
ほ
と
か
に
て
や
は


と
そ
た
を
や
き
給
へ
り
し
こ
れ
は
け
た
か
く
も
て
な
し
な
と
は
つ
か
し
け
に
よ
し
め
き
給
へ
り
つ
く
し
を
心
に
く
ゝ
思
な
す
に
み
な
見
し
人
は
さ
と
ひ
に
た
る
に
心
え
か
た
く
な
む
・
く
る
れ
は
み
た
う
に
の
ほ
り
て
ま
た
の
日
も
お
こ
な
ひ
く
ら
し
給
秋
風
た
に
よ
り
は
る
か
に
吹
の
ほ
り
て
い
と
は
た
さ
む
き
に
28
オ
物
い
と
あ
は
れ
な
る
心
と
も
に
は
よ
ろ
つ
思
つ
ゝ
け
ら
れ
て
人
な
み


な
ら
ん
こ
と
も
有
か
た
き
こ
と
ゝ
思
し
つ
め
つ
る
を
此
人
の
物
語
の
つ
ゐ
て
に
ち
ゝ
お
と
ゝ
の
御
有
さ
ま
は
ら


の
な
に
ゝとにイ
も
あ
る
ま
し
71
き
御
こ
と
も
み
な
物
め
か
し
な
し
た
て
給
を
き
け
は
か
ゝ
る
し
た
く
さ
た
の
も
し
く
そ
覚
しし
な
り
ぬ
る
・
い
つ
と
て
も
か
た
み
に
や
と
る
所
も
と
ひ
か
は
し
て
も
し
ま
た
をお
ひ
ま
と
は
し
た
ら
む
時
と
あ
や
う
く
思
け
り
右
近
か
家
は
六
条
院
ち
か
き
わ
た
り
な
り
け
れ
は
ほ
と
遠
か
ら
て
い
ひ
か
は
す
も
た
つ
き
い
て
き
28
ウ
ぬ
る
心
ち
し
け
り
・
右
近
は
大
と
の
に
ま
い
り
ぬ
こ
の
事
を
か
す
め
き
こ
ゆ
る
つ
い
て
も
や
と
て
い
そ
く
な
り
け
り
み
か
と
ひ
き
い
る
ゝ
よ
り
け
は
ひ
こ
と
に
ひ
ろ


と
し
て
ま
か
て
ま
い
る
車
お
ほ
く
ま
よ
ふ
か
す
な
ら
て
立
い
る
も
ま
は
ゆ
き
心
ち
す
る
玉
の
う
て
な
ゝ
り
・
そ
の
よ
は
御
ま
へ
に
も
ま
い
ら
て
思
ふ
し
た
り
ま
た
の
日
よ
へ
さ
と
よ
り
まま
い
れ
る
上
ら
う
わ
か
人
と
も
の
な
か
に
と
り
わ
き
て
右
近
を
め
し
い
つ
れ
は
お
も
た
ゝ
し
く
お
ほ
ゆ
お
と
ゝ
も
御
ら
ん
し
て
な
と
か
さ
と
ゐ
は
ひ
さ
し
く
し
つ
る
29
オ
れ
い
な
ら
す
や
ま
め
人
の
ひ
き
た
か
へ
こ
ま
か
へ
る
や
う
も
あ
り
か
し
お
か
し
き
事
な
と
あ
り
つ
ら
ん
か
し
な
と
れ
い
の
む
つ
か
し
う
た
は
ふ
れ
こ
と
な
と
の
給
ま
か
て
な
ぬ
か
に
す
き
侍
ぬ
れ
と
お
か
し
き
こ
と
は
侍
か
た
く
な
む
や
ま
ふ
み
し
侍
り
て
あ
は
れ
な
る
人
を
な
む
見
奉
り
つ
け
た
り
し
な
に
人
そ
と
と
ひ
給ふ
ふ
と
き
こ
え
い
て
む
も
ま
た
う
へ
に
き
か
せ
奉
ら
て
と
り
わ
き
申
た
ら
ん
を
の
ち
に
き
ゝ
給
ふ
て
は
へ
た
て
き
こ
え
け
り
な
と
や
お
ほ
さ
む
な
と
思
み
た
れ
て
い
ま
き
こ
え
さ
せ
29
ウ
侍
ら
ん
と
て
人
々
ま
い
れ
は
き
こ
え
さ
し
つ
・
御
と
の
あ
ふ
ら
な
と
ま
い
り
て
う
ち
と
け
な
ら
ひ
お
は
し
ま
す
御
有
さ
ま
と
も
い
と
み
る
か
ひ
お
ほ
か
り
女
君
は
廿
七
八
に
は
な
り
給
ひ
ぬ
ら
ん
か
し
さ
か
り
に
き
よ
ら
に
ね
ひ
ま
さ
り
給
へ
り
す
こ
し
ほ
と
へ
て
見
奉
る
は
ま
た
こ
の
ほ
と
に
こ
そ
に
ほ
ひ
く
は
ゝ
り
給
に
け
りれイ
と
み
え
給
か
の
人
を
い
と
め
て
た
し
をお
と
ら
し
と
72
見
奉
り
し
か
と
思
な
し
に
や
な
を
こ
よ
な
き
に
さ
い
わ
ひ
の
あ
る
と
な
き
と
は
へ
た
て
あ
る
へ
き
わ
さ
か
な
と
みみ
あ
は
せ
ら
る
お
ほ
と
の
こ
も
る
と
て
30
オ
右
近
○を
御
あ
し
ま
い
り
に
め
す
わ
か
き
人
は
く
る
し
と
て
む
つ
か
る
め
り
猶
と
し
へ
ぬ
る
と
ち
こ
そ
心
か
は
し
て
む
つ
ひ
よ
か
り
け
れ
と
の
給
へ
は
人
々
忍
ひ
て
わ
ら
ふ
さ
り
や
た
れ
か
そ
の
つ
か
ひ
な
ら
ひ
給
は
む
を
は
む
つ
か
ら
む
う
る
さ
き
た
は
ふ
れ
こ
と
い
ひ
か
ゝ
り
給
を
わ
つ
ら
は
し
き
に
な
と
い
ひ
あ
へ
り
・
う
へ
も
年
へ
ぬ
る
と
ち
う
ち
と
け
す
き
ははイ
は
た
む
つ
か
り
給
は
む
と
や
・
さ
る
ま
し
き
心
と
み
ね
は
あ
や
う
し
な
と
う
こ
む
に
か
た
ら
ひ
て
わ
ら
ひ
給
い
と
あ
ひ
き
や
う
つ
き
お
か
し
き
け
さ
へ
そ
ひ
給
へ
り
・
い
ま
○は
30
ウ
大
や
け
に
つ
か
へ
い
そ
か
し
き
御
有
さ
ま
に
も
あ
ら
ぬ
御
身
に
て
世
の
中
の
の
と
や
か
に
お
ほ
さ
る
ゝ
ま
ゝ
に
た
ゝ
は
か
な
き
御
た
は
ふ
れ
こ
と
を
の
給
○ひ
お
か
し
く
人
の
心
を
み
給
あ
ま
り
に
か
ゝ
る
ふ
る
人
を
さ
へ
そ
た
は
ふ
れ
給
・
か
の
尋
出
た
り
け
む
や
な
に
さ
ま
の
人
そ
た
う
と
き
す
き
や
う
さ
か
た
ら
ひ
て
○ゐて
き
た
る
か
と
と
ひ
給
へ
は
あ
な
見
く
る
し
や
は
か
な
く
き
え
給
に
し
夕
か
ほ
の
露
の
御
ゆ
か
り
を
な
ん
見
給
へ
つ
け
た
り
し
と
き
こ
ゆ
る
○け
に
哀
な
り
け
る
こ
と
か
な
と
し
比
は
い
つ
く
に
か
と
の
給
へ
は
あ
り
31
オ
の
ま
ゝ
に
は
き
こ
え
に
く
ゝ
て
あ
や
し
き
や
ま
さ
と
に
な
ん
む
か
し
人
も
か
た
へ
は
か
は
ら
て
侍
り
け
れ
は
そ
の
世
の
物
語
し
出
侍
て
た
へ
か
た
く
思
ひ
給
へ
り
し
な
と
き
こ
え
ゐ
た
り
よ
し
心
し
り
給
は
ぬ
御
あ
た
り
に
と
か
く
し
き
こ
え
給
へ
は
う
へ
あ
な
わ
つ
ら
は
し
ね
ふ
た
き
に
き
ゝ
い
る
へ
く
も
あ
ら
ぬ
物
を
と
て
御
袖
し
て
御
み
ゝ
ふ
た
き
給
ひ
つ
・
か
た
ち
な
と
は
か
の
む
か
し
の
夕
か
ほ
と
をお
と
ら
し
や
な
と
の
給
へ
は
か
な
ら
す
さ
し
も
い
か
て
か
も
の
し
給
は
む
と
思
ひ
給
し
を
こ
よ
な
う
こ
そ
お
い
ま
さ
り
て
73
31
ウ
み
え
給
し
か
と
き
こ
ゆ
れ
は
お
か
し
の
こ
と
や
た
れ
は
か
り
と
お
ほ
ゆ
此
君
と
ゝ
の
た
ま
へ
は
い
か
て
か
さ
ま
て
は
と
き
こ
ゆ
れ
は
し
た
り
か
ほ
に
こ
そ
思ふ
へ
け
れ
我
に
ゝ
た
ら
は
し
も
う
し
ろ
や
す
し
か
し
と
お
やほ
め
き
て
の
給
か
く
き
ゝ
そ
め
給給イ
て
の
ち
は
め
し
は
な
ち
つ
ゝ
さ
ら
は
か
の
人
此
わ
た
り
に
わ
た
い
奉
ら
ん
と
し
比
も
の
ゝ
つ
い
て
こ
と
に
く
ち
お
し
う
ま
と
は
し
つ
る
こ
と
を
思
出
つ
る
に
い
と
う
れ
し
く
き
ゝ
い
て
な
か
ら
い
ま
ゝ
て
お
ほ
つ
か
な
き
も
か
ひ
な
き
こ
と
に
な
む
ち
ゝ
お
と
ゝ
に
は
な
に
か
し
ら
れ
ん
い
と
32
オ
あ
ま
た
も
ち
さ
は
か
る
め
る
かにイ
数
な
ら
て
い
ま
は
し
め
立
ま
し
り
た
ら
む
か
な
か


な
る
こ
と
こ
そ
あ
ら
め
我
は
か
う
さ
う


し
き
に
お
ほ
え
ぬ
所
よ
り
た
つ
ね
い
た
し
た
る
と
も
い
は
む
か
し
す
き
物
と
も
の
心
つ
く
さ
す
る
く
さ
は
ひ
に
て
い
と
い
た
う
も
て
猶な
さ
む
な
と
か
た
ら
ひ
給
へ
は
か
つ


い
と
う
れ
し
く
思
つ
ゝ
た
ゝ
御
心
に
な
む
お
と
ゝ
に
し
ら
せ
奉
ら
む
と
も
た
れ
か
は
つ
た
へ
ほ
の
め
か
し
給
は
む
い
た
つ
ら
に
す
き
物
し
給
し
か
は
り
に
は
と
も
か
く
も
ひ
き
た
す
け
さ
せ
給
は
む
こ
と
こ
そ
は
つ
み
か
る
ま
せ
給
は
32
ウ
め
と
き
こ
ゆ
い
た
う
も
か
こ
ち
な
す
か
な
と
ほ
ゝ
ゑ
み
な
か
ら
涙
く
み
給
へ
り
・
あ
は
れ
に
は
か
な
か
り
け
る
契
り
と
な
む
と
し
比
思
ひ
わ
た
る
か
く
て
つ
と
へ
た
る
か
た


の
中
に
か
の
お
り
の
心
さ
し
は
か
り
思
と
ゝ
む
る
人
な
か
り
し
を
命
な
か
く
て
わ
か
心
な
か
きさ
を
も
見
は
つ
る
た
く
ひ
お
ほ
か
む
め
る
中
に
い
ふ
か
ひ
な
く
て
う
こ
む
は
か
り
を
か
た
み
に
み
る
は
く
ち
お
し
く
な
ん
思
ひ
わ
す
る
ゝ
時
な
き
に
さ
て
も
の
し
給
は
ゝ
い
と
こ
そ
ほ
い
か
な
ふ
心
ち
す
へ
け
れ
と
て
御
せ
う
そ
こ
奉
り
給
か
の
す
ゑ
つ
む
花
の
い
ふ
か
ひ
33
オ
な
か
り
し
を
覚
し
お出
れ
は
さ
や
う
に
し
つ
み
て
お
い
出
た
ら
む
人
の
有
さ
ま
う
し
ろ
め
た
く
て
ま
つ
ふ
み
の
74
け
し
き
ゆ
か
し
う
お
ほ
さ
る
ゝ
成
け
り
物
ま
め
や
か
に
あ
る
へ
か
し
く
か
き
給
て
は
し
に
か
く
き
こ
ゆ
る
を
し
ら
す
と
も
た
つ
ね
て
し
ら
ん
み
し
ま
江
に
お
ふ
る
み
く
り
の
す
ち
は
た
え
し
を
と
な
ん
有
け
る
御
ふ
み
み
つ
か
ら
ま
か
て
ゝ
の
給
さ
ま
な
と
き
こ
ゆ
・
御
さ
う
そ
く
人
々
の
れ
う
な
と
さ
ま


あ
り
う
へ
に
も
か
た
ら
ひ
き
こ
え
給
へ
る
な
る
へ
し
み
く
し
け
殿
な
と
に
も
ま
う
け
の
物
め
し
あ
つ
め
て
色
あ
ひ
し
さ
ま
33
ウ
な
と
こ
と
な
る
を
と
え
ら
せ
給
へ
れ
は
ゐ
な
か
ひ
た
る
め
と
も
に
は
ま
し
て
め
つ
ら
し
き
ま
て
な
ん
思
け
る
・
さ
う
し
み
は
た
ゝ
か
こ
と
は
か
り
に
て
も
ま
こ
と
こ
と
の
お
や
の
御
け
は
ひ
な
ら
は
こ
そ
う
れ
し
か
ら
め
い
か
て
か
し
ら
ぬ
人
の
御
あ
た
り
に
は
ま
し
ら
は
む
と
お
も
む
け
て
く
る
し
け
に
覚
し
た
れ
と
あ
る
へ
き
さ
ま
を
右
近
き
こ
え
し
ら
せ
人
々
○も
を
の
つ
か
ら
さ
て
人
た
ち
給
な
は
お
と
ゝ
の
君
も
た
つ
ね
し
り
き
こ
え
給
な
ん
お
や
こ
の
御
ち
き
り
は
た
え
て
や
ま
ぬ
も
の
な
り
右
近
か
か
す
に
も
侍
ら
す
い
か
て
か
御
覧
し
つ
け
34
オ
ら
れ
ん
と
思
ふ
給
へ
し
た
に
仏
神
の
御
み
ち
ひ
き
侍
ら
さ
り
け
り
や
ま
し
て
誰
も


た
い
ら
か
に
た
に
お
は
し
ま
さ
は
と
み
な
き
こ
え
な
く
さ
む
ま
つ
御
返
り
を
と
せ
め
て
か
ゝ
せ
奉
る
い
と
こ
よ
な
く
ゐ
な
か
ひ
た
ら
ん
物
を
と
は
つ
か
し
く
お
ほ
い
た
り
か
ら
の
か
み
の
い
と
か
う
は
し
き
を
と
り
出
て
か
ゝ
せ
奉
る
数
な
ら
ぬ
み
く
り
や
な
に
の
す
ち
な
れ
は
う
き
に
し
も
か
く
ね
を
と
ゝ
め
け
ん
と
の
み
ほ
の
か
な
り
て
は
は
か
な
た
ち
て
よ
ろ
ほ
は
し
け
れ
と
あ
て
は
か
に
て
く
ち
お
し
か
ら
ね
は
御
心
お
ち
ゐ
に
け
り
・
す
み
給
へ
き
34
ウ
御
か
た
御
覧
す
る
に
み
な
み
の
ま
ち
に
は
い
た
つ
ら
な
る
た
い
と
も
な
と
も
な
し
い
き
ほ
ひ
こ
と
に
す
み
み
ち
給
へ
れ
は
け
せ
う
に
人
し
け
く
も
あ
る
へ
し
中
宮
の
お
は
し
ま
す
ま
ち
は
か
や
う
の
人
も
す
み
ぬ
へ
く
の
と
や
か
な
れ
と
さ
て
さ
ふ
ら
ふ
人
75
の
つ
ら
に
や
き
ゝ
な
さ
れ
ん
と
覚
し
て
す
こ
し
む
も
れ
た
れ
と
う
し
と
ら
の
ま
ち
の
に
し
の
た
い
ふ
と
の
に
て
あ
る
を
こ
と
か
た
へ
う
つ
し
て
と
お
ほ
す
あ
い
す
み
に
も
し
の
ひ
や
か
に
心
よ
く
も
の
し
給
御
か
た
な
れ
は
う
ち
か
た
ら
ひ
て
も
有
な
む
35
オ
と
お
ほ
し
を
き
つ
・
う
へ
に
も
い
ま
そ
か
の
あ
り
し
む
か
し
の
よよ
の
物
語
き
こ
え
出
給
ふ
け
る
か
く
御
心
に
こ
め
給
こ
と
あ
り
け
る
を
う
ら
み
き
こ
え
給
ふ
わ
り
な
し
や
よ
に
あ
る
人
の
う
へ
と
て
や
と
は
す
か
た
り
は
き
こ
え
い
て
む
か
ゝ
る
つ
い
て
に
へ
た
て
ぬ
こ
そ
は
人
に
は
こ
と
に
は
思
き
こ
ゆ
れ
と
て
い
と
あ
は
れ
け
に
覚
し
い
て
た
り
・
人
の
う
へ
に
て
も
あ
ま
た
み
し
に
い
と
お
も
は
ぬ
な
か
も
女
と
い
ふ
も
の
ゝ
心
ふ
か
き
を
あ
ま
た
見
き
ゝ
し
か
は
さ
ら
に
す
き


し
き
心
は
つ
か
は
し
と
な
ん
思
ひ
し
を
を
の
つ
か
ら
さ
る
ま
し
35
ウ
き
を
も
あ
ま
た
み
し
な
か
に
あ
は
れ
と
ひ
た
ふ
る
に
ら
う
た
き
か
た
は
ま
た
た
く
ひ
な
く
な
む
思
出
ら
る
ゝ
よ
に
あ
ら
ま
し
か
は
北
の
ま
ち
に
物
す
る
人
の
な
み
に
は
な
と
か
見
さ
ら
ま
し
人
の
あ
り
さ
ま
と
り


に
な
む
有
け
る
か
と


し
う
お
か
し
き
す
ち
な
と
は
を
く
れ
た
り
しし
か
と
も
あ
て
は
か
に
ら
う
た
く
も
あ
り
し
か
な
な
と
の
給
さ
り
と
も
あ
か
し
の
な
み
に
は
た
ち
な
ら
へ
給
は
さ
ら
ま
し
と
の
給
な
を
北
の
お
と
ゝ
を
は
め
さ
ま
し
と
心
を
き
給
へ
り
姫
君
の
い
と
う
つ
く
し
け
に
て
な
に
心
も
な
く
き
ゝ
給
36
オ
か
ら
う
た
け
れ
は
ま
た
こ
と
は
り
そ
か
し
と
覚
し
か
へ
さ
る
・
か
く
い
ふ
は
九
月
の
こ
と
な
り
け
り
わ
た
り
給
は
ん
こ
と
す
るか


し
く
も
い
か
て
か
は
あ
ら
ん
よ
ろ
し
き
わ
ら
は
わ
か
人
な
と
も
と
め
さ
す
つ
く
し
に
て
は
く
ち
お
し
か
ら
ぬ
人
々
も
京
よ
り
ち
り
ほ
ひ
き
た
る
な
と
を
た
よ
り
に
つ
け
て
よ
ひ
あ
つ
め
な
と
し
て
さ
ふ
ら
は
せ
し
も
に
は
か
に
ま
と
ひ
出
給
し
さ
は
76
き
に
み
な
を
く
ら
し
て
け
れ
は
又
人
も
な
し
京
は
を
の
つ
か
ら
ひ
ろ
き
所
な
れ
は
い
ち
め
な
と
や
う
の
物
い
と
よ
く
も
と
め
つ
ゝ
い
て
く
そ
の
人
の
御
こ
な
と
36
ウ
は
し
ら
せ
さ
り
け
り
う
こ
む
か
さ
と
の
五
条
に
ま
つ
忍
ひ
て
わ
た
し
奉
り
て
人
々
え
り
と
ゝ
の
へ
さ
う
そ
く
と
ゝ
の
へ
な
と
し
て
十
一一イ
月
に
そ
わ
た
り
給
・
お
と
と
東
の
御
方
に
き
こ
え
つ
け
奉
り
給
あ
は
れ
と
思
し
人
の
も
の
う
し
し
て
は
か
な
き
山
里
に
か
く
れ
ゐ
に
け
る
を
お
さ
な
き
人
の
有
し
か
は
と
し
比
も
人
し
れ
す
尋
侍
り
し
か
と
も
え
き
ゝ
い
て
ゝ
な
ん
女
に
な
る
ま
て
す
き
に
け
る
を
覚
え
ぬ
か
た
よ
り
な
ん
き
ゝ
つ
け
た
る
時
に
た
に
と
て
う
つ
ろ
は
し
侍
な
り
は
ゝ
も
な
く
成
に
け
り
中
将
を
37
オ
き
こ
え
つ
け
た
る
に
あ
し
く
や
は
あ
る
お
な
し
こ
と
う
し
ろ
み
給
へ
山
か
つ
め
き
て
お
い
い
て
た
れ
は
ひ
な
ひ
た
る
こ
と
お
ほ
か
ら
む
さ
る
へ
く
こ
と
に
ふ
れ
て
を
し
へ
給
へ
と
い
と
こ
ま
や
か
に
き
こ
え
給
・
け
に
か
ゝ
る
人
の
お
は
し
け
る
を
し
り
き
こ
え
さ
り
け
る
よ
姫
君
の
ひ
と
所
も
の
し
給
か
さ
う


し
き
に
よ
き
こ
と
か
な
と
お
い
ら
か
に
の
給
か
の
お
や
な
り
し
人
は
心
な
ん
有
か
た
き
ま
て
よ
か
り
し
御
心
も
う
し
ろ
や
す
く
思
き
こ
ゆ
れ
は
な
と
の
給
つ
き


し
く
う
し
ろ
む
人
な
と
も
こ
と
お
ほ
か
ら
て
・
つ
れ


37
ウ
に
侍
る
を
う
れ
し
か
る
へ
き
こ
と
に
な
む
と
の
給
・
と
の
ゝ
内
の
人
は
御
む
す
め
と
も
し
ら
て
な
に
人
ま
た
尋
出
給
へ
る
な
ら
ん
む
つ
か
し
き
ふ
る
物
あ
つ
か
ひ
か
な
と
い
ひ
け
り
・
御
く
る
ま
三
は
か
り
し
て
人
の
す
か
た
と
も
な
と
右
近
あ
れ
は
ゐ
な
か
ひ
す
し
たたイ
て
た
り
と
の
よ
り
そ
あ
や
な
に
く
れ
と
奉
給
へ
る
そ
の
よ
や
か
て
お
と
ゝ
の
君
わ
た
り
給
へ
り
む
か
し
光
け
ん
し
な
と
い
ふ
な
は
き
ゝ
わ
た
り
奉
り
し
か
と
年
比
の
う
ゐ


し
さ
に
さ
し
も
思
き
こ
え
さ
り
け
る
を
ほ
の
か
な
る
お
ほ
と
な
ふ
ら
に
みみ
77
38
オ
き
丁
の
ほ
こ
ろ
ひ
に
よ
り
は
つ
か
に
見
奉
る
い
と
ゝ
お
そ
ろ
し
く
さ
へ
そ
お
ほ
ゆ
る
や
わ
た
り
給
か
た
の
と
を
右
近
か
い
は
な
て
は
此
と
く
ち
に
いゐ
る
へ
き
人
は
心
こ
と
に
こ
そ
と
わ
ら
ひ
給
て
ひ
さ
し
な
る
お
ま
し
に
つ
い
ゐ
給
て
火
こ
そ
い
と
け
さ
う
ひ
た
る
心
ち
す
れ
お
や
の
か
ほ
は
ゆ
か
し
き
物
と
こ
そ
き
け
さ
も
お
ほ
さ
ぬ
か
と
て
き
丁
す
こ
し
を
し
や
り
給
わ
り
な
く
は
つ
か
し
け
れ
は
そ
は
み
て
お
は
す
る
や
う
た
い
な
と
い
と
め
や
す
く
て
い
ま
す
こ
し
光
見
せ
む
や
あ
ま
り
心
に
く
し
と
の
給
へ
は
右
近
38
ウ
か
ゝ
け
て
す
こ
し
よ
す
お
も
な
の
人
や
と
す
こ
し
わ
ら
ひ
給
け
に
と
お
ほ
ゆ
る
御
ま
み
の
は
つ
か
し
け
さ
な
り
い
さ
ゝ
か
も
こ
と
人
と
へ
た
て
あ
る
さ
ま
に
も
の
給
な
さ
す
い
み
し
く
お
や
め
き
て
・
年
比
御
ゆ
く
ゑ
を
し
ら
て
心
に
か
け
ぬ
ひ
ま
な
く
な
け
き
侍
を
か
う
て
見
奉
る
に
つ
け
て
も
夢
の
心
ち
し
て
過
に
し
か
た
の
こ
と
ゝ
も
と
り
そ
へ
忍
ひ
か
た
き
に
え
な
ん
き
こ
え
ら
れ
さ
り
け
る
と
て
御
め
を
し
の
こ
ひ
給
ま
こ
と
に
か
な
し
う
覚
し
出
ら
る
御
と
し
の
程
か
そ
へ
給
ふ
て
お
や
こ
の
な
か
の
か
く
と
し
39
オ
へ
た
る
た
く
ひ
あ
ら
し
も
の
を
契
り
つ
ら
く
も
あ
り
け
る
か
な
い
ま
は
物
う
ゐ


し
く
わ
か
ひ
給
へ
き
御
ほ
と
に
も
あ
ら
し
を
と
し
比
の
御
物
語
な
と
も
き
こ
え
ま
ほ
し
き
に
な
と
か
お
ほ
つ
か
な
く
は
と
う
ら
み
給
に
き
こ
え
む
こ
と
も
な
く
は
つ
か
し
け
れ
は
あ
し
た
ゝ
す
し
つ
み
そ
め
侍
に
け
る
の
ち
な
に
こ
と
も
あ
る
か
な
き
か
に
な
と
ほ
の
か
に
き
こ
え
給
こ
ゑ
そ
む
か
し
人
に
い
と
よ
く
覚
え
て
わ
か
ひ
た
り
け
る
ほ
ゝ
ゑ
み
て
し
つ
み
給
へ
り
け
る
を
哀
と
も
い
ま
は
又
た
れ
か
は
と
て
心
は
へ
い
ふ
か
ひ
な
く
は
あ
ら
ぬ
御
い
39
ウ
ら
へ
と
覚
す
右
近
に
あ
る
へ
き
こ
と
の
た
ま
は
せ
て
わ
た
り
給
ぬ
め
や
す
く
も
の
し
給
を
う
れ
し
く
覚
し
78
て
う
へ
に
も
か
た
り
き
こ
え
給
さ
る
山
か
つ
の
中
に
と
し
へ
た
れ
は
い
か
に
い
と
をお
し
け
な
ら
ん
と
あ
な
つ
り
し
を
帰かへ
り
て
心
は
つ
か
し
き
ま
て
な
ん
み
ゆ
る
か
ゝ
る
物
有
と
い
か
て
人
に
し
ら
せ
て
兵
部

の
宮
な
と
の
此
ま
か
き
の
う
ち
こ
の
ま
し
う
し
給
心
み
た
り
に
し
か
な
す
き
も
の
と
も
の
い
と
う
る
は
し
た
ち
て
の
み
此
わ
た
り
に
み
ゆ
る
も
か
ゝ
る
物
の
く
さ
は
ひ
の
な
き
ほ
と
な
り
い
た
う
も
て
な
し
て
40
オ
し
か
な
な
を
う
ち
あ
はらはイ
ぬ
人
の
け
し
き
見
あ
つ
め
む
と
の
給
へ
は
・
あ
や
し
の
人
の
く
て
イ
お
や
ゝ
ま
つ
人
の
心
はは
け
ま
さ
む
こ
と
を
さ
き
に
お
ほ
す
よ
け
し
か
ら
す
と
の
給
・
ま
こ
と
に
君
を
こ
そ
い
ま
の
心
な
ら
ま
し
か
は
さ
や
う
に
も
て
な
し
て
み
つ
へ
か
り
け
れ
い
と
む
し
ん
に
し
な
し
て
し
わ
さ
そ
か
し
と
て
わ
ら
ひ
給
に
お
も
て
あ
か
み
て
お
は
す
る
い
と
わ
か
く
お
か
し
け
な
り
す
ゝ
り
ひ
き
よ
せ
給
ふ
て
手
な
ら
ひ
に
恋
わ
た
る
身
は
そ
れ
な
れ
と
玉
か
つ
ら
い
か
な
る
す
ち
を
た
つ
ね
き
つ
ら
ん
あ
は
れ
と
や
か
て
ひ
と
り
40
ウ
こ
ち
給
へ
は
け
に
ふ
か
く
覚
し
け
る
人
の
な
こ
り
な
め
り
と
見
給
・
中
将
の
君
に
も
か
ゝ
る
人
を
尋
出
た
る
を
よ
う
ゐ
し
て
む
つ
ひ
と
ふ
ら
へ
と
の
給
け
れ
は
こ
な
た
に
ま
う
て
給
て
人
か
す
な
ら
す
と
も
か
ゝ
る
物
さ
ふ
らら
ふ
と
ま
つ
め
し
よ
す
へ
く
な
ん
侍
け
る
御
わ
た
り
の
ほ
と
に
も
ま
い
り
つ
か
ふ
ま
つ
ら
さ
り
け
る
こ
と
ゝ
い
と
ま
め
ま
め
し
う
き
こ
え
給
へ
は
か
た
は
ら
い
た
き
ま
て
心
し
れ
る
人
は
お
も
ふ
・
心
の
か
き
り
つ
く
し
た
り
し
御
す
ま
ゐ
な
り
し
か
と
あ
さ
ま
し
う
ゐ
な
か
ひ
た
り
し
も
た
と
し
へ
な
く
41
オ
そ
思
く
ら
へ
ら
る
ゝ
や
御
し
つ
ら
ひ
よ
り
は
し
め
い
ま
め
か
し
う
け
た
か
く
て
お
や
は
ら
か
ら
と
む
つ
ひ
き
こ
え
給
御
さ
ま
か
た
ち
よ
り
は
し
め
め
も
あ
や
に
お
ほ
ゆ
る
に
い
ま
そ
三
条
も
大
弐
を
あ
な
つ
ら
は
し
く
思
け
る
ま
し
て
け
ん
か
い
き
さ
し
け
は
ひ
79
思
出
る
も
ゆ
ゝ
し
き
こ
と
か
き
り
な
し
ふ
ん
こ
の
す
け
の
心
は
へ
を
有
か
た
き
物
に
君
も
覚
し
し
り
右
近
も
思
ひ
い
ふ
お
ほ
そ
う
な
る
は
こ
と
も
おを
こ
た
り
ぬ
へ
し
と
て
こ
な
た
の
け
い
し
と
も
さ
た
め
あ
る
へ
き
こ
と
ゝ
も
を
き
て
さ
せ
給
ふ
ん
こ
の
介
も
な
り
41
ウ
ぬ
年
比
ゐ
な
か
ひ
し
つ
み
た
り
し
心
ち
に
に
は
か
に
な
こ
り
な
く
い
か
て
か
か
り
に
て
も
立
い
て
み
る
へ
き
よ
す
か
な
く
覚
ええ
し
お
ほ
と
の
ゝ
う
ち
を
朝
夕
に
い
て
い
り
な
ら
し
人
を
し
た
か
へ
こ
と
お
こ
な
ふ
身
と
な
れ
る
は
い
み
し
き
め
い
ほ
く
と
思
け
り
・
お
と
ゝ
の
君
の
御
心
を
き
て
の
こ
ま
か
に
有
か
た
う
お
は
し
ま
す
こ
と
い
と
か
た
し
け
な
し
年
の
く
れ
に
御
し
つ
ら
ひ
の
こ
と
人
々
の
さ
う
そ
く
な
と
や
ん
こ
と
な
き
御
つ
ら
に
覚
し
を
き
て
た
る
か
ゝ
り
と
も
ゐ
な
か
ひ
た
る
こ
と
な
と
や
と
山
か
つ
42
オ
の
か
た
に
あ
な
つ
り
を
し
は
か
り
き
こ
え
給
ててイ
て
う
し
た
る
も
奉
り
給
つ
い
て
に
を
り
物
と
も
の
わ
れ
も


と
て
を
つ
く
し
て
を
り
つ
ゝ
も
て
ま
い
れ
る
ほ
そ
な
か
こ
う
ち
き
の
色
々
さ
ま


な
る
を
御
ら
ん
す
る
に
い
と
お
ほ
か
り
け
る
物
と
も
か
な
か
た
か
た
に
う
ら
やや
み
な
く
こ
そ
も
の
す
へ
か
り
け
れ
と
う
へ
に
き
こ
え
給
へ
は
み
く
し
け
殿
に
つ
か
う
ま
つ
れ
る
も
こ
な
た
に
せ
さ
せ
給
へ
る
も
み
な
と
う
て
さ
せ
給
へ
り
か
ゝ
る
す
ち
は
た
い
と
す
く
れ
て
よ
に
な
き
色
あ
ひ
に
ほ
ひ
を
○
そ
め
つ
け給
へ
は
有
か
た
し
と
思
き
42
ウ
こ
え
給
こ
ゝ
か
し
こ
の
う
ち
と
の
よ
り
ま
い
ら
せ
た
る
う
ち
も
の
と
も
御
ら
ん
し
く
ら
へ
て
こ
き
あ
か
き
な
と
さ
ま


を
え
ら
せ
給
つ
ゝ
御
そ
ひ
つ
こ
ろ
も
は
こ
と
も
に
い
れ
さ
せ
給
ふ
て
お
と
な
ひ
た
る
上
ら
ふ
と
も
さ
ふ
ら
ひ
て
こ
れ
は
か
れ
は
と
と
り
く
し
つ
ゝ
い
る
う
へ
も
み
給
て
い
つ
れ
も
をお
と
り
ま
さ
る
け
ち
め
も
み
え
ぬ
物
と
も
な
め
る
を
き
給
は
む
人
の
御
か
た
ち
に
思
よ
そ
へ
つ
ゝ
奉
れ
給
へ
か
し
き
た
る
物
80
の
さ
ま
に
に
ぬ
は
ひ
か


し
く
も
あ
り
か
し
と
の
た
ま
へ
は
お
と
ゝ
う
ち
わ
ら
ひ
て
つ
れ
な
く
て
人
43
オ
の
御
か
た
ち
を
し
は
か
ら
む
の
御
心
な
め
り
な
さ
て
い
つ
れ
を
と
か
覚
す
と
き
こ
え
給
へ
は
そ
れ
も
か
ゝ
み
に
て
は
い
か
て
か
と
さ
す
か
に
は
ち
ら
ひ
て
お
は
す
こ
う
は
い
の
い
と
も
ん
う
き
た
る
え
ひ
そ
め
の
御
こ
う
ち
き
い
ま
や
う
色
の
い
と
す
く
れ
た
る
と
は
か
の
御
れ
う
さ
く
ら
の
ほ
そ
な
か
に
つ
や
ゝ
か
な
る
か
い
ね
り
と
り
そ
へ
て
は
姫
君
の
御
れ
う
な
り
あ
さ
は
な
た
の
か
い
ふ
の
を
り
物
を
り
さ
ま
な
ま
め
き
た
れ
と
に
ほ
ひ
や
か
な
ら
ぬ
に
い
と
こ
き
か
い
ね
り
く
し
て
な
つ
の
御
か
た
に
・
く
も
り
な
く
43
ウ
あ
か
き
に
山
ふ
き
の
は
な
の
ほ
そ
な
か
は
か
の
に
し
の
た
い
に
奉
れ
給
う
へ
は
み
ぬ
や
う
に
て
覚
し
あ
は
す
う
ち
の
お
と
ゝ
の
は
な
や
か
に
あ
な
き
よ
け
と
は
み
え
な
か
ら
な
ま
め
か
し
う
み
え
た
る
か
た
の
ま
し
ら
ぬ
に
に
た
る
な
め
り
と
け
に
を
し
は
か
ら
る
ゝ
を
色
に
は
出
し
給
は
ね
と
と
の
見
や
り
給
へ
る
に
た
ゝ
な
ら
す
・
い
て
此
か
た
ち
の
よ
そ
へ
は
人
は
ら
た
ち
ぬ
へ
き
こ
と
な
り
よ
き
と
て
も
物
の
色
は
か
き
り
あ
り
人
の
か
た
ち
は
を
く
れ
た
る
も
ま
た
な
を
そ
こ
ひ
あ
る
物
を
と
て
か
の
す
ゑ
44
オ
つ
む
は
な
の
御
れ
う
に
や
な
き
の
を
り
物
の
よ
し
あ
る
か
ら
く
さ
を
み
た
れ
を
れ
る
も
い
と
な
ま
め
き
た
れ
は
人
し
れ
す
ほ
ゝ
ゑ
みま
れ
給
・
む
め
の
お
り
え
た
て
ふ
と
り
と
ひ
と
ひ
イ
ち
か
ひ
か
ら
め
い
た
る
し
ろ
き
こ
う
ち
き
に
こ
き
か
つ
や
ゝ
か
な
る
か
さ
ね
て
あ
か
し
の
御
か
た
に
思
や
り
け
た
か
き
を
う
へ
は
め
さ
ま
し
と
見
給
う
つ
せ
み
の
あ
ま
君
に
あ
を
に
ひ
の
を
り
も
の
い
と
心
は
せ
あ
る
を
み
つ
け
給
ふ
て
御
れ
う
に
あ
る
く
ち
な
し
の
御
そ
ゆ
る
し
色
な
る
そ
へ
給
ひ
て
お
な
し
日
き
給
へ
き
御
せ
う
そ
く
き
44
ウ
81
こ
え
め
く
ら
し
給
けけイ
に
に
つ
い
た
る
み
む
の
御
心
な
り
け
り
御
か
へ
り
た
ゝ
な
ら
す
御
つ
か
ひ
の
ろ
く
心
々
な
る
に
す
ゑ
つ
む
東
の
院
に
お
は
す
れ
は
い
ま
す
こ
し
さ
し
は
な
れ
え
む
な
る
へ
き
を
う
る
は
し
く
物
し
給
人
に
て
あ
る
へ
き
こ
と
は
た
か
へ
給
は
す
や
ま
ふ
き
の
う
ち
き
の
袖
く
ち
い
た
く
す
ゝ
け
た
る
を
う
つ
ほ
に
て
う
ち
か
け
給
へ
り
御
ふ
み
に
は
い
と
か
う
は
し
き
み
ち
の
く
に
か
み
の
す
こ
し
と
し
へ
あ
つ
き
か
き
は
み
た
る
に
・
い
て
や
給
へ
る
は
中


に
こ
そ
45
オ
き
て
み
れ
は
う
ら
み
ら
れ
け
り
か
ら
衣
か
へ
し
や
り
て
ん
袖
を
ぬ
ら
し
て
御
て
の
す
ち
こ
と
に
あ
ふ
よ
り
に
た
るり
い
と
い
た
く
ほ
ゝ
ゑ
み
給
て
と
み
に
も
う
ち
を
き
給
は
ね
は
う
へ
な
に
事
な
ら
ん
と
み
を
こ
せ
給
へ
り
御
つ
か
ひ
に
か
つ
け
た
る
物
を
い
と
わ
ひ
し
と
か
た
は
ら
い
た
し
と
覚
し
て
御
け
し
き
あ
し
け
れ
は
す
へ
り
ま
か
て
ぬ
い
み
し
く
を
の


は
さ
ゝ
め
き
わ
ら
ひ
け
り
・
か
や
う
に
わ
り
な
う
ふ
る
め
か
し
う
か
た
は
ら
い
た
き
所
の
つ
き
給
へ
る
さ
か
し
ら
に
も
て
わ
つ
ら
ひ
ぬ
へ
く
覚
す
は
つ
か
し
き
ま
み
な
り
・
45
ウ
こ
た
い
の
う
た
よ
み
は
か
ら
衣
た
も
と
ぬ
る
ゝ
か
こ
と
こ
そ
は
な
れ
ね
な
ま
ろ
も
そ
の
つ
ら
そ
か
し
さ
ら
に
一
す
ち
に
ま
つ
は
れ
て
い
ま
め
き
た
る
こ
と
の
葉
に
ゆ
る
き
給
は
ぬ
こ
そ
ね
た
き
こ
と
は
○又イ
あ
れ
・
人
の
な
か
な
る
事
を
お
り
ふ
し
お
ま
へ
な
と
の
わ
さ
と
あ
る
う
た
よ
み
の
中
に
て
は
ま
と
ひゐ
は
な
れ
ぬ
み
も
し
そ
か
し
む
か
し
の
け
さ
う
の
お
か
し
き
い
と
み
に
は
あ
た
人
と
い
ふ
い
つ
も
し
を
や
す
め
所
に
う
ち
を
き
て
こ
と
の
は
の
つ
ゝ
き
た
よ
り
あ
る
心
ち
す
へ
か
め
り
な
と
わ
ら
ひ
給
・
よ
ろ
つ
の
さ
う
し
う
た
ま
く
ら
よ
く
46
オ
あ
な
い
し
り
み
つ
く
し
て
そ
の
う
ち
の
こ
と
は
を
と
り
出
る
に
よよイ
み
つ
き
た
る
す
ち
こ
そ
つつ
よ
う
は
か
は
ら
さ
る
へ
け
れ
ひ
た
ち
の
み
こ
の
か
き
を
き
給
へ
82
り
け
る
か
う
や
か
み
の
さ
う
し
を
こ
そ
み
よ
と
て
を
こ
せ
た
り
し
か
わ
か
の
す
い
な
う
い
と
所
せ
う
や
ま
ひ
さ
る
へ
き
所
お
ほ
か
り
し
か
は
も
と
よ
り
を
く
れ
た
る
か
た
の
い
と
ゝ
な
か


う
こ
き
す
へ
く
も
み
え
さ
り
し
か
は
む
つ
か
し
く
て
か
へ
し
て
き
よ
く
あ
な
い
し
り
給
へ
る
人
の
く
ち
つ
き
に
て
は
め
な
れ
て
こ
そ
あ
れ
と
て
お
か
し
く
お
ほ
い
た
る
さ
ま
そ
い
と
お
し
き
や
う
へ
い
と
46
ウ
ま
め
や
か
に
て
な
と
て
か
へ
し
給
け
ん
か
き
と
ゝ
め
て
姫
君
に
も
み
せ
奉
り
給
へ
か
り
け
る
物
を
こ
ゝ
に
も
物
の
な
か
な
り
し
も
む
し
み
な
そ
こ
な
ひ
て
け
れ
は
み
ぬ
人
は
た
心
こ
と
に
こ
そ
は
と
を
か
り
け
れ
と
の
給ふ
姫
君
の
御
か
く
も
ん
に
い
と
よ
う
な
か
ら
ん
す
へ
て
女
は
た
て
ゝ
こ
の
め
る
こ
と
ま
う
け
て
し
み
ぬ
る
は
さ
ま
よ
か
ら
ぬ
こ
と
な
り
な
に
こ
と
も
い
と
つ
き
な
か
ら
む
は
く
ち
お
し
か
ら
む
た
ゝ
心
の
す
ち
を
た
ゝ
よ
は
し
か
ら
す
も
て
し
つ
め
を
き
て
な
た
ら
か
な
ら
ん
の
み
な
む
め
や
す
か
る
へ
か
り
け
る
な
と
の
給
て
か
へ
り
こ
と
は
お
ほ
し
も
47
オ
か
け
ね
は
か
へ
し
や
り
て
む
と
あ
め
る
に
こ
れ
よ
り
を
し
か
へ
し
給
は
さ
ら
ん
は
ひ
か


し
か
ら
む
と
そ
ゝ
の
か
し
き
こ
え
給
な
さ
け
す
て
ぬ
御
心
に
て
か
き
給
い
と
心
や
す
け
な
り
か
へ
さ
む
と
い
ふ
に
つ
け
て
も
か
た
し
き
○の
よ
る
の
こ
ろ
も
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
こ
と
は
り
や
と
そ
あ
め
る
47
ウ
83
(
は
つ
ね)
と
し
た
ち
か
へ
る
あ
し
た
の
空
の
け
し
き
名
残
な
く
く
も
ら
ぬ
う
ら
ゝ
か
け
さ
に
は
数
な
ら
ぬ
か
き
ね
の
う
ち
た
に
雪
ま
の
草
わ
か
や
か
に
色
つ
き
は
し
め
い
つ
し
か
と
け
し
き
た
つ
霞
に
木
の
め
も
う
ち
け
ふ
り
を
の
つ
か
ら
人
の
心
も
の
ひ
ら
か
に
そ
み
ゆ
る
か
し
ま
し
く
い
と
ゝ
玉
を
し
け
る
お
ま
へ
は
庭
よ
り
は
し
め
見
所
お
ほ
く
み
か
き
ま
し
給
へ
る
御
方


の
あ
り
さ
ま
ま
ね
ひ
た
て
む
も
こ
と
の
葉
た
る
ま
し
く
な
ん
・
春
の
お
と
と
の
お
ま
へ
と
り
わ
き
て
梅
の
か
も
１
オ
み
す
の
う
ち
の
に
ほ
ひ
に
吹
ま
か
ひ
て
い
け
る
仏
の
み
国
と
お
ほ
ゆ
さ
す
か
に
う
ち
と
け
て
や
す
ら
か
に
す
み
な
し
給
へ
り
・
さ
ふ
ら
ふ
人


も
わ
か
や
か
に
す
く
れ
た
る
を
ひ
め
き
み
の
御
方
に
と
え
ら
せ
給
て
す
こ
し
お
と
な
ひ
た
る
か
き
り
な
か


よ
し


し
く
さ
う
そ
く
あ
り
さ
ま
よ
り
は
し
め
て
め
や
す
く
も
て
つ
け
て
爰
か
し
こ
に
む
れ
ゐ
つ
ゝ
は
か
た
め
の
い
は
ひ
し
て
も
ち
い
か
ゝ
み
を
さ
へ
と
り
ま
せ
て
ち
と
せ
の
か
け
に
し
る
き
と
し
の
う
ち
の
い
は
ひ
こ
と
ゝ
も
し
て
そ
ほ
れ
１
ウ
あ
へ
る
に
お
と
ゝ
の
き
み
さ
し
の
そ
き
給
へ
れ
は
ふ
と
こ
ろ
て
ひ
き
な
を
し
つ
ゝ
い
と
は
し
た
な
き
わ
さ
か
な
と
わ
ひ
あ
へ
り
・
い
と
し
た
ゝ
か
な
る
み
つ
か
ら
の
い
は
ひ
こ
と
ゝ
も
か
な
み
な
を
の


お
も
ふ
こ
と
の
み
ち


あ
ら
む
か
し
す
こ
し
き
か
せ
よ
や
わ
れ
こ
と
ふ
き
せ
む
と
う
ち
わ
ら
ひ
給
へ
る
御
あ
り
さ
ま
を
と
し
の
は
し
め
の
さ
か
え
に
見
奉
る
・
わ
れ
は
と
お
も
ひ
あ
か
れ
る
中
将
の
き
み
そ
か
ね
て
そ
み
ゆ
る
な
と
こ
そ
か
ゝ
み
の
影
に
も
か
た
ら
ひ
侍
り
つ
れ
わ
た
く
し
の
い
の
り
は
な
に
は
か
り
の
こ
と
を
か
な
と
聞
ゆ
・
２
オ
84
あ
し
た
の
程
は
人


ま
い
り
こ
み
て
物
さ
は
か
し
か
り
け
る
を
夕
つ
か
た
御
方


の
さ
む
さ
し
給
は
む
と
て
心
こ
と
に
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
け
さ
う
し
給
御
影
こ
そ
け
に
見
る
か
ひ
あ
め
れ
・
け
さ
こ
の
人


の
た
は
ふ
れ
か
は
し
つ
る
い
と
う
ら
や
ま
し
う
見
え
つ
る
を
う
へ
に
は
わ
れ
み
せ
奉
ら
む
と
て
乱
れ
た
る
こ
と
ゝ
も
す
こ
し
う
ち
ま
せ
つ
ゝ
い
は
ひ
聞
え
給
う
す
氷
と
け
ぬ
る
池
の
か
ゝ
み
に
は
よ
に
た
く
ひ
な
き
影
そ
な
ら
へ
る
け
に
め
て
た
き
御
あ
は
ひ
と
も
な
り
２
ウ
く
も
り
な
き
池
の
か
ゝ
み
に
よ
ろ
つ
代
を
す
む
へ
き
影
そ
し
る
く
見
え
け
る
・
な
に
こ
と
に
つ
け
て
も
す
ゑ
遠
き
御
ち
き
り
を
あ
ら
ま
ほ
し
く
聞
え
か
は
し
給
・
け
ふ
は
子
の
日
也
け
り
け
に
ち
と
せ
の
春
を
か
け
て
い
は
ゝ
む
に
こ
と
は
り
な
る
日
也
・
姫
君
の
御
方
に
渡
り
給
へ
れ
は
わ
ら
は
し
も
つ
か
へ
な
と
お
ま
へ
の
山
の
小
松
ひ
き
あ
そ
ふ
わ
か
き
人


の
心
ち
と
も
を
き
所
な
く
み
ゆ
・
北
の
お
と
ゝ
よ
り
わ
さ
と
か
ま
し
く
し
あ
つ
め
た
る
ひ
け
こ
と
も
わ
り
こ
な
と
奉
れ
給
へ
り
え
な
ら
ぬ
五
え
う
の
枝
に
う
つ
○れイ
る
う
く
ひ
す
も
３
オ
お
も
ふ
心
あ
ら
む
か
し
と
し
月
を
ま
つ
に
ひ
か
れ
て
ふ
る
人
に
け
ふ
鴬
の
初
音
き
か
せ
よ
を
と
せ
ぬ
里
の
と
聞
え
給
へ
る
を
け
に
あ
は
れ
と
お
ほ
し
し
る
こ
と
い
み
も
え
し
給
は
ぬ
け
し
き
な
り
・
○この
御
か
へ
り
は
み
つ
か
ら
聞
え
給
へ
初
ね
お
し
み
給
へ
き
か
た
に
も
あ
ら
す
か
し
と
て
御
す
ゝ
り
と
り
ま
か
な
ひ
か
ゝ
せ
奉
ら
せ
給
い
と
う
つ
く
し
け
に
て
明
暮
見
奉
る
人
た
に
あ
か
す
お
も
ひ
聞
ゆ
る
御
あ
り
さ
ま
を
い
ま
ゝ
て
お
ほ
つ
か
な
き
と
し
月
の
へ
た
ゝ
り
３
ウ
け
る
も
つ
み
え
か
ま
し
く
心
く
る
し
と
お
ほ
す
ひ
き
別
と
し
は
ふ
れ
と
も
う
く
ひ
す
の
す
た
ち
し
松
の
ね
を
忘
れ
め
や
お
さ
な
き
御
心
ち
に
ま
か
せ
85
て
く
た


し
く
そ
あ
○めイ
る
・
夏
の
御
す
ま
ゐ
を
見
給
へ
は
時
な
ら
ぬ
け
に
や
い
と
し
つ
か
に
見
え
て
わ
さ
と
こ
の
ま
し
き
こ
と
も
な
く
あ
て
や
か
に
住
な
し
給
へ
る
け
は
ひ
見
え
渡
る
と
し
月
に
そ
へ
て
御
心
の
へ
た
て
も
な
く
あ
は
れ
な
る
御
な
か
ら
ひ
な
り
い
ま
は
あ
な
か
ち
に
ち
か
や
か
な
る
御
あ
り
さ
ま
も
も
て
な
し
聞
え
給
は
さ
り
け
り
い
と
む
つ
ま
し
く
４
オ
あ
り
か
た
か
ら
む
い
も
せ
の
ち
き
り
は
か
り
聞
え
か
は
し
給
御
き
ち
や
う
へ
た
て
た
れ
と
す
こ
し
を
し
や
り
給
へ
は
ま
た
さ
て
お
は
す
は
な
た
は
け
に
に
ほ
ひ
お
ほ
か
ら
ぬ
あ
は
ひ
に
て
御
く
し
な
と
も
い
た
く
さ
か
り
す
き
に
け
り
や
さ
し
き
方
に
あ
ら
ね
と
え
ひ
か
つ
ら
し
て
そ
つ
く
ろ
ひ
給
へ
き
わ
れ
な
ら
さ
ら
む
人
は
見
さ
め
し
ぬ
へ
き
御
あ
り
さ
ま
を
か
く
て
み
る
こ
そ
う
れ
し
く
ほ
い
あ
れ
こ
ゝ
ろ
か
ろ
き
人
の
つ
ら
に
て
わ
れ
に
そ
む
き
給
な
ま
し
か
は
な
と
御
た
い
め
む
の
お
り


に
は
４
ウ
ま
つ
わ
か
御
心
の
長
さ
も
人
の
御
心
の
を
も
き
を
も
う
れ
し
く
お
も
ふ
や
う
な
り
と
お
ほ
し
け
り
こ
ま
や
か
に
ふ
る
と
し
の
御
物
語
な
と
な
つ
か
し
く
聞
え
給
て
に
し
の
た
い
へ
渡
り
給
・
ま
た
い
た
く
も
住
な
れ
給
は
ぬ
程
よ
り
は
け
は
ひ
お
か
し
く
し
な
し
て
お
か
し
け
な
る
わ
ら
は
へ
の
す
か
た
な
ま
め
か
し
く
人
影
あ
ま
た
し
て
御
し
つ
ら
ひ
あ
る
へ
き
か
き
り
な
れ
と
も
こ
ま
や
か
な
る
御
て
う
と
は
い
と
し
も
と
ゝ
の
へ
給
は
ぬ
を
さ
る
方
に
物
き
よ
け
に
住
な
し
給
へ
り
さ
う
し
み
も
あ
な
お
か
し
け
と
５
オ
ふ
と
見
え
て
や
ま
ふ
き
に
も
て
は
や
し
給
へ
る
御
か
た
ち
な
と
い
と
は
な
や
か
に
爰
そ
く
も
れ
る
と
見
ゆ
る
所
な
く
く
ま
な
く
に
ほ
ひ
き
ら


し
く
み
ま
ほ
し
き
さ
ま
そ
し
給
へ
る
物
お
も
ひ
に
し
つ
み
給
へ
る
ほ
と
の
し
わ
さ
に
や
か
み
の
す
そ
す
こ
し
ほ
そ
り
て
さ
は
ら
か
に
か
ゝ
れ
る
し
も
86
い
と
物
き
よ
け
に
爰
か
し
こ
い
と
け
さ
や
か
な
る
さ
ま
し
給
へ
る
を
か
く
て
見
さ
ら
ま
し
か
は
と
お
も
ほ
す
に
つ
け
て
は
え
し
も
見
す
く
し
給
ま
し
く
や
か
く
い
と
へ
た
て
な
く
見
奉
り
○
な
れ
イ
給
へ
と
５
ウ
猶
お
も
ふ
に
へ
た
ゝ
り
お
ほ
く
あ
や
し
き
か
う
つ
ゝ
の
心
ち
も
し
給
は
ね
は
ま
ほ
な
ら
す
も
て
な
し
給
へ
る
も
い
と
お
か
し
・
と
し
こ
ろ
に
な
り
ぬ
る
心
ち
し
て
見
奉
る
も
心
や
す
く
ほ
い
か
な
ひ
ぬ
る
を
つ
ゝ
み
な
く
も
て
な
し
給
ひ
て
あ
な
た
な
と
に
も
渡
り
給
へ
か
し
い
は
け
な
き
う
ゐ
こ
と
な
ら
ふ
人
も
あ
め
る
を
も
ろ
共
に
き
ゝ
な
ら
し
給
へ
う
し
ろ
め
た
く
あ
は
つ
け
き
心
も
た
る
人
な
き
所
な
り
と
聞
え
給
へ
は
の
給
は
せ
む
ま
ゝ
に
こ
そ
は
と
聞
え
給
さ
も
あ
る
こ
と
そ
か
し
・
暮
か
た
に
な
る
ほ
と
に
６
オ
あ
か
し
の
御
方
に
渡
り
給
近
き
わ
た
と
の
ゝ
戸
を
し
あ
く
る
よ
り
み
す
の
う
ち
の
追
風
な
ま
め
か
し
く
ふ
き
に
ほ
は
か
し
て
物
よ
り
こ
と
に
け
た
か
く
お
ほ
さ
る
さ
う
し
み
は
見
え
す
い
つ
ら
と
見
ま
は
し
給
に
す
ゝ
り
の
あ
た
り
に
き
は
ゝ
し
く
さ
う
し
と
も
と
り
ち
ら
し
た
る
を
と
り
つ
ゝ
見
給
か
ら
の
○
と
う
き
や
う
イき
の
こ
と


し
き
は
し
さ
し
た
る
し
と
ね
に
お
か
し
け
な
る
き
む
う
ち
を
き
わ
さ
と
め
き
よ
し
あ
る
火
お
け
に
し
ゝ
う
を
く
ゆ
ら
か
し
て
物
こ
と
に
し
め
た
る
に
え
ひ
か
う
の
か
の
ま
か
へ
る
６
ウ
い
と
え
む
な
り
手
習
と
も
の
乱
れ
う
ち
と
け
た
る
も
す
ち
か
は
り
ゆ
へ
あ
る
か
き
さ
ま
な
り
こ
と


し
う
さ
う
か
ち
な
と
に
も
さ
えれイ
か
らかイ
す
め
や
す
く
か
き
す
ま
し
た
り
小
松
の
御
か
へ
り
を
め
つ
ら
し
と
見
け
る
ま
ゝ
に
あ
は
れ
な
る
ふ
る
こ
と
ゝ
も
か
き
ま
せ
て
め
つ
ら
し
や
花
の
ね
く
ら
に
木
つ
た
ひ
て
谷
の
ふ
る
す
を
と
へ
る
う
く
ひ
す
声
ま
ち
出
た
る
な
と
も
あ
り
さ
け
る
岳
辺
に
家
し
あ
れ
は
な
と
ひ
き
87
か
へ
し
な
く
さ
め
た
る
す
ち
な
と
か
き
ま
せ
つ
ゝ
あ
る
７
オ
を
と
り
て
見
給
つ
ゝ
ほ
ゝ
ゑ
み
給
へ
る
は
つ
か
し
け
な
り
ふ
て
さ
し
ぬ
ら
し
て
か
き
す
さ
ひ
給
程
に
ゐ
さ
り
出
て
さ
す
か
に
み
つ
か
ら
の
も
て
な
し
は
か
し
こ
ま
り
を
き
て
め
や
す
き
よ
う
い
な
る
を
猶
人
よ
り
は
こ
と
な
り
と
お
ほ
す
し
ろ
き
に
け
さ
や
か
な
る
か
み
の
か
ゝ
り
の
す
こ
し
さ
は
ら
か
な
る
程
に
う
す
ら
き
に
け
る
も
い
と
ゝ
な
ま
め
か
し
さ
そ
ひ
て
な
つ
か
し
け
れ
は
あ
た
ら
し
き
と
し
の
御
さ
は
か
れ
も
や
と
つ
つ
ま
し
け
れ
と
こ
な
た
に
と
ま
り
給
ひ
ぬ
猶
お
ほ
え
こ
と
な
り
か
し
と
方


に
心
を
き
て
７
ウ
お
ほ
す
南
の
お
と
ゝ
に
は
ま
し
て
め
さ
ま
し
か
る
人


あ
り
ま
た
明
ほ
の
ゝ
ほ
と
に
渡
り
給
ひ
ぬ
か
く
し
も
あ
る
ま
し
き
夜
ふ
か
さ
そ
か
し
と
お
も
ふ
に
名
残
も
た
ゝ
な
ら
す
あ
は
れ
に
お
も
ふ
ま
ち
と
り
給
へ
る
は
た
な
ま
け
や
け
し
と
お
ほ
す
へ
か
め
る
心
の
う
ち
は
か
ら
れ
給
て
・
あ
や
し
き
う
た
ゝ
ね
を
し
て
わ
か


し
か
り
け
る
い
き
た
な
さ
を
さ
し
も
お
と
ろ
か
し
給
は
て
と
御
け
し
き
と
り
給
も
お
か
し
う
み
ゆ
こ
と
な
る
御
い
ら
へ
も
な
け
れ
は
わ
つ
ら
は
し
く
て
空
ね
を
し
つ
ゝ
日
た
か
く
お
ほ
と
の
８
オ
こ
も
り
お
き
た
り
・
け
ふ
は
り
む
し
き
や
く
の
こ
と
に
ま
き
ら
は
し
て
そ
お
も
か
く
し
給
上
達
部
み
こ
達
な
と
例
の
残
り
な
く
ま
い
り
給
へ
り
御
あ
そ
ひ
あ
り
て
ひ
き
い
て
物
ろ
く
な
と
に
な
し
そ
こ
ら
つ
と
ひ
給
へ
る
か
わ
れ
も
お
と
ら
し
と
も
て
な
し
給
へ
る
中
に
も
す
こ
し
な
す
ら
ひ
な
る
な
る
イ
た
に
見
え
給
は
ぬ
物
か
な
と
り
は
な
ち
て
は
い
う
そ
く
お
ほ
く
物
し
給
こ
ろ
な
れ
と
お
ま
へ
に
て
は
け
お
さ
れ
給
わ
ろ
し
か
し
な
に
の
か
す
な
ら
ぬ
し
も
へ
と
も
な
と
た
に
此
院
に
ま
い
る
に
は
心
つ
か
ひ
こ
と
な
り
ま
し
て
８
ウ
わ
か
や
か
な
る
上
達
部
な
と
は
お
も
ふ
心
な
と
物
し
給
88
て
す
ゝ
ろ
に
心
け
さ
う
し
給
つ
ゝ
つ
ね
の
と
し
よ
り
も
こ
と
な
り
・
は
な
の
か
さ
そ
ふ
夕
風
の
と
か
に
う
ち
吹
た
る
に
お
ま
へ
の
梅
や
う


ひ
も
と
き
て
あ
れ
は
た
れ
と
き
な
る
に
も
の
ゝ
し
ら
へ
と
も
お
も
し
ろ
く
こ
の
殿
う
ち
い
て
た
る
ひ
や
う
し
い
と
は
な
や
か
な
り
お
と
ゝ
も
と
き


声
う
ち
そ
へ
給
へ
る
さ
き
く
さ
の
す
ゑ
つ
か
た
い
と
な
つ
か
し
う
め
て
た
く
聞
ゆ
な
に
こ
と
も
さ
し
い
ら
へ
し
給
御
ひ
か
り
に
は
や
さ
れ
て
色
を
も
ね
を
も
ま
す
け
ち
め
こ
と
に
な
ん
わ
か
れ
け
る
・
か
く
の
ゝ
９
オ
し
る
馬
車
の
を
と
を
も
物
へ
た
て
ゝ
き
ゝ
給
御
方


は
は
ち
す
の
な
か
の
せ
か
ひ
に
ま
た
ひ
ら
け
さ
ら
む
心
ち
も
か
く
や
と
心心イ
や
ま
し
け
な
り
ま
し
て
ひ
む
か
し
の
院
に
は
な
れ
給
へ
る
御
方


は
と
し
月
に
そ
へ
て
つ
れ


の
か
す
の
み
ま
さ
れ
と
よ
の
う
き
め
見
え
ぬ
山
ち
に
お
も
ひ
な
す
ら
へ
て
つ
れ
な
き
人
の
御
心
を
は
な
に
と
か
は
見
奉
り
と
か
め
む
そ
の
○
ほ
か
の
心
も
と
な
く
さ
ひ
し
き
こ
と
は
た
な
け
れ
は
お
こ
な
ひ
の
か
た
の
人
は
そ
の
ま
き
れ
な
く
つ
と
め
か
な
の
よ
ろ
つ
の
さ
う
し
の
か
く
も
む
心
に
い
れ
給
は
ん
人
は
９
ウ
又
そ
の
ね
か
ひ
に
し
た
か
ひ
物
ま
め
や
か
に
は
か


し
き
を
き
て
に
も
た
ゝ
心
の
ね
か
ひ
に
し
た
か
ひ
た
る
す
ま
ゐ
な
り
・
さ
は
か
し
き
日
比
す
く
し
て
渡
り
給
へ
り
ひ
た
ち
の
宮
の
御
方
は
人
の
程
あ
れ
は
心
く
る
し
く
お
ほ
し
て
人
め
の
か
さ
り
は
か
り
は
い
と
よ
く
も
て
な
し
聞
え
給
い
に
し
へ
さ
か
り
と
見
え
し
御
わ
か
か
み
も
と
し
比
に
お
と
ろ
へ
行キ
ま
し
て
滝
の
よ
と
み
は
つ
か
し
け
な
る
御
か
た
は
ら
め
な
と
を
い
と
お
し
と
お
ほ
せ
は
ま
ほ
に
も
む
か
ひ
給
は
す
柳
は
け
に
こ
そ
す
さ
ま
し
け
れ
と
み
ゆ
る
も
き
な
し
給
へ
る
10
オ
人
か
ら
な
る
へ
し
光
も
な
く
く
ろ
き
か
い
ね
り
の
さ
ひ


し
く
は
り
た
る
ひ
と
か
さ
ね
さ
る
を
り
物
の
う
ち
き
を
き
給
へ
る
い
と
さ
む
け
に
心
く
る
し
か
さ
ね
の
う
ち
き
な
と
は
い
か
に
し
な
し
た
る
にに
か
あ
ら
89
む
御
は
な
の
色
は
か
り
霞
に
も
ま
き
る
ま
し
く
は
な
や
か
な
る
に
御
心
に
も
あ
ら
す
う
ち
な
け
か
れ
給
て
こ
と
さ
ら
に
み
き
ち
や
う
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
へ
た
て
給
な
か


女
は
さ
し
も
お
ほ
し
た
ら
す
今
は
か
く
あ
は
れ
に
な
か
き
御
心
の
程
を
お
た
し
き
物
に
う
ち
と
け
た
の
み
聞
え
給
へ
る
御
さ
ま
あ
は
10
ウ
れ
な
り
か
ゝ
る
か
た
に
も
を
し
な
へ
て
の
人
な
ら
す
い
と
お
し
く
か
な
し
き
人
の
御
さ
ま
と
お
ほ
せ
は
あ
は
れ
に
わ
れ
た
に
こ
そ
は
と
御
心
と
ゝ
め
給
へ
る
も
あ
り
か
た
き
そ
か
し
御
声
な
と
も
い
と
さ
む
け
に
う
ち
わ
な
ゝ
き
つ
ゝ
か
た
ら
ひ
聞
え
給
見
わ
つ
ら
ひ
給
て
御
そ
と
も
の
こ
と
な
と
う
し
ろ
見
聞
ゆ
る
人
は
侍
り
や
か
く
心
や
す
き
御
す
ま
ゐ
は
た
ゝ
い
と
う
ち
と
け
た
る
さ
ま
に
ふ
く
み
な
へ
た
る
こ
そ
よ
け
れ
う
は
へ
は
か
り
つ
く
ろ
ひ
た
る
御
よ
そ
ひ
は
あ
ひ
な
く
な
ん
と
聞
え
給
へ
は
こ
ち


し
く
さ
す
か
に
わ
ら
ひ
給
て
た
い
こ
の
あ
さ
り
11
オ
の
き
み
の
御
あ
つ
か
ひ
し
侍
り
と
て
き
ぬ
と
も
ゝ
え
ぬ
ひ
侍
ら
て
な
む
か
は
き
ぬ
を
さ
へ
と
ら
れ
に
し
の
ち
さ
む
く
侍
る
と
聞
え
給
は
い
と
は
な
あ
か
き
御
せ
う
と
な
り
け
り
心
う
つ
く
し
と
い
ひ
な
か
ら
あ
ま
り
う
ち
と
け
す
き
た
り
と
お
ほ
せ
と
爰
に
て
は
い
と
ま
め
に
き
す
く
の
人
に
て
お
は
す
・
か
は
き
ぬ
は
い
と
よ
し
山
ふ
し
の
み
の
し
ろ
衣
に
ゆ
つ
り
給
て
あ
へ
な
ん
さ
て
こ
の
い
た
は
り
な
き
白
に
の
衣
は
な
ゝ
へ
に
も
な
と
か
か
ね
給
は
さ
ら
む
さ
る
へ
き
お
り


は
う
ち
忘
れ
た
ら
む
こ
と
も
お
と
ろ
か
し
給
へ
か
し
11
ウ
も
と
よ
り
お
れ


し
く
た
ゆ
き
心
の
お
こ
た
り
に
ま
し
て
方


の
ま
き
ら
は
し
き
ゝ
ほ
ひ
に
も
を
の
つ
か
ら
な
ん
と
の
給
て
む
か
ひ
の
院
の
御
く
ら
あ
け
さ
せ
て
き
ぬ
あ
や
な
と
奉
ら
せ
給
・
あ
れ
た
る
所
も
な
け
れ
と
住
給
は
ぬ
所
の
け
は
ひ
は
し
つ
か
に
て
お御
ま
へ
の
木
た
ち
は
か
り
そ
い
と
お
も
し
ろ
く
紅
梅
の
さ
き
出
た
る
に
ほ
ひ
な
と
見
は
や
す
人
も
90
な
き
を
見
渡
し
給
て
ふ
る
さ
と
の
春
の
木
す
ゑ
に
尋
き
て
よ
の
つ
ね
な
ら
ぬ
は
な
を
見
る
か
な
と
ひ
と
り
こ
ち
給
へ
と
12
オ
き
ゝ
し
り
給
は
さ
り
け
む
か
し
・
う
つ
せ
み
の
あ
ま
衣
に
も
さ
し
の
そ
き
給
へ
り
う
け
は
り
た
る
さ
ま
に
は
あ
ら
す
か
こ
や
か
に
つ
ほ
ね
住
に
し
な
し
て
仏
は
か
り
に
所
え
さ
せ
奉
り
て
お
こ
な
ひ
つ
と
め
け
る
さ
ま
あ
は
れ
に
見
え
て
経
仏
の
か
さ
り
は
か
な
く
し
た
る
あ
か
の
具
な
と
も
お
か
し
け
に
な
ま
め
か
し
く
猶
心
は
せ
あ
り
と
見
ゆ
る
人
の
け
は
ひ
な
り
あ
を
に
ひ
の
き
ち
や
う
心
は
え
お
か
し
き
に
い
た
く
ゐ
か
く
れ
て
袖
く
ち
は
か
り
そ
色
こ
と
な
る
し
も
な
つ
か
し
け
れ
は
涙
く
み
12
ウ
給
ひ
て
・
松
か
う
ら
島
を
は
る
か
に
お
も
ひ
て
そ
や
み
ぬ
へ
か
り
け
る
む
か
し
よ
り
心
う
か
り
け
る
御
ち
き
り
か
な
さ
す
か
に
か
は
か
り
の
む
つ
ひ
は
た
ゆ
ま
し
か
り
け
る
よ
な
と
の
給
あ
ま
き
み
も
物
あ
は
れ
な
る
け
は
ひ
に
て
か
ゝ
る
か
た
に
○た
の
み
聞
え
さ
す
る
し
も
な
ん
あ
さ
く
は
あ
ら
す
お
も
ひ
給
へ
し
ら
れ
侍
け
る
と
聞
ゆ
つ
ね
に
お
り


か
さ
ね
て
心
ま
と
は
し
給
し
よ
の
む
く
ひ
な
と
を
仏
に
か
し
こ
ま
り
き
こ
ゆ
る
こ
そ
く
る
し
け
れ
お
ほ
し
し
る
や
か
く
い
と
す
な
ほ
に
し
も
あ
ら
ぬ
物
を
と
お
も
ひ
あ
は
せ
給
13
オ
こ
と
も
あ
ら
し
や
は
と
な
む
お
も
ふ
と
の
給
か
の
あ
さ
ま
し
か
り
し
よ
の
ふ
る
こ
と
を
き
ゝ
を
き
給
へ
る
な
め
り
と
は
つ
か
し
く
か
ゝ
る
あ
り
さ
ま
を
御
覧
し
は
て
ら
る
ゝ
よ
り
ほ
か
の
む
く
ひ
は
い
つ
く
に
か
侍
ら
ん
と
て
ま
こ
と
に
う
ち
な
き
ぬ
い
に
し
へ
よ
り
も
物
ふ
か
く
は
つ
か
し
け
さ
ま
さ
り
て
か
く
も
て
は
な
れ
た
る
こ
と
ゝ
お
ほ
す
し
も
見
は
な
ち
か
た
く
お
ほ
さ
る
れ
はと
は
か
な
き
こ
と
を
の
給
ひ
か
く
へ
く
も
あ
ら
す
お
ほ
か
た
の
む
か
し
い
ま
の
物
語
を
し
給
て
か
は
か
り
の
い
ふ
か
ひ
た
に
あ
れ
か
し
と
あ
な
た
を
見
や
り
給
・
91
13
ウ
か
や
う
に
て
○も
御
影
に
か
く
れ
た
る
人


お
ほ
か
り
み
な
さ
し
の
そ
き
渡
し
給
て
お
ほ
つ
か
な
き
日
数
つ
も
る
お
り
く
あ
れ
と
心
の
う
ち
は
を
こ
た
ら
す
な
ん
た
ゝ
か
き
り
あ
る
み
ち
の
別
の
み
こ
そ
う
し
ろ
め
た
け
れ
い
の
ち
そ
し
ら
ぬ
な
と
な
つ
か
し
く
の
給
い
つ
れ
を
も
ほ
と


に
つ
け
て
あ
は
れ
と
お
ほ
し
た
り
・
わ
れ
は
と
お
ほ
し
あ
か
り
ぬ
へ
き
御
身
の
程
な
れ
と
さ
し
も
こ
と


し
く
も
て
な
し
給
は
す
所
に
つ
け
人
の
ほ
と
に
つ
け
つ
ゝ
あ
ま
ね
く
な
つ
か
し
く
お
は
し
ま
せ
は
た
ゝ
か
は
か
り
の
御
心
に
か
ゝ
り
て
な
ん
14
オ
お
ほ
く
の
人


と
し
○月イ
を
へ
け
る
・
こ
と
し
は
お
と
こ
た
う
か
あ
り
う
ち
よ
り
朱
雀
院
に
ま
い
り
て
次
に
こ
の
院
に
ま
い
る
み
ち
の
ほ
と
遠
○く
て
夜
明
か
た
に
な
り
に
け
り
月
の
く
も
り
な
く
す
み
ま
さ
り
て
う
す
雪
す
こ
し
ふ
れ
る
庭
の
え
な
ら
ぬ
に
殿
上
人
な
と
も
物
の
上
手
お
ほ
か
る
こ
ろ
ほ
ひ
に
て
ふ
え
の
ね
も
い
と
お
も
し
ろ
く
ふ
き
た
て
ゝ
こ
の
お
ま
へ
は
こ
と
に
心
つ
か
ひ
し
た
り
御
方


も
見
に
渡
り
給
へ
く
か
ね
て
御
せ
う
そ
こ
と
も
あ
り
け
れ
は
左
右
の
た
い
わ
た
殿
な
と
に
御
つ
14
ウ
ほ
ね
し
つ
ゝ
お
は
す
西
の
た
い
の
ひ
め
き
み
は
し
む
て
ん
の
南
の
御
か
た
に
渡
り
給
て
こ
な
た
の
ひ
め
き
み
御
た
い
め
む
あ
り
け
り
う
へ
も
ひ
と
所
に
お
は
し
ま
せ
は
み
き
ち
や
う
は
か
り
へ
た
て
ゝ
聞
え
給
・
朱
雀
院
の
き
さ
い
の
宮
の
御
か
た
な
と
め
く
り
け
る
ほ
と
に
夜
も
や
う


明
行
は
水
む
ま
や
に
て
こ
と
そ
か
せ
給
へ
き
を
例
あ
る
こ
と
よ
り
ほ
か
に
さ
ま
こ
と
に
こ
と
く
は
へ
て
い
み
し
く
も
て
は
や
さ
せ
給
影
す
さ
ま
し
き
あ
か
つ
き
月
夜
に
雪
は
や
う


ふ
り
つ
む
松
風
こ
た
か
く
吹
お
ろ
し
15
オ
物
冷
し
く
も
あ
り
ぬ
へ
き
程
に
あ
を
色
の
な
へ
は
め
る
に
し
ら
か
さ
ね
の
色
あ
ひ
な
に
の
か
さ
り
92
か
は
み
ゆ
る
か
さ
し
の
わ
た
は
に
ほ
ひ
も
な
き
物
な
れ
と
所
か
ら
に
や
お
も
し
ろ
く
心
ゆ
き
命
の
ふ
る
程
な
り
殿
の
中
将
の
き
み
う
ち
の
大
と
の
ゝ
き
み
た
ち
そ
こ
ら
に
す
く
れ
て
め
や
す
く
は
な
や
か
な
り
ほ
の


と
明
行
に
雪
や
ゝ
ち
り
て
そ
ゝ
ろ
さ
む
き
に
竹
河
う
た
ひ
て
か
よ
れ
る
す
か
た
な
つ
か
し
き
声


の
ゑ
に
も
か
き
と
ゝ
め
か
た
か
ら
む
こ
そ
口
お
し
け
れ
御
方


い
つ
れ
15
ウ
も


も
お
と
ら
ぬ
袖
く
ち
と
も
こ
ほ
れ
出
た
る
こ
ち
た
さ
も
の
ゝ
色
あ
ひ
な
と
も
明
ほ
の
ゝ
空
に
春
の
に
し
き
た
ち
出
に
け
る
霞
の
う
ち
か
と
見
渡
さ
る
あ
や
し
く
心
行
見
物
に
そ
あ
り
け
る
さ
る
は
か
う
こ
し
の
よ
は
な
れ
た
る
さ
ま
こ
と
ふ
き
の
み
た
り
か
は
し
き
お
こ
め
き
た
る
こ
と
も
こ
と


し
く
と
り
な
し
た
る
な
か


な
に
は
か
り
の
お
も
し
ろ
か
る
へ
き
ひ
や
う
し
も
聞
え
ぬ
物
を
例
の
わ
た
か
つ
き
渡
り
て
ま
か
て
ぬ
・
夜
明
は
て
ぬ
れ
は
御
方


か
へ
り
渡
り
給
ひ
ぬ
16
オ
お
と
ゝ
の
き
み
す
こ
し
お
ほ
と
の
こ
も
り
て
日
た
か
く
お
き
給
へ
り
中
将
の
声
は
弁
少
将
に
お
さ


お
と
ら
さ
め
る
は
あ
や
し
く
い
ふ
そ
く
と
も
お
ひ
出
る
こ
ろ
ほ
ひ
に
こ
そ
あ
れ
い
に
し
へ
の
人
は
ま
こ
と
に
か
し
こ
き
か
た
や
す
く
れ
た
る
こ
と
も
お
ほ
か
り
け
む
な
さ
け
た
ち
た
る
す
ち
は
こ
の
こ
ろ
の
人
に
え
し
も
ま
さ
ら
さ
り
け
む
か
し
中
将
な
と
を
は
す
く


し
き
お
ほ
や
け
人
に
し
な
し
て
む
と
な
ん
お
も
ひ
を
き
て
してイ
み
つ
か
ら
の
あ
さ
れ
は
み
た
る
か
た
く
な
し
さ
を
も
て
は
な
れ
16
ウ
よ
と
お
も
ひ
し
か
と
猶
し
た
に
は
ほ
の
す
き
た
る
す
ち
の
心
を
こ
そ
と
ゝ
む
へ
か
め
れ
も
て
し
つ
め
す
く
よ
か
な
る
う
は
へ
は
か
り
は
う
る
さ
か
め
り
な
と
い
と
う
つ
く
し
と
お
ほ
し
た
り
・
は
む
す
ん
ら
く
御
く
ち
す
さ
ひ
に
の
給
て
人


の
こ
な
た
に
つ
93
と
ひ
給
へ
る
つ
い
て
に
い
か
て
か
も
の
ゝ
音
こ
ゝ
ろ
み
て
し
か
な
わ
た
く
し
の
こ
え
む
す
へ
あ
る
イ
し
と
の
給
て
御
琴
と
も
の
う
る
は
し
き
ふ
く
ろ
と
も
し
て
ひ
め
を
か
せ
給
へ
る
み
な
ひ
き
出
て
を
し
の
こ
ひ
て
ゆ
る
へ
る
を
と
ゝ
の
へ
さ
せ
給
な
と
す
17
オ
御
方


心
つ
か
ひ
い
た
く
し
つ
ゝ
心
け
さ
う
を
つ
く
し
給
ら
む
か
し
17
ウ
94
(
こ
て
ふ)
や
よ
ひ
の
は
つ
か
あ
ま
り
の
比
ほ
ひ
春
の
御
前
の
あ
り
さ
ま
つ
ね
よ
り
こ
と
に
つ
く
し
て
に
ほ
ふ
花
の
色
鳥
の
こ
ゑ
ほ
か
の
さ
と
に
は
ま
た
ふ
り
ぬ
に
や
と
め
つ
ら
し
う
み
え
き
こ
ゆ
山
の
木
た
ち
な
か
し
ま
の
わ
た
り
色
ま
さ
る
こ
け
の
け
し
き
な
と
わ
か
き
人
々
の
は
つ
か
に
心
も
と
な
く
お
も
ふ
へ
かるイ
めため
イる
に
かうイ
ら
め
い
た
る
ふ
ね
つ
く
ら
せ
給
け
る
い
そ
き
さ
う
そ
か
せ
給
て
お
ろ
し
は
し
め
さ
せ
た
ま
ふ
日
は
う
た
つ
か
さ
の
人
め
し
て
舟
の
１
オ
か
く
せ
ら
る
み
こ
た
ち
か
む
た
ち
め
な
と
あ
ま
た
ま
い
り
給
へ
り
・
中
宮
こ
の
こ
ろ
さ
と
に
お
は
し
ま
す
か
の
春
ま
つ
そ
の
は
と
は
け
ま
し
き
こ
え
給
へ
り
し
御
か
へ
り
も
こ
の
比
や
と
お
ほ
し
お
と
ゝ
の
君
も
い
か
て
こ
の
花
の
折
御
覧
せ
さ
せ
む
と
お
ほ
し
の
た
ま
へ
と
つ
ゐ
て
な
く
て
か
る
ら
か
に
は
ひ
わ
た
り
花
を
も
て
あ
そ
ひ
た
ま
ふ
へ
き
な
ら
ね
は
わ
か
き
女
房
た
ち
の
物
め
て
し
ぬ
へ
き
を
の
せ
給
て
み
な
み
の
い
け
はのイ
こ
な
た
に
と
を
し
か
１
ウ
よ
は
し
な
さ
せ
給
へ
る
を
ち
い
さ
き
山
を
へ
た
て
の
せ
き
に
見
せ
た
れ
と
其
山
の
さ
き
よ
り
こ
き
ま
ひ
て
ひ
む
か
し
の
つ
り
殿
にに
こ
な
た
の
わ
か
き
人
々
あ
つ
め
さ
せ
た
ま
ふ
龍
頭
鷁
首
を
か
ら
の
よ
そ
ひ
に
こ
と


し
う
し
つ
ら
ひ
て
か
ち
と
り
さ
ほ
さ
す
わ
ら
は
へ
み
な
み
つ
か
(
マ
マ)
ら
ゆ
ひ
て
も
ろ
こ
し
た
ゝ
せ
て
さ
る
お
ほ
き
な
る
池
の
中
に
さ
し
い
て
た
れ
は
ま
こ
と
にのにイ
し
ら
ぬ
国
に
き
た
覧
心
ち
し
て
あ
は
れ
に
お
も
し
ろ
く
み
な
ら
は
ぬ
女
房
な
と
は
２
オ
95
お
も
ふ
な
か
し
ま
の
い
り
え
の
岩
か
け
に
さ
し
よ
せ
て
み
れ
は
は
か
な
き
石
の
た
ゝ
す
ま
ひ
も
た
ゝ
絵
に
か
い
た
ら
む
や
う
な
り
こ
な
た
か
な
た
霞
あ
ひ
た
る
こ
す
ゑ
と
も
に
し
き
を
ひ
き
わ
た
せ
る
に
お
ま
へ
の
か
た
は
は
る


と
み
や
ら
れ
て
色
を
ま
し
た
る
柳
え
た
を
た
れ
た
る
花
も
え
も
い
は
ぬ
にに
ほ
ひ
を
ち
ら
し
た
り
ほ
か
に
は
さ
か
り
過
た
る
桜
も
い
ま
さ
か
り
に
ほ
ゝ
ゑ
み
ら
う
を
め
く
る
ふ
ち
の
色
も
こ
ま
や
か
に
ひ
ら
け
ゆ
き
に
け
り
ま
し
２
ウ
て
池
の
水
に
か
け
を
う
つ
し
た
る
や
ま
ふ
き
き
し
よ
り
こ
ほ
れ
て
い
み
し
き
さ
か
り
しなり
水
鳥
と
も
の
つ
か
ひ
○をイ
は
な
れ
す
あ
そ
ひ
つ
ゝ
ほ
そ
き
え
た
と
も
を
く
ひ
て
と
ひ
ち
か
ふ
を
し
の
波
の
あ
や
に
も
ん
を
ま
し
へ
た
る
な
と
も
の
ゝ
ゑ
や
う
に
も
か
き
と
ら
ふま
ほ
し
き
○に
ま
こ
と
に
を
の
ゝ
え
も
く
た
い
つ
へ
う
思
ひ
つ
ゝ
日
を
く
ら
す
風
吹
は
波
の
花
さ
へ
い
ろ
み
え
て
こ
や
な
に
た
て
る
や
ま
ふ
き
の
さ
き
春
の
池
や
ゐ
て
の
川
瀬
に
か
よ
ふ
ら
ん
３
オ
岸
の
山
ふ
き
そ
こ
も
に
ほ
へ
り
か
め
の
う
へ
の
山
も
た
つ
ね
し
舟
の
う
ち
にに
お
ひ
せ
ぬ
な
を
は
こ
ゝ
に
の
こ
さ
ん
春
の
日
の
う
ら
ゝ
に
さ
し
て
行
舟
は
さ
ほ
の
し
つ
く
も
花
そ
ち
り
け
る
な
と
や
う
の
は
か
な
こ
と
ゝ
も
を
心


に
い
ひ
か
は
し
つ
ゝ
ゆ
く
か
た
も
か
へ
ら
む
里
も
わ
す
れ
ぬ
へ
う
わ
か
き
人
々
の
心
を
う
つ
す
に
こ
と
は
り
な
る
水
の
お
も
に
な
む
・
く
れ
か
ゝ
る
ほ
と
に
わ
う
○
し
や
う
と
い
ふ
か
く
い
と
お
も
し
ろ
く
き
こ
ゆ
る
に
３
ウ
心
に
も
あ
ら
す
つ
り
殿
に
さ
し
よ
せ
ら
れ
て
お
り
ぬ
こ
ゝ
の
し
つ
ら
ひ
い
と
こ
と
そ
き
た
る
さ
ま
に
な
ま
め
か
し
き
に
御
か
た


の
わ
か
96
き
人
と
も
の
わ
れ
お
と
ら
し
と
つ
く
し
た
る
さ
う
そ
く
か
た
ち
花
を
こ
き
ま
せ
た
る
に
し
き
に
お
と
ら
す
み
え
わ
た
る
世
に
め
な
れ
す
め
つ
ら
か
な
る
か
く
と
も
つ
か
う
ま
つ
る
ま
ひ
人
な
と
心
こ
と
に
え
ら
は
せ
給
て
人
の
御
心
ゆ
く
へ
き
て
の
か
き
り
を
つ
く
さ
せ
た
ま
ふ
夜
に
い
り
ぬ
れ
は
い
と
あ
か
ぬ
心
ち
し
て
御
前
４
オ
の
に
は
に
か
ゝ
り
火
と
も
し
て
み
は
し
の
も
と
にの
こ
け
の
う
へ
に
か
く
人
め
し
て
か
む
た
ち
め
み
こ
た
ち
み
な
を
の


ひ
き
物
ふ
き
物
と
り


に
し
た
ま
ふ
も
の
ゝ
師
と
も
こ
と
に
す
く
れ
た
る
か
き
り
そ
う
て
う
ふ
き
て
う
へ
に
ま
ち
と
る
御
こ
と
ゝ
も
の
し
ら
へ
い
と
は
な
や
か
に
か
き
た
て
ゝ
あ
な
た
う
と
あ
そ
ひ
た
ま
ふ
程
い
け
る
か
ひ
あ
り
と
な
に
の
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
し
つ
の
お
も
み
か
と
の
わ
た
り
ひ
ま
な
き
む
ま
く
る
ま
の
た
ち
と
に
ま
し
り
て
ゑ
み
さ
４
ウ
か
へ
き
ゝ
け
り
空
の
色
も
物
の
ね
も
春
の
し
ら
へ
ひ
ゝ
き
は
い
と
こ
と
に
ま
さ
り
け
る
け
ち
め
を
人


お
ほ
し
わ
く
覧
か
し
夜
も
す
か
ら
あ
そ
ひ
あ
か
し
給
ふ
か
へ
り
こ
ゑ
に
喜
春
楽
た
ち
そ
ひ
て
兵
部

○の
宮
あ
を
や
き
折
か
へ
し
お
も
し
ろ
く
う
た
ひ
給
ふ
あ
る
し
の
お
と
ゝ
も
こ
と
く
は
へ
た
ま
ふ
・
夜
も
あ
け
ぬ
朝
ほ
ら
け
の
と
り
の
さ
え
つ
り
を
中
宮
は
も
の
へ
た
て
ゝ
ね
た
う
き
こ
し
め
し
け
り
・
い
つ
も
春
の
ひ
か
り
を
こ
め
給
へ
る
お
ほ
殿
な
れ
と
５
オ
心
を
つ
く
る
よ
す
か
の
又
な
き
を
あ
か
ぬ
こ
と
に
お
ほ
す
人
々
も
あ
り
け
る
に
に
し
の
た
い
の
ひ
め
君
こ
と
も
な
き
御
あ
り
さ
ま
お
と
ゝ
の
き
み
も
わ
さ
と
お
ほ
し
あ
か
め
き
こ
え
給
御
け
し
き
な
と
み
な
世
に
き
こ
え
い
て
て
お
ほ
し
し
も
し
る
く
心
な
ひ
か
し
た
ま
ふ
97
人
お
ほ
か
る
へ
きし
・
わ
か
身
さ
は
か
り
と
お
も
ひ
あ
か
り
給
ふ
き
は
の
人
こ
そ
た
よ
り
に
つ
け
つ
ゝ
け
し
き
は
み
こ
と
に
い
て
き
こ
え
給
ふ
も
あ
り
け
れ
えもイ
し
も
う
ち
い
て
ぬ
中
の
思
ひ
５
ウ
に
も
え
ぬ
へ
き
わ
か
き
みむ
た
ち
な
と
も
あ
る
へ
し
そ
の
う
ち
にに
こ
と
の
心
を
し
ら
て
う
ち
の
お
ほ
い
と
の
ゝ
中
将
な
と
は
す
き
ぬ
へ
か
め
り
・
兵
部

○の
宮
は
た
と
し
こ
ろ
お
は
し
け
る
北
方
も
う
せ
給
て
こ
の
み
と
せ
は
か
り
ひ
と
り
す
み
に
て
わ
ひ
給
へ
は
う
け
は
り
て
い
ま
は
け
し
き
は
み
給
け
さ
も
い
みと
と
い
た
う
そ
らら
み
た
れ
し
て
ふ
ち
の
花
を
か
さ
し
て
な
よ
ひ
さ
う
と
き
給
へ
る
御
さ
ま
い
と
お
か
し
お
と
ゝ
も
お
ほ
し
ゝ
さ
ま
か
な
ふ
と
し
た
に
は
お
ほ
せ
と
せ
め
て
し
ら
す
か
ほ
つ
く
り
６
オ
た
ま
ふ
御
か
は
ら
け
の
つ
い
て
にに
い
み
し
う
も
て
な
や
み
た
ま
ふ
て
お
も
ふ
心
侍
ら
す
は
ま
か
り
に
け
な
侍
り
イ
ま
し
い
と
た
ヘ
か
た
し
や
と
す
ま
ひ
た
(
マ
マ)
た
ま
ふむ
ら
さ
き
の
ゆ
へ
に
こ
ゝ
ろ
を
し
め
た
れ
は
ふ
ち
に
身
な
け
む
身
や
は
お
し
け
き
と
て
お
と
ゝ
の
君
に
お
な
し
か
さ
し
を
ま
い
り
給
い
と
い
た
う
ほ
ほ
ゑ
み
給
ひ
て
ふ
ち
に
身
に
身
を
な
け
つ
へ
し
や
と
此
春
は
花
の
あ
た
り
を
た
ち
さ
ら
て
み
よ
と
せ
ち
６
ウ
に
と
ゝ
め
た
ま
へ
は
え
た
ち
あ
か
れ
給
は
て
け
さ
の
御
あ
そ
ひ
ま
し
て
い
と
お
も
し
ろ
し
・
け
ふ
は
中
宮
の
み
と
経
の
は
し
め
な
り
け
り
や
か
て
ま
か
て
給
は
て
や
す
み
所
と
り
つ
ゝ
日
の
御
よ
そ
ひ
に
か
へ
た
ま
ふ
人
々
も
お
ほ
か
り
さ
は
り
あ
る
は
ま
か
て
な
と
も
し
た
ま
ふ
む
ま
の
時
は
か
り
に
み
な
あ
な
た
に
ま
い
り
た
ま
ふ
お
と
ゝ
の
君
を
は
し
め
た
て
ま
つ
り
て
み
な
つ
き
わ
た
り
給
ふ
殿
上
人
な
と
も
の
こ
りる
98
な
く
ま
い
る
お
ほ
く
は
お
と
ゝ
の
御
い
そ
き
ほ
ひ
７
オ
に
も
て
な
さ
れ
給
ひ
て
や
む
こ
と
な
く
い
つ
く
し
き
御
あ
り
○さま
な
り
・
春
の
う
へ
の
御
心
さ
し
にに
仏
に
花
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ふ
鳥
て
ふ
にに
さ
う
そ
き
わ
け
た
る
わ
ら
は
へ
八
人
か
た
ち
な
と
こ
と
に
と
ゝ
の
へ
さ
せ
給
ひ
て
と
もり
に
し
ろ
か
ね
の
は
な
か
め
に
桜
を
さ
し
て
ふ
は
こ
か
ね
の
か
め
に
山
吹
お
な
し
き
花
の
ふ
さ
も
い
か
め
し
う
世
に
な
き
に
ほ
ひ
を
ち
ら
さ
せ
給
へ
り
み
な
み
の
お
ま
へ
の
山
き
は
よ
り
こ
き
い
て
ゝ
御
ま
へ
に
い
つ
る
ほ
と
か
せ
ふ
き
て
か
め
の
さ
く
７
ウ
ら
す
こ
し
う
ち
ゝ
り
ま
か
ふ
い
と
う
ら
ゝ
か
に
は
れ
て
霞
の
ま
よ
り
た
ち
い
て
た
る
は
い
と
あ
は
れ
に
な
ま
め
き
て
み
ゆ
わ
さ
と
ひ
ら
は
り
な
と
も
う
つ
さ
れ
す
お
ま
へ
に
わ
た
れ
る
ら
う
を
か
く
や
の
さ
ま
に
し
て
か
り
に
あ
く
ら
と
も
を
め
し
た
り
わ
ら
は
へ
と
も
み
は
し
の
も
と
に
よ
り
て
花
と
も
た
て
ま
つ
る
行
香
の
人


と
り
つ
き
て
あ
か
に
く
は
へ
さ
せ
た
ま
ふ
御
せ
う
そ
こ
殿
の
中
将
の
君
し
て
き
こ
え
給
へ
り
８
オ
花
そ
の
ゝ
こ
て
ふ
を
さ
へ
や
下
草
に
秋
ま
つ
む
し
は
う
と
く
み
る
ら
ん
宮
か
の
も
み
ち
の
御
か
へ
り
な
り
け
り
と
ほ
ゝ
ゑ
み
て
御
ら
ん
す
昨
日
の
女
房
た
ち
も
け
に
春
の
色
は
え
お
と
さ
せ
給
ま
し
か
り
け
り
と
花
に
お
れ
つ
ゝ
き
こ
え
あ
へ
り
・
う
く
ひ
す
の
う
ら
ゝ
か
な
る
程ね
に
と
り
の
か
く
は
な
や
か
に
き
ゝ
わ
た
さ
れ
て
池
の
水
鳥
も
そ
こ
は
か
と
な
く
さ
へ
つ
り
わ
た
る
に
き
う
に
な
り
は
つ
る
ほ
と
あ
か
す
お
も
し
ろ
し
て
ふ
は
ま
し
て
は
か
な
き
さ
ま
に
８
ウ
と
ひ
た
ち
て
山
ふ
き
の
ま
せ
の
も
と
さ
き
こ
99
ほ
れ
た
る
は
な
の
か
け
に
ま
ひ
い
る
に
宮
の
す
け
を
は
し
め
て
さ
へ
き
う
へ
人
と
も
ろ
く
と
り
つ
ゝ
き
て
わ
ら
は
へ
に
た
ま
ふ
と
り
に
は
さ
く
ら
の
ほ
そ
な
か
て
ふ
に
は
や
ま
ふ
き
か
さ
ね
給
は
る
か
ね
て
し
も
と
り
あ
へ
た
る
や
う
な
り
物
の
師
と
も
は
し
ろ
き
一
か
さ
ね
こ
し
さ
し
な
と
つ
き


に
た
ま
ふ
中
将
の
君
に
は
ふ
ち
の
ほ
そ
な
か
そ
へ
て
女
の
さ
う
そ
く
か
つ
かけ
せ
た
ま
ふ
・
御
か
へ
り
き
の
ふ
は
ね
に
な
き
ぬ
へ
９
オ
く
こ
そ
は
こ
て
ふ
に
も
さ
そ
は
れ
な
ま
し
心
あ
り
て
や
へ
山
ふ
き
を
へ
た
て
さ
り
せ
は
と
そ
有
け
る
す
く
れ
た
る
御
ら
う
と
も
に
か
や
う
の
事
は
た
え
ぬ
に
や
あ
り
け
む
お
も
ふ
や
う
に
こ
そ
み
え
ぬ
御
く
ち
つ
き
と
も
な
め
れ
・
ま
と
や
か
の
み
も
の
ゝ
女
房
た
ち
宮
の
に
は
み
な
け
し
き
あ
る
を
く
り
物
も
せ
さ
せ
給
ふ
け
り
さ
や
う
の
事
く
は
し
け
れ
は
む
つ
か
し
・
あ
け
く
れ
に
つ
け
て
も
か
や
う
の
は
か
な
き
御
９
ウ
あ
そ
ひ
し
け
く
心
を
や
り
て
す
く
し
給
へ
は
さ
ふ
ら
ふ
人
も
を
の
つ
か
ら
物
お
も
ひ
な
き
心
ち
し
て
な
む
こ
な
た
か
な
た
に
も
き
こ
え
か
は
し
給
・
に
し
の
た
い
の
御
か
た
は
か
の
た
う
か
の
お
も
の
御
た
い
め
む
の
の
ち
は
こ
な
た
に
も
き
こ
え
か
は
し
給
ふ
ふ
か
き
御
心
も
ち
ゐ
や
あ
さ
く
も
い
か
に
も
あ
ら
ん
け
し
き
い
と
ら
う
有
な
つ
か
し
き
心
は
へ
と
み
え
て
人
の
心
へ
た
て
つ
へ
く
も
物
し
給
は
ぬ
人
さ
ま
な
れ
は
い
つ
か
た
に
も
み
な
心
よ
せ
き
こ
え
給
へ
り
・
き
こ
え
10
オ
た
ま
ふ
人
い
と
あ
ま
た
物
し
給
ふ
さ
れ
と
お
と
ゝ
お
ほ
ろ
け
に
お
ほ
し
さ
た
む
へ
く
も
あ
ら
す
わ
か
御
心
に
も
す
く
よ
か
に
お
や
か
り
は
つ
か
100
ま
し
き
御
心
や
そ
ふ
ら
ん
ち
ゝ
お
と
ゝ
に
も
し
ら
せ
や
し
て
ま
し
な
と
お
ほ
し
よ
る
折


あ
り
と
の
ゝ
中
将
は
す
こ
し
け
ち
か
く
み
す
の
も
と
な
と
に
も
よ
り
て
御
い
ら
へ
身身
つ
か
ら
な
と
す
る
も
女
は
つ
ゝ
ま
し
う
お
ほ
せ
と
さ
る
へ
き
ほ
と
ゝ
人
々
も
し
り
き
こ
え
た
れ
は
中
将
は
す
く


し
く
て
お
も
ひ
よ
10
ウ
ら
す
内
の
お
ほ
い
と
の
ゝ
君
た
ち
は
こ
の
君
に
ひ
か
れ
て
よ
ろ
つ
に
け
し
き
は
み
わ
ひ
あ
り
く
を
そ
の
か
た
の
あ
は
れ
に
は
あ
ら
て
し
た
に
心
く
る
し
う
な
む
姫
君
は
お
ほ
し
け
る
お
な
し
う
はイ
ま
こ
と
の
お
や
に
さ
も
し
ら
れ
た
て
ま
つ
り
に
し
か
な
と
人
し
れ
す
心
に
は
か
け
給
へ
れ
と
さ
や
う
に
も
も
ら
し
き
こ
え
給
は
す
・
ひ
と
へ
に
う
と
け
た
の
み
き
こ
え
た
ま
へ
る
心
む
け
な
と
ら
う
た
け
に
わ
か
や
か
な
り
に
かる
と
は
な
け
れ
と
猶
は
ゝ
君
の
け
は
ひ
に
い
と
11
オ
よ
く
お
ほ
え
て
こ
れ
は
か
と
め
い
た
る
所
そ
ゝ
ひ
た
る
・
こ
ろ
も
か
へ
の
い
ま
め
か
し
う
あ
ら
た
ま
れ
る
こ
ろ
ほ
ひ
空
の
け
し
き
な
と
さ
へ
あ
や
し
う
そ
こ
は
か
と
な
く
お
か
し
き
を
の
と
や
か
に
お
は
し
ま
せ
は
よ
ろ
つ
の
御
あ
そ
ひ
に
て
過
し
給
に
た
い
の
御
か
た
に
人
々
御
文
し
け
く
な
り
ゆ
く
を
お
も
ひ
し
事
と
お
か
し
う
お
ほ
い
て
と
も
す
れ
は
わ
た
り
給
つ
ゝ
御
覧
し
さ
る
へ
き
に
は
御
か
へ
り
そ
ゝ
の
か
し
き
こ
え
給
な
と
す
る
を
う
ち
と
け
す
く
る
し
き
11
ウ
事
に
お
ほ
い
た
り
兵
部

の
宮
の
程
な
く
い
ら
れ
か
ま
し
き
わ
ひ
こ
と
ゝ
も
を
か
き
あ
つ
め
た
ま
へ
る
お御
ほ
む
ふ
み
を
御
ら
む
し
つ
け
て
こ
ま
や
か
に
わ
ら
ひ
給
ふ
は
や
う
よ
り
へ
た
つ
る
こ
と
な
う
あ
ま
た
の
み
こ
た
ち
の
御
事なか
に
此
君
を
な
む
か
た
み
に
と
り
わ
き
101
て
思
ひ
し
に
た
ゝ
か
や
う
の
す
ち
の
事
な
む
い
み
し
う
へ
た
て
思
ふ
給
ひ
て
や
み
に
し
を
世
の
す
ゑ
に
か
く
す
き
給
へ
る
心
は
へ
を
み
る
か
お
か
し
う
も
あ
は
れ
に
も
お
ほ
ゆ
る
か
な
猶
12
オ
御
か
へ
り
な
と
き
こ
え
給
へ
す
こ
し
も
ゆ
へ
あ
ら
ん
女
の
か
の
み
こ
よ
り
ほ
か
に
又
こ
と
の
は
を
か
は
す
へ
き
人
こ
そ
ま
た
世
に
お
ほ
え
ね
い
と
け
し
き
あ
る
ひ
と
の
御
さ
ま
そ
や
と
わ
か
き
人
は
め
て
給
ぬ
へ
く
き
こ
え
し
ら
せ
た
ま
へ
と
つ
ゝ
ま
し
く
の
み
お
ほ
ひ
た
り
・
右
大
将
の
い
と
ま
め
や
か
に
こ
と


し
き
さ
ま
し
た
る
人
の
恋
の
山
に
は
く
し
の
た
う
れ
ま
ね
ひ
つ
へ
き
け
し
き
に
う
れ
へ
た
る
も
さ
る
か
た
に
お
か
し
と
み
な
み
く
ら
へ
給
な
か
12
ウ
に
か
ら
の
は
な
た
の
か
み
の
い
と
な
つ
か
し
う
し
み
ふ
か
う
に
ほ
へ
る
を
い
と
ほ
そ
く
ち
ひ
さ
く
む
す
ひ
た
る
あ
り
こ
れ
は
い
か
な
れ
は
か
く
む
す
ほ
ゝ
れ
た
る
に
か
と
て
ひ
き
あ
け
給
へ
り
て
い
と
お
か
し
う
て
お
も
ふ
と
も
君
は
し
ら
し
な
わ
き
か
へ
り
岩
も
る
水
に
色
し
み
え
ね
は
か
き
さ
ま
い
ま
め
か
し
う
そ
ほ
れ
た
り
こ
れ
は
い
とか
な
る
そ
と
ゝ
ひ
き
こ
え
給
へ
と
は
るか


し
う
も
き
こ
え
給
は
す
右
近
を
め
し
い
て
ゝ
か
や
う
に
13
オ
を
と
つ
れ
き
こ
え
む
人
を
は
人
え
り
し
て
い
ら
へ
な
と
は
せ
さ
せ
よ
す
き


し
う
あ
さ
れ
か
ま
し
き
い
ま
や
う
の
人
の
ひ
む
な
い
事
し
い
て
な
と
す
る
を
の
こ
の
と
か
に
し
も
あ
ら
ぬ
事
な
り
わ
れ
に
て
お
も
ひ
し
た
に
あ
な
ゝ
さ
け
な
う
ら
め
し
う
も
と
そ
の
お
り
に
こ
そ
む
し
ん
な
る
に
や
も
し
は
め
さ
ま
し
か
る
へ
き
ゝ
は
ゝ
け
や
け
う
な
と
も
お
も
も
イ
無
ほ
え
け
れ
わ
さ
と
ふ
か
か
ら
て
は
な
102
て
ふ
に
つ
け
た
る
た
よ
り
こ
と
は
心
ね
た
う
13
ウ
も
て
な
い
た
る
中


心
た
つ
や
う
に
も
有
又
さ
て
わ
す
れ
ぬ
る
は
な
に
の
と
か
ゝ
は
あ
ら
む
物
の
た
よ
り
は
か
り
の
な
を
さ
り
こ
と
に
く
ち
と
う
心
え
た
る
も
さ
ら
て
あ
り
ぬ
へ
か
り
け
る
の
ち
の
な
む
と
あ
り
ぬ
へ
き
わ
さ
な
り
す
へへ
て
女
の
物
つ
ゝ
み
せ
す
心
の
ま
ゝ
に
物
の
あ
は
れ
も
し
り
か
ほ
つ
く
り
お
か
し
き
事
を
も
見
し
ら
ん
な
む
そ
の
つ
も
り
あ
ち
き
な
か
る
へ
き
を
宮
大
将
は
お
ほ
な


な
を
さ
り
こ
と
を
う
ち
い
て
給
へ
き
に
も
14
オ
あ
ら
す
ま
た
あ
ま
り
も
の
ゝ
ほ
と
し
ら
ぬ
や
う
な
ら
む
も
御
あ
り
さ
ま
に
た
か
へ
り
そ
の
き
は
よ
り
し
も
は
心
さ
し
○の
を
も
む
き
に
し
た
か
ひ
て
哀
を
も
わ
き
た
ま
へ
ら
う
を
も
か
そ
へ
給
へ
な
と
き
こ
え
給
へ
は
君
は
う
ち
そ
む
き
て
お
は
す
る
そ
は
め
い
と
お
か
し
け
也
・
な
て
し
こ
の
ほ
そ
な
か
に
こ
の
こ
ろ
の
は
な
の
色
な
かる
御
こ
う
ち
き
あ
は
ひ
け
ち
か
う
い
ま
め
き
て
も
て
な
し
な
と
も
さ
は
い
へ
と
ゐ
中
ひ
給
へ
り
し
な
こ
り
こ
そ
14
ウ
た
ゝ
あ
り
に
お
ほ
と
か
な
る
か
た
に
の
み
は
み
え
給
に
け
れ
人
の
あ
り
さ
ま
を
見
し
り
給
ま
ま
に
い
と
さ
ま
よ
う
な
よ
ひ
か
に
け
さ
う
な
と
も
心
し
て
も
て
つ
け
給
へ
れ
は
い
と
ゝ
あ
か
ぬ
所
な
く
は
な
や
か
に
う
つ
く
し
け
な
り
こ
と
人
と
み
な
さ
む
は
い
と
く
ち
お
し
か
る
へ
う
お
ほ
さ
る
右
近
も
う
ち
ゑ
み
つ
ゝ
見
た
て
ま
つ
り
て
お
や
と
き
こ
え
む
に
は
に
け
な
う
わ
か
く
お
は
し
ま
す
め
り
さ
し
な
ら
ひ
給
へへ
ら
む
は
し
も
あ
は
ひ
め
て
た
し
か
し
と
15
オ
お
も
ひ
ゐ
た
り
・
さ
ら
に
人
の
御
せ
う
そ
こ
な
と
103
は
き
こ
え
つ
た
ふ
る
事
侍
ら
す
さ
き


も
し
ろ
し
め
し
御
覧
し
た
る
み
つ
よ
つ
は
ひ
き
か
へ
し
は
し
た
な
め
き
こ
え
む
も
い
か
てか
と
て
御
文
は
か
り
は
と
り
い
れ
な
と
し
侍
め
れ
と
御
か
へ
り
は
さ
ら
に
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
お
り
は
か
り
な
む
そ
れ
を
た
に
く
る
し
い
こ
と
に
お
ほ
い
た
る
と
き
こ
ゆ
さ
て
こ
の
わ
か
や
か
に
む
す
ほ
ゝ
れ
た
る
は
た
か
そ
い
と
い
た
う
か
い
た
る
け
し
き
か
な
と
ほ
ゝ
ゑ
み
て
御
ら
ん
す
れ
は
15
ウ
か
れ
は
し
う
ね
く
と
ゝ
め
て
ま
か
り
に
け
る
に
こ
そ
内
の
お
ほ
い
と
の
ゝ
中
将
の
こ
の
さ
ふ
ら
ふ
み
し
こ
○そイ
を
も
と
よ
り
み
し
り
給
へ
り
け
る
つ
た
へ
に
侍
け
る
又
見
い
る
ゝ
人
も
侍
ら
さ
り
し
に
こ
そ
と
き
こ
ゆ
れ
は
い
と
ら
う
た
き
事
か
な
け
ら
う
な
り
と
も
か
の
ぬ
し
た
ち
を
は
い
か
ゝ
い
と
さ
は
は
し
た
な
め
む
公

と
い
へ
と
こ
の
人
の
お
ほ
え
に
か
な
ら
す
し
も
な
ら
ふ
ま
し
き
こ
そ
お
ほ
か
れ
さ
る
な
か
に
も
い
と
し
つ
ま
り
た
る
人
な
り
を
の
つ
か
ら
お
も
ひ
あ
は
16
オ
す
る
世
も
こ
そ
あ
れ
け
ち
え
む
に
は
あ
ら
て
こ
そ
い
ひ
ま
は
さ
め
み
と
こ
ろ
あ
る
ふ
み
か
き
か
な
な
と
ゝと
み
に
も
う
ち
を
き
た
ま
は
す
か
う
な
に
や
か
や
と
き
こ
ゆ
る
を
も
お
ほ
す
所
や
あ
ら
ん
と
や
ゝ
ま
し
き
を
か
の
お
と
ゝ
に
し
ら
れ
た
て
ま
つ
り
給
は
ん
事
も
ま
た
か
う
わ
か


し
う
な
に
と
な
き
ほ
と
に
こ
ゝ
ら
と
し
へ
給
へ
る
御
な
か
に
さ
し
い
て
給
は
ん
事
は
い
か
ゝ
と
思
ひ
め
く
ら
し
侍
る
な
を
世
の
人
の
あ
め
る
か
た
に
さ
た
ま
り
16
ウ
て
こ
そ
は
人


し
う
さ
る
へ
き
つ
い
て
も
物
し
給
は
め
と
お
も
ふ
を
宮
は
ひ
と
り
も
の
し
給
や
う
な
れ
と
人
か
ら
い
と
い
た
う
あ
た
め
ひ
て
か
よ
ひ
た
ま
ふ
所
あ
ま
た
き
こ
え
め
し
う
と
ゝ
104
か
に
く
け
な
る
な
の
り
す
る
人
と
も
な
む
か
す
あ
ま
た
き
こ
ゆ
る
さ
や
う
な
ら
ん
事
は
に
く
け
な
う
て
み
な
を
ひ
給
は
ん
人
は
い
と
よ
う
な
た
ら
か
に
も
て
け
ち
て
む
す
こ
し
心
に
く
せ
あ
り
て
は
人
に
あ
か
れ
ぬ
へ
き
こ
と
な
ん
を
の
つ
か
ら
い
て
き
ぬ
へ
き
を
17
オ
そ
の
御
心
つ
か
ひ
な
む
あ
へ
き
大
将
は
と
し
へ
た
る
人
の
い
た
う
ね
ひ
す
き
た
る
を
い
と
ひ
か
て
○らイ
に
○と
も
と
む
な
れ
と
そ
れ
も
人
々
わ
つ
ら
は
し
か
は
る
しなり
さ
も
あ
へ
いい
事
な
れ
は
さ
ま


に
な
む
人
し
れ
す
思
ひ
さ
た
め
か
ね
侍
る
か
う
さ
ま
の
事
は
お
や
な
と
に
も
さ
は
や
か
に
わ
か
お
も
ふ
さ
ま
と
て
か
た
り
い
て
か
た
き
こ
と
な
れ
と
さ
は
か
り
の
御
よ
は
ひ
に
も
あ
ら
す
い
ま
は
な
と
か
な
に
こ
と
を
も
御
心
に
わ
い
給
は
さ
ら
む
ま
ろ
を
む
か
し
さ
ま
に
な
す
ら
へ
て
は
ゝ
17
ウ
君
と
お
も
ひ
な
い
給
へ
御
心
に
あ
か
さ
ら
ん
事
は
心
く
る
し
く
な
と
い
と
ま
め
や
か
に
て
き
こ
え
給
へ
は
・
く
る
し
う
て
御
い
ら
へ
き
こ
え
ん
と
も
お
ほ
え
給
は
す
い
と
わ
か


し
き
も
う
た
て
お
ほ
え
て
何
事
も
お
も
ひ
し
り
侍
ら
さ
り
け
る
ほ
と
よ
り
お
や
な
と
は
み
ぬ
物
に
な
ら
ひ
侍
て
と
も
か
く
も
お
も
ふ
給
へ
ら
れ
す
な
む
と
き
こ
え
給
さ
ま
の
い
と
お
い
てら
か
な
れ
は
け
に
と
お
ほ
い
て
さ
ら
は
世
の
た
と
ひ
の
の
ち
の
を
そ
れ
と
お
ほ
い
て
お
ろ
か
な
ら
ぬ
18
オ
心
さ
し
の
ほ
と
も
見
あ
ら
は
し
は
て
ま
の
給
て
ん
や
事
な
と
う
ち
か
た
ら
ひ
給
ふ
お
ほ
す
さ
ま
の
○事
は
ま
は
ゆ
け
れ
は
え
う
ち
い
て
給
は
す
け
し
き
あ
る
こ
と
は
は
時
々
ま
せ
給
へ
と
み
し
ら
ぬ
さ
ま
な
れ
は
す
ゝ
ろ
に
う
ち
な
け
か
れ
て
わ
た
り
給
ふ
お
ま
へ
ち
か
き
く
れ
竹
の
い
と
わ
か
や
か
に
お
ひ
た
ち
て
う
ち
な
ひ
く
さ
ま
の
な
つ
105
か
し
き
に
た
ち
と
ま
り
給
ふ
て
ま
せ
の
う
ち
に
ね
ふ
か
く
う
へ
し
竹
の
こ
の
を
の
か
世
々
に
や
お
ひ
わ
か
る
へ
き
お
も
へ
18
ウ
は
う
ら
め
し
か
へ
い
事
そ
か
し
と
み
す
を
引
あ
け
て
き
こ
え
給
へ
は
ゐ
さ
り
出
て
今
さ
ら
に
い
か
な
ら
む
世
か
わ
か
竹
の
お
ひ
は
し
め
け
む
ね
を
は
た
つ
ね
ん
中


に
こ
そ
侍
ら
め
と
き
こ
え
た
ま
ふ
を
い
と
あ
は
れ
と
お
ほ
し
け
り
・
さ
る
は
心
の
う
ち
に
は
さ
も
お
も
は
ほ
さ
イ
す
か
し
い
か
な
ら
ん
お
り
き
こ
え
い
て
ん
と
す
ら
ん
と
心
も
と
な
く
あ
は
れ
な
れ
と
こ
の
お
と
ゝ
の
御
は
へ
の
い
と
あ
り
か
た
き
を
お
や
と
き
こ
ゆ
と
も
も
と
よ
り
み
な
れ
給
は
ぬ
は
19
オ
え
か
う
し
も
こ
ま
や
か
な
ら
す
や
と
む
か
し
物
語
を
見
給
に
も
や
う


人
の
あ
り
さ
ま
世
中
の
あ
る
や
う
を
見
し
り
給
へ
は
い
と
つ
つ
ま
し
う
心
と
し
ら
れ
た
て
ま
つ
ら
ん
事
は
か
た
か
る
へ
う
お
ほ
す
・
殿
は
い
と
ら
う
た
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
て
う
へ
に
も
か
た
り
申
た
ま
ふ
あ
や
し
う
な
つ
か
し
き
人
の
あ
り
さ
ま
に
も
あ
る
か
な
か
の
い
に
し
へ
の
は
あ
ま
り
は
る
け
所
な
く
そ
あ
り
し
こ
の
君
は
物
の
あ
り
さ
ま
も
み
し
り
ぬ
へ
く
け
ち
か
き
心
さ
ま
そ
19
ウ
ひ
て
う
し
ろ
め
た
か
ら
す
こ
そ
み
ゆ
れ
な
と
ほ
め
給
た
ゝ
に
し
も
お
ほ
す
ま
し
き
御
心
さ
ま
を
見
し
り
給
へ
れ
は
お
ほ
し
よ
り
て
も
の
ゝ
心
え
つ
へ
く
は
物
し
給
め
る
を
う
ら
な
く
し
も
う
ち
と
け
た
の
み
き
こ
え
給
ら
ん
こ
そ
心
く
る
し
け
れ
と
の
た
ま
へ
は
な
と
た
の
も
し
け
な
く
や
は
あ
る
へ
き
と
き
こ
え
給
へ
は
い
て
や
わ
れ
に
て
も
又
し
の
ひ
か
た
う
物
お
も
は
し
き
お
り


あ
り
し
御
心
さ
ま
の
思
ひ
い
て
ら
る
ゝ
ふ
し


な
く
や
は
と
ほ
ゝ
ゑ
み
て
106
20
オ
き
こ
え
給
へ
は
あ
な
心
と
ゝ
お
もほ
ひ
て
う
た
て
も
お
ほ
し
よ
る
か
な
い
と
見
し
ら
す
し
も
あ
ら
し
と
て
わ
つ
ら
は
し
け
れ
は
の
た
ま
ひ
さ
し
て
心
の
う
ち
に
人
の
か
う
を
し
は
か
り
給
ふ
に
も
い
か
ゝ
は
あ
へ
か
ら
ん
と
お
ほ
し
み
た
れ
か
つ
は
わ
か


し
う
け
し
か
ら
ぬ
わ
か
心
の
ほ
と
も
お
も
ひ
し
ら
れ
給
ふ
け
り
心
に
か
ゝ
れ
る
ま
ゝ
に
し
は


わ
た
り
給
つ
ゝ
見
た
て
ま
つ
り
給
雨
の
う
ち
ふ
り
た
る
な
こ
り
の
い
と
物
し
め
や
か
な
る
夕
つ
か
た
お
ま
へ
の
20
ウ
わ
か
ゝ
え
て
か
し
は
木
な
と
の
あ
を
や
か
に
し
け
り
あ
ひ
た
る
か
何
と
な
く
心
ち
よ
け
な
る
空
を
見
い
た
し
給
ひ
て
わ
し
て
ま
た
き
よ
し
と
す
し
給
て
ま
つ
こ
の
姫
君
の
御
さ
ま
の
に
ほ
ひ
や
か
け
さ
を
お
ほ
し
出
ら
れ
て
れ
い
の
し
の
ひ
や
か
に
わ
た
り
給
へ
り
て
な
ら
ひ
な
と
し
て
う
ち
と
け
給
へ
り
け
る
を
お
き
あ
か
り
た
ま
て
は
ち
ら
ひ
給
へ
る
か
ほ
の
色
あ
ひ
い
と
お
か
し
な
こ
や
か
な
る
け
は
ひ
の
ふ
と
む
か
らし
お
ほ
し
い
て
ら
る
ゝ
に
も
し
の
ひ
21
オ
か
た
く
て
み
そ
め
た
て
ま
つ
り
し
は
い
と
か
う
も
お
ほ
え
給
は
す
と
思
ひ
し
を
あ
や
し
う
た
ゝ
そ
れ
か
と
お
も
ひ
ま
か
へへ
ら
る
ゝ
折


こ
そ
あ
れ
哀
な
る
わ
さ
な
り
け
り
中
将
の
さ
ら
に
む
か
し
さ
ま
の
に
ほ
ひ
と
も
み
え
ぬ
な
ら
ひ
に
さ
し
も
に
ぬ
物
と
お
も
ふ
をに
か
か
る
人
も
物
し
た
ま
ふ
け
る
よ
と
て
涙
く
み
給
へ
り
は
こ
の
ふ
た
な
る
御
く
た
物
の
中
に
た
ち
は
な
の
あ
る
を
ま
さ
く
り
て
た
ち
花
の
か
ほ
り
し
袖
に
よ
そ
ふ
れ
は
21
ウ
か
は
れ
る
身
と
も
お
も
ほ
え
ぬ
か
な
よ
と
と
も
の
心
に
か
け
て
わ
す
れ
か
た
き
に
な
く
さ
む
107
事
な
く
て
す
き
つ
る
と
し
比
を
か
く
て
見
た
て
ま
つ
る
は
夢
に
や
と
の
み
思
ひ
な
す
を
猶
え
こ
そ
し
の
ふ
ま
し
け
れ
お
ほ
し
う
と
む
な
よ
と
て
御
手
を
と
ら
へ
給
へ
れ
は
女
か
や
う
に
も
な
ら
ひ
た
ま
は
さ
り
つ
る
を
い
と
う
た
て
お
ほ
ゆ
れ
と
お
ほ
と
か
な
る
さ
ま
に
て
袖
の
か
を
よ
そ
ふ
る
か
ら
に
た
ち
花
の
み
さ
へ
は
か
な
く
な
り
も
こ
そ
す
れ
む
つ
か
22
オ
し
と
思
ひ
て
う
つ
ふ
し
給
へ
る
さ
ま
い
み
し
う
な
つ
か
し
う
手
つ
き
の
つ
ふ


と
こ
ゑ
給
へ
る
身身
な
り
は
た
つ
き
の
こ
ま
や
か
に
う
つ
く
し
け
な
る
に
も
中


な
る
物
お
も
ひ
そ
ふ
心
ち
し
給
ふ
て
け
ふ
は
す
こ
し
お
も
ふ
こ
と
き
こ
え
し
ら
せ
給
け
る
女
は
心
う
く
い
か
に
せ
ん
と
お
ほ
え
て
わ
な
ゝ
か
る
ゝ
け
し
き
も
し
る
け
れ
と
な
に
か
か
く
う
と
ま
し
と
○は
お
ほ
○い
た
る
い
と
よ
く
も
て
か
く
し
て
人
に
と
か
め
ら
る
へ
く
も
あ
ら
ぬ
心
の
ほ
と
そ
よ
さ
り
け
な
く
22
ウ
て
を
も
て
か
く
し
給
へ
あ
さ
く
も
思
ひ
き
こ
え
さ
せ
ぬ
心
さ
し
に
ま
た
そ
ふ
へ
け
れ
は
世
に
た
く
ひ
あ
る
ま
し
き
心
ち
な
む
す
る
を
こ
の
を
と
つ
れ
き
こ
ゆ
る
人
々
に
は
お
ほ
し
お
と
す
へ
く
や
は
あ
る
い
と
か
う
ふ
か
き
心
あ
る
人
は
世
に
あ
り
か
た
か
る
へ
き
わ
さ
な
れ
は
う
し
ろ
め
た
く
こ
そ
と
の
た
ま
ふ
い
と
さ
か
し
ら
な
る
御
お
や
心
な
り
か
し
・
雨
は
や
み
て
か
せ
の
竹竹
に
な
る
ほ
と
は
な
や
か
に
さ
し
い
て
た
る
月
か
け
お
か
し
き
夜
の
さ
ま
も
し
め
や
か
23
オ
な
る
に
人
々
は
こ
ま
や
か
な
る
御
物
か
た
り
に
か
し
こ
ま
り
を
き
て
ち
か
く
も
さ
ふ
ら
は
す
つ
ね
に
見
た
て
ま
つ
り
給
ふ
御
中
な
れ
と
か
く
よ
き
お
り
し
も
あ
り
か
た
け
れ
は
こ
と
に
い
て
給
へ
る
つ
い
て
の
御
ひ
た
ふ
る
心
に
108
や
な
つ
か
し
い
ほ
と
な
る
御
そ
と
も
の
け
は
ひ
は
い
と
よ
う
ま
き
ら
は
し
す
へ
し
給
ひ
て
ち
か
や
か
に
ふ
し
給
へ
は
い
と
心
う
く
人
の
お
も
は
む
事
も
め
つ
ら
か
に
い
み
し
う
お
ほ
ゆ
ま
こ
と
の
お
や
の
御
あ
た
り
な
ら
ま
し
か
は
おを
ろ
か
に
23
ウ
は
見
は
な
ち
た
ま
ふ
と
も
か
く
さ
ま
の
う
き
事
は
あ
ら
ま
し
や
と
か
な
し
き
に
つ
ゝ
む
と
す
れ
と
こ
ほ
れ
い
て
つ
ゝ
い
と
心
く
る
し
き
御
け
し
き
な
れ
は
か
う
お
ほ
す
こ
そ
つ
ら
け
れ
も
て
は
な
れ
し
ら
ぬ
人
た
に
世
の
こ
と
は
り
に
て
み
な
ゆ
る
す
わ
さ
な
め
る
を
か
く
年
へ
ぬ
る
む
つ
ま
し
さ
に
か
は
か
り
み
え
た
て
ま
つ
る
や
な
に
の
う
と
ま
し
か
る
へ
き
そ
こ
れ
よ
り
あ
な
か
ち
な
る
心
は
よ
も
み
せ
た
て
ま
つ
ら
し
お
ほ
ろ
け
に
し
の
ふ
る
に
あ
ま
る
ほ
と
24
オ
を
な
く
さ
む
る
そ
や
と
て
あ
は
れ
け
に
な
つ
か
し
う
き
こ
え
給
事
お
ほ
か
り
ま
し
て
か
や
う
な
る
け
は
ひ
は
た
ゝ
む
か
し
の
心
ち
し
て
い
み
し
う
あ
は
れ
な
り
わ
か
御
心
な
か
ら
も
ゆ
く
り
か
に
あ
○はつ
け
き
こ
と
ゝ
お
ほ
し
し
ら
る
れ
は
い
と
よ
く
お
ほ
し
か
へ
し
つ
ゝ
人
も
あ
や
し
と
お
も
ふ
へ
け
れ
は
い
た
う
夜
も
ふ
か
さ
て
い
て
給
ぬ
思
ひ
う
と
み
た
ま
は
ゝ
い
と
心
う
く
こ
そ
あ
る
へ
け
れ
よ
そ
の
人
は
か
う
ほ
れ


し
く
は
あ
ら
ぬ
物
そ
よ
か
き
り
な
く
そ
こ
ゐひ
24
ウ
し
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ
さ
し
な
れ
は
人
の
と
か
む
へ
き
さ
ま
に
は
よ
も
あ
ら
し
た
ゝ
む
か
し
恋
し
き
な
く
さ
め
に
は
か
な
き
事
を
も
き
こ
え
覧
え
ん
お
な
し
心
に
い
ら
へ
な
と
し
給
へ
と
い
と
こ
ま
や
か
に
の
た
ま
へ
と
わ
れ
に
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
し
て
い
と


う
し
と
お
ほ
い
た
れ
は
い
と
さ
は
か
り
に
は
み
た
て
ま
つ
ら
ぬ
御
心
は
へ
を
い
と
こ
よ
な
く
も
に
く
み
た
ま
ふ
へ
か
め
る
か
な
と
な
け
109
き
給
ひ
て
ゆ
め
け
し
き
な
く
を
と
て
い
て
給
ぬ
・
女
君
も
御
と
し
こ
そ
す
く
し
給
に
た
25
オ
る
程
な
れ
世
中
を
し
り
給
は
ぬ
な
か
に
も
す
こ
し
う
ち
よ
な
れ
た
る
人
の
あ
り
さ
ま
を
た
に
見
し
り
給
は
ね
は
こ
れ
よ
り
け
ち
か
き
さ
ま
に
も
お
ほ
し
よ
ら
す
思
ひ
の
ほ
か
に
も
あ
り
け
る
世
か
な
と
な
け
か
し
き
に
い
と
け
し
き
も
あ
し
け
れ
は
人
々
御
心
ち
な
や
ま
し
け
に
み
え
給
ふ
と
も
て
さ
は
き
ゝ
こ
ゆ
と
の
ゝ
御
け
し
き
の
こ
ま
や
か
に
か
た
し
け
な
く
も
お
は
し
ま
す
か
な
ま
こ
と
の
御
お
や
と
き
こ
ゆ
と
も
さ
ら
に
か
は
か
り
お
ほ
し
よ
ら
ぬ
こ
と
な
25
ウ
く
は
も
て
な
し
き
こ
え
給
は
し
な
と
兵
部
な
と
も
し
の
ひ
て
き
こ
ゆ
る
に
つ
け
て
い
と
ゝ
お
も
は
す
に
心
つ
き
な
き
御
心
○の
あ
り
さ
ま
を
う
と
ま
し
う
お
も
ひ
は
て
給
に
も
身身
そ
心
う
か
り
け
る
又
の
あ
し
た
御
文
と
く
あ
り
な
や
ま
し
か
り
○て
ふ
し
給
へ
れ
と
人
々
御
す
ゝ
り
な
と
ま
い
り
て
御
か
へ
り
と
く
と
き
こ
ゆ
れ
は
し
ふ


に
見
た
ま
ふ
・
し
ろ
き
か
み
の
う
は
へ
は
お
ひ
ら
か
に
す
く


し
き
に
い
と
め
て
た
う
か
い
給
へ
り
た
く
ひ
な
か
り
し
御
け
し
き
26
オ
こ
そ
つ
ら
き
し
も
わ
す
れ
か
た
う
い
か
に
人
み
た
て
ま
つ
り
け
む
う
ち
と
け
て
ね
も
み
ぬ
物
を
若
草
の
こ
と
あ
り
か
ほ
に
む
す
ほ
ほ
る
ら
ん
お
さ
な
く
こ
そ
物
し
給
け
れ
と
さ
す
か
に
お
や
か
り
た
る
御
こ
と
は
も
い
と
に
く
し
と
み
た
ま
ひ
て
御
返
事
き
こ
え
さ
ら
む
も
人
め
あ
や
し
け
れ
は
ふ
く
よ
か
な
る
み
ち
の
く
に
か
み
に
た
ゝ
う
け
た
ま
は
り
ぬ
み
た
り
心
ち
の
あ
や
し
う
侍
れ
は
き
こ
え
さ
せ
ぬ
と
の
み
あ
る
26
ウ
110
に
か
や
う
の
け
し
き
は
さ
す
か
に
す
く
よ
か
な
り
と
ほ
ゝ
しゑ
み
て
う
ら
み
と
こ
ろ
あ
る
心
ち
し
給
も
う
た
て
あ
る
御
心
か
な
色
に
い
て
給
ひ
て
の
ち
は
お
ほ
た
の
松
の
と
お
も
は
せ
た
る
事
な
く
む
つ
か
し
く
き
こ
え
給
事
お
ほ
か
れ
は
い
と
ゝ
所
せ
き
心
ち
し
て
を
き
所
な
き
物
お
も
ひ
つ
き
て
い
と
な
や
ま
し
う
さ
へ
し
た
ま
ふ
・
か
く
て
事
の
心
し
れ
る
人
は
す
く
な
う
て
う
と
き
も
し
た
し
き
も
む
け
の
お
や
さ
ま
に
思
ひ
き
こ
え
た
る
を
か
う
や
う
27
オ
の
け
し
き
の
も
り
い
て
は
い
み
し
う
人
わ
ら
は
れ
に
う
き
為名
に
も
あ
る
へ
き
か
な
ち
ゝ
お
と
ゝ
な
と
の
た
つ
ね
し
り
給
に
て
も
ま
め


し
き
御
心
は
へ
に
も
あ
ら
さ
ら
ん
物
か
ら
ま
し
て
い
と
あ
は
つ
け
う
ま
ち
き
き
お
ほ
さ
む
こ
と
ゝ
よ
ろ
つ
に
や
す
す
け
な
う
お
ほ
し
み
た
る
・
宮
大
将
な
と
は
と
の
ゝ
御
け
し
き
も
て
は
な
れ
ぬ
さ
ま
に
つ
た
へ
き
ゝ
給
ひ
て
い
と
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
給
ふ
こ
の
岩
も
る
中
将
も
お
と
ゝ
の
御
ゆ
る
27
ウ
し
を
ほ
の
き
ゝ
て
ま
こ
と
の
す
ち
○を
は
し
ら
す
た
ゝ
ひ
と
へ
に
う
れ
し
く
て
お
り
た
ち
う
ら
み
き
こ
え
ま
と
ひ
あ
り
く
め
り
28
オ
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文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
一
〇
月)
(
３)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
玄
陳
筆
帚
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
六
年
三
月)
(
４)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
岡
本
主
水
筆
蓬
生
手
習
玄
陳
筆
関
屋｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
一
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
九
年
三
月)
(
５)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
玄
的
筆
空
蝉
岡
本
主
水
筆
夕
顔｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
九
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
六
年
一
〇
月)
(
６)
注
５
に
同
じ
。
(
７)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
岡
本
主
水
筆
若
紫
石
井
了
倶
筆
末
摘
花
左
馬
助
筆
花
宴｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
九
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
七
年
三
月)
(
８)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
東
寺
観
智
院
筆
葵
岡
本
主
水
筆
賢
木
北
左
平
次
行
生
筆
花
散
里｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
〇
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
七
年
一
〇
月)
(
９)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
大
鳥
居
信
岩
筆
須
磨
岡
本
主
水
筆
明
石
澪
標｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
〇
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
八
年
三
月)
(
)
注
９
に
同
じ
。
(
)
注
４
に
同
じ
。
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
宗
琢
筆
絵
合
玄
仍
息
女
筆
松
風
岡
本
主
水
筆
薄
雲
伴
与
九
郎
紀
金
筆
朝
顔｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
二
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
九
年
一
一
月)
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()
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
岡
本
主
水
筆
橋
姫｣
『
文
学
部
紀
要』
第
五
一
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
八
年
一
二
月)
(
)
注
４
に
同
じ
。
(
)
注
７
に
同
じ
。
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
紅
葉
賀｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
六
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
三
月)
(
)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
宿
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
一
〇
月)
(
)
注
７
に
同
じ
。
(
)
注
８
に
同
じ
。
(
)
注
８
に
同
じ
。
(
	)
注
９
に
同
じ
。
(

)
注

に
同
じ
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
高
柳
光
寿
氏
他
編
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜』
第
一
八
(
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
四
〇
年
一
二
月)
(
)
市
古
貞
次
他
編
『
国
書
人
名
辞
典』
第
二
巻
(
岩
波
書
店
平
成
七
年
五
月)
、
加
藤
楸
邨
氏
他
監
修
『
俳
文
学
大
辞
典』
(
角
川
書
店
平
成
七
年
一
〇
月)
、
広
木
一
人
氏
編
『
連
歌
辞
典』
(
東
京
堂
出
版
平
成
二
二
年
三
月)
を
参
考
。
(
)
連
歌
総
目
録
編
纂
会
編
『
連
歌
総
目
録』
(
明
治
書
院
平
成
九
年
四
月)
(
)
加
藤
楸
邨
氏
他
監
修
『
俳
文
学
大
辞
典』
(
角
川
書
店
平
成
七
年
一
〇
月)
｢
昌
琢｣
の
項
。
(
)
市
古
貞
次
氏
他
監
修
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典』
第
三
巻
(
岩
波
書
店
昭
和
五
九
年
四
月)
｢
昌
琢｣
の
項
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
中
村
幸
彦
氏
編
著
『
策
伝
和
尚
送
答
控』
未
刊
文
芸
資
料
第
三
期
(
古
典
文
庫
昭
和
二
九
年
一
月)
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()
鈴
木
棠
三
氏
『
安
楽
庵
策
伝
ノ
ー
ト』
(
東
京
堂
出
版
昭
和
四
八
年
九
月)
、
続
群
書
類
従
完
成
会
編
『
群
書
解
題』
第
八
(
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
三
六
年
四
月)
も
参
考
。
(
)
森
末
義
彰
氏
｢
近
世
初
頭
の
京
都
に
お
け
る
椿
愛
好｣
『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要』
第
六
号
(
昭
和
四
五
年
一
二
月)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
注
１
に
同
じ
。
(
)
代
表
田
中
弘
清
氏
『
石
清
水
八
幡
宮
史』
首
巻
(
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
一
四
年
八
月
・
第
二
刷
平
成
九
年
七
月)
(
)
注

に
同
じ
。『
続
群
書
類
従』
第
七
輯
上
(
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
三
年
三
月)
｢
石
清
水
祠
官
系
図｣
も
参
考
。
(
)
高
橋
隆
三
氏
編
『
実
隆
公
記』
巻
一
ノ
下
(
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
三
四
年
三
月)
(
)
大
塚
芳
正
氏
編
｢
愛
知
徳
川
美
術
館｣
(『
日
本
の
国
宝』
八
一
朝
日
新
聞
社
平
成
一
〇
年
九
月)
、
徳
川
美
術
館
編
『
王
朝
の
雅
び
千
年』
(
徳
川
美
術
館
平
成
一
六
年
一
二
月)
等
を
参
考
。
(
	)
注

に
同
じ
。
(

)
今
井
卓
爾
氏
他
編
『
美
の
世
界
・
雅
び
の
継
承』
(『
源
氏
物
語
講
座』
七
巻
勉
誠
社
平
成
四
年
一
二
月)
竹
内
順
一
氏
｢
源
氏
物
語
と
工
芸｣
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② 少女 １オ
① 少女 表紙
116
④ 玉鬘 表紙
③ 少女 終丁
117
⑥ 玉鬘 終丁
⑤ 玉鬘 １オ
118
⑧ 初音 １オ
⑦ 初音 表紙
119
⑩ 胡蝶 表紙
⑨ 初音 終丁
120
⑫ 胡蝶 終丁
⑪ 胡蝶 １オ
